
    
      
        
      
    

  

小学館ｅＢｏｏｋｓ

幼なじみが妹だった景山北斗の、哀と愛。
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プロローグ







　くすん、くすんと、可か愛わいく洟はなをすすりながら、その女の子は北ほく斗との隣に、ちょこんと座っていた。小さな手に夜色のパズルのピースを持っていて、床に広がる星空を、途方にくれた様子で見おろしている。

「ぐす、えっ……と、ど、どこ、だろ……」

　こぼれそうに大きな瞳は、さっきからもうずっと塩辛い涙でうるんでいて、細い髪もしっとり濡ぬれている。空色のブラウスにも菜の花色のスカートにも、ぽつぽつと小さな雨染みができていて、眉まゆをきゅーっと八の字にして、ピースを置く場所を一生懸命にさがす様子は、とても儚はかなげで、〝壊れやすそう〟だった。

　北斗が人さし指を伸ばして、

「それは北斗七星のかけらだから、たぶん、このへんだ」

　夜空の上に、指先でくるりと円を描いてみせると、うるんだ瞳を北斗のほうへ向けて、

「ほくと、しちせい……？」

　と、首をかしげた。

　大きな瞳が、下からじぃぃぃぃっと見上げてくるのに、ドキドキしながら、

「うん、このひしゃくの形をした星座を、北斗七星って言うんだ。ぜんぶで七つ星があるはずなんだけど」

　いち、に、さん、と声に出して星を数えてゆく。すると女の子も、北ほく斗との声を追うように唇を小さく動かした。




　いち、に、さん……。




　そうして、




「「なな……」」




　と一緒につぶやいて、女の子が夜色に星がひとつきらめくピースを、北斗七星のひしゃくのふちに大事そうにはめた。

　ピースはぴったりで、涙と雨で濡ぬれていた白い頰ほおが、みるみる赤みを帯びて、大きな瞳が輝き、ピンク色の唇が春の花のようにほころんでゆくのを、北斗は赤い苺いちごを頰張ったような気持ちで見ていた。

　みずみずしくて、甘酸っぱい。

　その感情をなんと呼ぶのか、まだ七歳になったばかりで、よくわからなかったけれど……。

　窓の外は、やわらかな雨が降っている。

　子供が二人きりしか残っていない児童館の中は、静かで平和で、優しくて。

　哀しいことなんてひとつもなくて。







　この小さくて泣き虫な、ふわふわした女の子を、これからも自分が守るのだと思った。










一章







　その年、春の訪れは遅かった。

　この世で一番最低なクズ野郎になると決めた四月のその日、北ほく斗とには年上の彼女ができた。

　相手は北斗より一学年上の三年生で、

「北斗くんのために、朝の四時に起きてお弁当を作ってきたのよ。外で一緒にいただきましょう」

　と、昼休みに、それは立派な風呂敷包みを持って北斗の教室を訪れた。

　ほっそりした肩から、さらさらとこぼれ落ちる艶つやを帯びた黒髪が美しい上級生の名は、佐さ伯えき冴さ音お子こという。

　別名化学室の美少女。

　化学部のただ一人の部員で、老舗しにせの和菓子屋のお嬢様で、常に和菓子を持ち歩き試食を勧めてくるという、校内では知らない人のいない変わり者だ。

　とはいえ、濡ぬれたような漆黒の瞳も、陶磁器のような白い肌や女らしいなよやかな体つきも、本人が言うように完璧な美少女であることは間違いない。

　そんな冴音子と、校舎の裏庭に生えている桜の木の下のベンチに、並んで腰かける。

　淡いピンクの桜の花びらが、ひらり、はらりと、舞い落ちるロマンチックなその場所は、カップルシートと呼ばれている。仲なか睦むつまじい公認カップルだけが座ることを許された、特別な席なのだ。

　つまり、このベンチに男子と女子が座っていれば、それはカップルということになる。

　北斗たちを見た他の生徒たちが、あからさまにぎょっとした顔で、

「佐伯さんが、ちょっとイケメンな男子と、カップルシートで、三段重ねのお弁当を広げている！」

　と騒ぎ出す。

「佐伯さんって、あの微妙～にイケメンな男子とつきあってるの？　噓ぉ！」

「うわぁ、ラインしなきゃ！　佐伯さんが、プチイケメンと──」

　そんな声が北斗の耳に次々入ってきて、視線もびしびし感じる。

　静かな裏庭に、人がどんどん増えてにぎやかになってゆくのは絶対に気のせいではない。拡散された情報を見聞きした生徒たちが、裏庭まで確かめに来たのだろう。

　北斗は背中がむずむずした。

　だいたい先ほどから飛び交っている「微妙にイケメン」とか「うっすらイケメン」「見ようによってはイケメン」といった、北斗に対する微妙すぎる評価はなんなのだ。

　先月、まだ北ほく斗とが一年生だった三学期の終わりにも、とある事件で注目を浴びた。けれど、そのときはみんな北斗と目を合わせないようにしていたし、ひっそりと聞こえてくる声も、




　──あいつ、ヤバくね？




　──景かげ山やまくんって普段から無口だし……なにを考えているのかわからなくて、ちょっと怖いよね。




　と、北斗のことを恐れているふうだった。

　なのに、こんなにあからさまにじろじろ見られて、微妙だの、うっすらだのと好き勝手に言われて、居心地が悪くてしかたがない。

　冴さ音お子このほうは、世俗の声など聞こえないといった涼しげな顔つきで、三段重ねの重箱を一段ずつベンチに並べている。

　一段目には料亭で特注したような彩りの美しい和風の総菜が並んでいて、二段目は薄い玉子焼きでくるんだ茶巾寿司と黄金のいなり寿司が、春の花畑のように広がり、三段目は桜餅と竹の串に刺さった三色団子という、高校生が昼休みに食べるメニューではないだろうと突っ込みたくなる、気合いが入った弁当で、

「どうぞ北斗くん。二人分あるから、好きにつまんでちょうだい。それとも、わたしが食べさせてあげましょうか？」

　と真顔で告げてくる。

「いや、それはちょっと。てか……四人分はあるだろう、これ」

「愛する彼女の手作りならば、青春真っ盛りの男子高校生は、どれだけ食べてもまだ足りないと思うものよ」

　愛って──。

　こうも堂々と断言されると二の句がつげず、声をつまらせる。




　……一体どうしてこうなった？




　正直北斗にもよくわからない。

　自分勝手で冷酷な男になる。最低のクズ野郎になる。なんなら、なにかやらかして退学になってもいいくらいに思っていたはずなのに、美人の上級生と桜の木の下でラブコメしている。

　そもそも化学室でのあのはじまりからして、なにがなんだか……。

　とにかく、ここにいたらさらし者だ。

「……ちょっと風が冷たくないか？」

「そうね、今年は寒い日が続いて、桜が咲くのも遅かったわね。おかげで、こうして彼女と桜の両方を愛めでながら、手作りのお弁当を味わえるわけだけど」

「……みんな、こっちを見ているぞ」

　声をひそめて、ボソリと言うと、

「当然よ。こんなに美しいわたしが、彼女なんですもの」

　と、冴さ音お子こはなんの恥じらいもなく、当然の真理であるかのように言い切った。

「それに、ここは校内きってのカップルシートよ。いわばこれは、わたしたちの披露宴よ。めでたく想いが通じ合って、ラブラブのカップルになりましたという、全校生徒への報告よ」

　それは全校生徒に報告することなのか？　違うだろう、絶対。

「あら、北ほく斗とくんもお弁当を持っているのね。玉子焼きに、鳥のそぼろがけごはんに、ブロッコリーに唐揚げ……ツボを押さえた布陣ね。北斗くんのお母さんは、毎日お弁当を持たせてくれる派？」

　冴音子が北斗の手もとをのぞき込み、ほんのちょっとがっかりしている声で言う。

「いや、弁当はオレが作ってる……。残りものとか冷凍食品をテキトーにつめるだけだけど」

　昨年、父親が再婚するまで、男二人の生活だった。父の奥さんになった人は今月出産を控えているので、自分でできることはこれまでどおり一人でやろうと思っている。

「クールに見えて料理男子なのはポイントが高いわね。今、ちょっとキュンとしたわ」

　冴音子の顔は終始真顔というか無表情で、全然キュンとしているようには見えないのだけれど。

「北斗くんの手作りのおかず、わたしもいただいていいかしら」

「え、ああ……。けど、佐さ伯えきさんの弁当のほうが確実に手がこんでいて、うまいと思うぞ」

「佐伯さんではなく、冴音子、よ。きみは年上のわたしに対して、ほぼタメ口なのに、名前呼びするのは恥じらうのだから可か愛わいいわね」

　目を細めて『可愛いわね』と言ったあと、

「ええ、わたしのほうが料理上手というのはそのとおりだけれど、いいのよ。この場合、彼氏の手作り、というところがポイントなのだから」

　と言って、北斗の弁当箱から細い指で玉子焼きをつまんだ。

　それを上品に齧かじり、

「だし巻き玉子ね……北斗くんとは趣味が合いそうだわ。玉子焼きが甘い派の人とは昔から気が合わないのよ」

　と、また深遠な真理を語るように言う。

「ごちそうさま、玉子焼き、北斗くんらしい実直な味で悪くないわ。今度はわたしの玉子焼きをどうぞ」

　冴音子が綺き麗れいにまいた玉子焼きを重箱のふたにのせて差し出す。

　黄色い玉子焼きの隣に、薄いピンクの花びらが、ひらりと落ちる。

「……いただきます」

　箸で玉子焼きをつまみ、口へ入れる。

　まろやかな味が、舌の上にじんわりと広がってゆく。

「どう？」

「……うまい」

　素直な感想が、ほろりと口からこぼれて、冴さ音お子こが得意そうに鼻をほんの少しうごめかせて、同時に濡ぬれた瞳を、いつくしむように細めて、

「そうでしょう」

　と言い、周りにいた生徒たちがどよめいたとき。




「ほくちゃん！」




　焦っている声がして、小柄な女子生徒が息を切らして走ってきた。

　細くやわらかそうな髪を二つに結んだ、清せい楚そな雰囲気の女の子だ。

　華きや奢しやな肩をハァハァと上下させ、眉まゆをきゅーっと八の字にして、置いてゆかれた子犬のような瞳で、北ほく斗とを見てくる。





[image: ]






「ほくちゃんが、裏庭のカップルシートで……三年生の佐さ伯えきさんと……お、お弁当を食べてるって聞いて……」

　眉まゆがまたきゅっと下がって、今にも泣いてしまいそうに見えて、北ほく斗とは胸を鋭い鏃やじりで刺されたように、ズキッとした。

　そんな顔はさせたくないと、子供のころからずっと思ってきて──それが今でも北斗の唯一の望みなのに、目の前にいる小さな女の子はとても哀しそうで、胸がさらにぐりぐりと抉えぐられる。

　顔をこわばらせ、声を出せずにいる北斗に、傍ぼう若じやく無ぶ人じんともいえる冷静な声が尋ねた。

「北斗くん、こちらは？」

　女の子がびくっとする。

　とても臆病で人見知りする子だから、冴さ音お子このように美人で堂々とした上級生にまっすぐ見つめられて、怯おびえてしまったのだろう。以前の北斗なら、すぐにベンチから立ち上がり庇かばうように隣に立っただろう。けれど、そうする代わりに、ベンチに座ったまま鬱うつ陶とうしそうな表情を浮かべ、素っ気なく言った。




「……オレと同じ二年の三みツつ泉いずみ春はる。小学校のとき通っていた児童館がいっしょで。幼なじみっていうか……まぁ、そういうやつ」




　春が制服のスカートを、きゅっとつかんだのは、いつも春を庇ってくれる北斗が隣にいなくて、北斗の制服の袖口をつかむことができなかったからだろう。

　いつもいつも、春は北斗の隣か背中で、北斗の服を、ちょっとだけつかんでいた。そこが世界で一番安全な場所であると知っているかのように。

　なのに、迷惑そうな顔で突き放すような言いかたをされて、どうしていいのかわからないのだろう。

　そんな春に、冴音子が追い打ちをかけるように言う。

「あらそう、北斗くんの幼なじみなのね。はじめまして、北斗くんの彼女の佐伯冴音子よ。化学室の美少女と呼んでくれてもかまわなくてよ」

　春の目が丸くなる。

「か、化学室……？」

　それに自分のことを『美少女』と言うだなんて、しかもこんなに堂々と──と驚いているのだろう。そして、それ以上に、冴音子が誇らしげに口にした、

『北斗くんの彼女』

　という言葉にひどいショックを受けているのが、北斗にも伝わってきて、頭が熱くなった。

　スカートをつかむ春の指に、また力がこもり、皺しわが寄る。

「い……いつから、つきあってるの？」

　哀しそうに責めるような声で訊かれて、北ほく斗とは体が石のようにこわばってゆくのを感じながら、さらに素っ気なく答えた。

「昨日から」

「昨日？」

　春はるの肩がぴくっとし、大きな瞳に困惑が広がってゆく。

「なんで……昨日？」

　失敗した。『昨日』はマズかった、と北斗は顔をしかめそうになった。

　せめて一年生の三学期からと答えておくべきだった。そうすれば、昨日、北斗が春に対してとった酷ひどい言動にも信しん憑ぴよう性せいが増しただろうに。

　案の定、春は納得していないようで、

「昨日からって……あのあとから、ってことだよね？　ヘンだよ、ほくちゃん」

　と言ってくる。

　確かにその通りなのだが、言い直したらさらに怪しまれるだろう。なので、冷たい声で、

「オレがいつ誰とつきあっても、オレの自由だろう」

　と答えた。

　春が小さく息をのんで目をうるませる。そこに冴さ音お子こが割って入る。

「そうよ、昨日の放課後、化学室にいた北斗くんの、憂いのにじむ横顔に一目惚れしてしまったのよ。一方、北斗くんも化学室の美少女と名高いわたしに恋をして、おつきあいがはじまっというわけよ」

「……そんな、だって」

　春は泣いてしまいそうで、北斗は一刻も早くこの胸を削るようなやりとりが終わればいいと願っていた。

　春の瞳からぽろぽろと涙がこぼれたら、立ち上がって背中に庇かばいたくなってしまう。

「というわけで、わたしはあなたが今、うじうじと問い詰めている景かげ山やま北斗くんの彼女よ。正直、彼女として、あなたの言動は不愉快ね」

　春の頰ほおが恥ずかしさにぱっと赤くなる。

　スカートをつかむ指が、弱気に震えている。

　なのに精一杯の勇気を振り絞るようにして、細いおさげをぱさりと揺らして、北斗のほうへ顔を向けた。

「うそでしょう？　ほくちゃん」

「あら、うそとは失礼ね。なにを根拠にそんなことを言うの？」

　春が震えながら、精一杯強がっている声で言う。

「だって、佐さ伯えきさんは──ほくちゃんが話していた好みのタイプと違うもの」

　オレの好み？　そんな話をしたか？

　北ほく斗とが考えていると、

「聞き捨てならないわね。あなたは北斗くんの好みを知っているとでも？」

「ほ、ほくちゃんは、ショートカットで活発で、スポーツが得意な女の子が好きだって、わたしに言ったもの……」




　──ほくちゃんの、好みのタイプってどんな子？




　ああ……と、他た愛わいもない会話を思い出した。

　一年前か、それよりもっと前かもしれない。学校の帰り道、雨が降りそうな曇り空の下を春はるの歩調に合わせて、ゆっくりゆっくり歩いていたとき、ふいに春が期待のこもる瞳を北斗のほうへ向けて、そんなことを訊いてきた。




　──なんだよ、急に。




　──ただ知りたいだけ。ね、どんな子が好き？




　ピンク色の唇をほんの少しほころばせて、大きな大きな瞳で、じっと見上げてくる春が、あまりにもまぶしくて、そっと目をそらして素っ気なく答えたのだった。




　──ショートカットで……活発で、スポーツが得意なやつかな。




　──そっかぁ……そうなんだぁ……。




　春は、わかりやすくしゅんとしていた。




　小さくておっとりしている春は、小学生のころから体育が大の苦手だった。

　かけっこはビリで、跳び箱も一番低い段が跳べない、逆上がりもできない。球技はボールを顔で受けて転倒する。サーブもシュートも入らない。

　居残りさせられて、べそべそ泣いている春を、オレが教えるからと励まして、特訓につきあうのは昔から北斗の役目で、それを面倒くさいとか、わずらわしいなんて感じたことは一度もなかった。

　それは北斗にとって、絶対に誰にも譲りたくないポジションで、それでも春は申し訳なさそうに、ごめんね、ほくちゃん、と眉まゆを八の字にして謝っていた。

　そして、このときも。




　──ほくちゃんは……スポーツが得意な女の子が……好きなんだぁ……。




　──いいもん、いいんだもん……。




　見なくてもわかる。きっと春はるの眉まゆは八の字に、きゅーっと下がっていた。

「さ、佐さ伯えきさんは、まっすぐで綺き麗れいなサラサラの黒髪ロングヘアで、わ、わたしより、長いし……ショートカットじゃないし……化学部だから、体育会系じゃなくて理系だし……」

　小さな体で足を踏ん張って、必死な声でそんなことを言う春に、膝を綺麗に横にそろえてベンチに腰かけた冴さ音お子こは、眉一つ動かさずに言った。

「わかってないわね、三みツつ泉いずみさん。わたしほどの美少女になると、ショートやロングなんてパッケージは不問なのよ。わたし自身が、髪型の力を借りずとも輝いているから。それにわたしは体育の成績はずっとＡ評価よ。そこは見た目や属性で判断しないでほしいわね。三ツ泉さんは見た目通り、運動が苦手そうだけれど」

「うぐっ」

「跳び箱が跳べなくて、居残りをさせられたでしょう」

「あぅ」

「逆上がりができずに、手を血豆だらけにしたでしょう」

「はぅっ」

「バレーのサーブが入らず、チームの人たちから白い目で見られたでしょう？」

「うぅぅぅぅ」

　春の眉がどんどん下がってゆき、大きな瞳がうるんでゆく。北ほく斗との胸も、そのたび、言葉の鏃やじりでぐさぐさ突き刺される。

　佐伯さんは春をいじめすぎだ。実はサドなのか？

　春は運動は苦手だけど、国語と古典は得意だし、ピアノも弾けるし、猫にも好かれている。オレがさわろうとすると逃げていく猫も、春には猫のほうから寄ってきて、喉のどをごろごろ鳴らすんだ。

　それはきっと春が優しいからで、春にはいいところがいっぱいある！

　春を背中に庇かばって、そう言ってやりたい衝動と必死に戦う。




　──春は……鉄棒も跳び箱も、できなくても、いつも一生懸命やろうとしてきただろう。春が根性あるの、オレは……知ってるから。それに春は、猫にも好かれているし。




　中学生のとき、球技大会のソフトボールでエラーをして、三みツつ泉いずみさんのせいで負けちゃった、と女子に嫌味を言われて、校舎の隅で体操着のままべそをかいていた春はるを見つけて慰めた。

　春は頑張り屋だ、春は春でいいんだと。

　春は涙でくしゃくしゃの顔で、北ほく斗との体操着の裾すそを握りしめて、




　──うん、うん、ほくちゃん。




　と、しゃくり上げていた。




　──ほくちゃんが、今のわたしでいいって言ってくれるなら、わ、わたしも、運動できないけど、友達いないけど……今のわたしでいい……。




　冴さ音お子こにやりこめられる春を、北斗が冷たく無視していたからだろう。泣きそうな春が一生懸命に、

「わ、わたし……運動はできない、けど。猫を、なつかせるのは得意……だもん」

　と自分で言ったのに、北斗は胸がいっぱいになって、張り裂けそうになった。

　なんとか顔に出さずにすんだのは、冴音子が、

「あら、猫？　それはまぁ男の子受けしそうな、素敵な特技をお持ちね」

　と、大おお袈げ裟さに声を張り上げたためだ。




「でも、北斗くんの好みは猫に好かれる女の子じゃなくて、スポーツ万能、成績優秀、眉び目もく秀しゆう麗れい、料理上手なわたしだから、三ツ泉さんは、幼なじみとして祝福してちょうだい」

　そうだ、オレの彼女は佐さ伯えきさんで、春はただの幼なじみだと、北斗も自分をいましめる。

　春はすっかり肩を落としている。

「さぁ、昼休みは学年違いのカップルのわたしたちには貴重よ。早くごはんをいただきましょう、北斗くん」

　冴音子が北斗に言い、そのあと春のほうへはあふれんばかりの笑顔を向けて、

「三ツ泉さんは教室でお友達とどうぞ。あ、ごめんなさい。三ツ泉さん、女の子に嫌われそうなタイプだし、もしかしてお弁当を一緒に食べるお友達がいなかったかしら？」

　とグサリと核心を突いた。

　これは、絶対効いている。

　めちゃくちゃ効いている。

　春は子供のころから女子受けが悪かった。

　男の子たちは春にわかりやすくちょっかいを出して泣かせたが、女の子たちはひそひそ悪口を言って、仲間はずれにした。




　──ほくちゃん……わたし、どうして女の子に意地悪されるのかな……。




　──男の子もこわいけど……女の子もきらい……。




　大きな目に涙をいっぱい浮かべて、北ほく斗とのＴシャツの裾すそをぎゅっとつかんで、そんなことを言っていた。

　高校生になって、自由に昼休みを過ごせるようになってからは、いつも北斗とお弁当を食べていた。

　そういう状況は春はるにとって好ましいはずがないし、変えていってほしい。

　なので、ひりひりする気持ちをこらえて、はぁーっ、と溜息をついた。

　そうして、突き放した声で言う。

「まだ二年生になったばかりだし、今が友達を作るチャンスだと思う。オレは昼は冴さ音お子こさんと食べるから、春は友達を作れ」

　春がスカートを握る指を力なくほどいて、目を伏せる。わかりやすく傷ついているのを見て、胸がズキズキしっぱなしだ。

　同情するな。

　彼女ができたら、幼なじみなんて平然と見捨てるゲス野郎になるんだ。

　だってオレはもう、春と一緒にいられないからっ。

　うつむいていた春が、眉まゆを八の字にしたまま顔を上げて、北斗を試すように言った。




「そ……それなら、わたしも、彼氏を作って……いっしょに、お昼ごはんを、食べよう……かな」




　今、動揺したら、春に気づかれる！

　全部振り出しに戻ってしまう！

　皮膚に爪が食い込みそうなほど、きつく手を握り、表情が動かないように必死にこらえる。

　ゲスな幼なじみとして、どんな酷ひどい言葉を投げつけるのが正解かを、割れそうに痛む頭で考えていたとき。




「まぁ、それはいい考えね」




　隣で冴音子が、ぽん、と両手を打ち合わせた。

「三みツつ泉いずみさんは女友達を作るのは難しそうだけど、とっても可か愛わいいし、男の子受けする性格だから、彼氏なら今日にでもできそうよ。そうしましょう、それがいいわ。ちょうど三ツ泉さんにぴったりの男子がいるから、彼とおつあいしてみるといいわ。性格は軽くてチャラくて、まっすぐなようで、ひねくれていて、面倒くさくて最低な、女の敵だけど、見栄えの良さは保証するし、はじめての彼氏には最適な相手よ」




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




「え？　オレ？」

　翌日の放課後。

　化学室に集まった冴さ音お子こ、北ほく斗と、春はるの前で、一番最後に遅れて現れた二年生の相あい羽ば遥よう平へいは、アイドル系と評される顔を、自分で指さし、すっとんきょうな声を上げた。
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　まさか佐さ伯えきさんの〝おすすめ〟の相手が、相羽遥平だなんて。




　化学部の変人として名高い冴音子に劣らず、校内での遥平の知名度は高い。北斗も春も遥平と同じクラスになったことはないが、とにかく目立つやつなので、顔と名前は知っているし、噂うわさもよく耳にする。

　バレー部に所属しているが、運動神経抜群で他の部の助っ人で出場する試合に、女の子たちが集団で応援にかけつけ、競技場に黄色い声援が飛び交うこと。

　次々変わる〝彼女〟が美人ぞろいなこと。

　一番長く続いた相手は今のところ十八日で、最短は一日だったとか。

　そんな遥よう平へいだが、女子人気が高いだけではなく、何故か男子からも好かれているようで、廊下や校庭で、




　──遥平ちゃん！　今度の彼女は何日だ？




　と気さくに声をかけられ、




　──今んとこ良好！　フラレないよう応援よろしく！




　などと明るく返している、細身でアイドル顔の華やかな男子生徒を、北ほく斗とも幾度か見かけたことがある。

　厳しいので有名な数学教師からも、




　──おおい、遥平。おまえ、また赤点ギリギリだったぞ。毎回、赤点プラス一～五点で補習をまぬがれるなんてまどろっこしいことをしないで、いさぎよく赤点をとって補習を受けたらどうだ。おまえのために、みっちり特別メニューを組んでやるから。




　などと言われたり。

　陽キャ、陰キャという分け方は単純すぎて好きではないが、周囲から怖いと避けられている北斗が陰キャなら、百人に聞いたら百人が、あれこそが陽キャだと認めるだろう輝いている少年──それが相あい羽ば遥平だった。




　春はるが相羽とつきあう？　確かに春は、相羽と噂になった女の子たちに負けないくらい可か愛わいいけど……友達もいないし人見知りだし、怖がりだし、人が多い場所だとすぐ具合が悪くなるし、趣味もピアノとジグソーパズルだし、相羽みたいに華やかなやつとは合わないんじゃ。




　冴さ音お子こは一体どういうつもりなのか？

　これは春に対するいじめなのだろうか？

　だとしたらいくら荒療治でも、黙っているわけにはいかない。北斗の左隣で、春は眉まゆを八の字に下げて、不安そうにしている。小さな手が北ほく斗との上着の裾すそをつかもうとしては、直前で引っ込めるというのを繰り返す。それを見て、胸がぎゅっとした。

　一方、北斗の右隣では、冴さ音お子こがしれっとした顔で、

「ええ、この三みツつ泉いずみさんは、二年生になったのを機に彼氏を作って、ステップアップしたいそうよ。わたしが、相あい羽ばくんならぴったりだと推薦したの。性格は救いようがないけれど、見栄えがするし後あとくされもないから、初カレにはぴったりだって。まさか、わたしの顔をつぶしたりしないでしょうね」

　なんてことを、遥よう平へい本人に向かって言っている。

　遥平が、

「ひでぇ」

　と顔をしかめる。

　そうした表情にまで愛あい嬌きようがただようのは、陽キャならではだろう。

「佐さ伯えきさんのオレへの評価って、ほんっっっと地の底にめりこんでるよな」

「わたしは真実を見抜く正しい目を持っているというだけよ。クズはクズ、それだけよ」

「って、オレ、クズなんだ。なのに、こんな可か愛わいい子、紹介してくれるんだ」

　遥平が春はるのほうを明るい瞳で見て、笑う。

　春がびっくりしたように目を丸くし、また北斗の上着の裾をつかもうと手を泳がせ、その手をきゅっと閉じる。

　遥平は、そんな春を親しみのこもった目で興味ありげに眺め、すぐに視線を冴音子のほうへ戻した。

「けど残念。オレ、今、彼女いるから。三日前につきあいはじめたばっかりの、水泳部の一年生」

　つきあっている相手がいるときは、告白されても断る。それが遥平のルールであることを、北斗も耳にしている。春も遥平が断ってくれたことにホッとしたように、肩の力を抜いたとき。

「そうそう、その水泳部の磯いそ原はら美み礼れいさんから伝言をあずかっているわ。『やっぱり遥平先輩の彼女は目立っちゃって、部活での人間関係がややこしくなるから、別れます。一度デートできただけで最高にハッピーでした！　ありがとうございました！』ですって」

「はぁっ!?」

　遥平が目をむく。

「昨日、磯原さんの部活が終わったあとに声をかけて、『相羽くんとはいつごろ別れるの？』と訊いてみたの。そうしたら、駅前のフルーツパーラーで二時間も打ち明け話をされたわ。水泳部の部長が相羽くんの元カノで、部長は気にしてないみたいだけど、磯原さんはやっぱり居心地が悪くて、他の先輩たちにもからかわれて、弱ってるって。それならすぐに別れるべきよ、なんならわたしが代行で伝えるわ、と提案したら『いいんですか！　お願いします！』と、それはもう、ありがたがられたわ。季節限定の苺いちごパフェも『ごちそうさまでした！』とおごらされて、あの子はそうとうしたたかね。ああいうメンタルが強くて、ちゃっかりした子は、アスリートとしての伸びしろは抜群よ。これから水泳部のエースになるんじゃないかしら」

　真顔ですらすらと語られる内容を、北ほく斗とも春はるも目を丸くして聴いている。

　遥よう平へいは途中から肩を落とし、はーっと溜息をついた。

「また〝元カノ〟が増えちゃったよ。サッカー部の練習試合で遥平先輩の超カッコいいお姿にズキュンときて、この学校を受験しました、なんて目をきらっきらさせて告ってきたのに」

　なんだか遥平に同情したくなってしまった。

　こんな陽キャのイケメンでも、フラレることがあるんだな……。

　その原因を作った冴さ音お子こだけが平然として、

「でも、これできみはめでたくフリーということね。三みツつ泉いずみさんとのおつきあいに、なんの支障もないわ」

　などと言う。

「まぁ……確かに、フリーのときに告られたら、とりあえずつきあってみる、がオレの信条だけど……」

　遥平がまた視線を春に向ける。

　春がびくっとし、肩をすぼめたまま、手を開いたり握ったりして、北斗のほうをそっと盗み見る。本人は、こっそり見上げているつもりなのだろうけれど、春が北斗になにか言ってほしそうにしていることは、そこにいる全員に見え見えで……。

　そんな春を、遥平は最初は奇妙そうに、なにか考え込むように、そのあとは純粋に面白そうに見ていた。

　内気な春は男の子にそんなふうに見られること自体に緊張しているようで、眉まゆをきゅーっと八の字にして、北斗を見てくる。

　そんな春の視線を追って、口をむっつりと閉じている北斗に辿たどり着いたらしい遥平が、気さくに尋ねた。

「で、こっちの彼は？」

「わたしの彼氏の景かげ山やま北斗くんよ。おとといからつきあっているの」

「って──裏庭のカップルシートで佐さ伯えきさんが年下彼氏とラブコメしてたって、マジだったんだ！」

　今日一番、驚いている顔をした遥平は、あんぐりと口を開けたまま北斗を見て、そのあとまた春を見て、北斗を見てと、視線を移動させていたが、どうにもわからないというように首をひねった。

「で、佐伯さんの彼氏と三ツ泉ちゃんは、どういう関係？」

　と、至極当然な疑問を口にした。

　北ほく斗とがドキッとしたのは、春はるが北斗の制服の上着の裾すそをつまんだためだった。




「！」




　北斗の態度がずっと素っ気なかったので、手を泳がせるだけで、いつものように北斗に助けを求められずにいた春が、眉まゆをきゅーっと八の字にし、目を伏せたまま、北斗の制服の上着の本当に端の端を、細い指でおずおずとつまんだのは、きっと遥よう平へいに対する意思表示だったのだろう。

　春がそうすれば、遥平は春とつきあったりしないだろうと必死に考えて。

　なにしろ遥平とつきあいたい女の子は、順番待ちするくらい大勢いるのだから。どう見ても遥平に気のなさそうな、面倒くさそうな女子と、わざわざつきあったりはしないだろうと。

　春がつまんでいる布はほんのわずかで、北斗が振り払うのは簡単で──けれど、体がこわばったまま動かない。




　──ほくちゃん、わたしいやだよ……。




　そんな弱々しい声が、聞こえてくるようで。

　春には、新しい人間関係を築いてほしいし、本当に春を大切してくれる相手となら、つきあってもいいと思う。

　きっと胸が引き裂かれそうに辛いだろうけれど。

　でも、遥平は春には荷が重い気がする。

　遥平のほうから断ってくれればいい。

　春と同じことを、北斗も望んだ。




　ところが──。




「うん、じゃあつきあおうか」




　北斗の服をつかんでいる春を、それはうっとりした優しい目で見つめて、そのあと引き込まれずにはいられないような晴れやかな笑顔で、校内一のモテ男はそう言ったのだった。

　そうして、北斗の服をつまんでいるのと反対の手を自然な仕草でとって、甘い目をして、

「よろしく、三みツつ泉いずみちゃん」

　と言った。

　春はあんまり驚いたのだろう。指から力が抜けて、北斗の服をつまんでいた手が、ふらりと下に落ちる。

　それを、北ほく斗ともまた茫ぼう然ぜんとして見ていた。

　窓の外では雨が降りはじめたようで、暗幕の向こうからざーっという雨音が聞こえてきた。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　──ほくちゃん、なんでそっちへ行くの？　濡ぬれちゃうよ？




　一年生の三学期が終わるころ。

　季節は少しずつ春に近づいていたが、まだ気温は低く、雪に変わりそうなひんやりした雨が降っていた日の放課後。

　暗くなった通学路を、北斗は春はると並んで歩いていた。二人で一本の傘をさして。

　春の傘は澄んだライラックブルーで、小さな春がさすにはじゅうぶんな大きさだけど、高校生になってから身長がどんどん伸びていった北斗と二人で入るには小さい。傘の柄を握る北斗は、春が濡れないように、傘を春のほうへ伸ばして、自分はほとんどはみ出るようにして歩いていた。

　片側の肩が冷たい雨に濡れて、アウターの色がすっかり変わっていて、春がそれを気にして、もっとこっちへ来て、と小さな声で誘ってくる。




　──ほら、ほくちゃん、こっちだよ。




　それでも、北斗が春からなるべく離れていたのは、春のほうから甘い香りがふわふわとただよってきて、その香りをかぐと、胸がざわめいて、頭の芯がしびれて、たまらなく喉のどが渇くような気がしたから。




　春は、こんなにいい匂いがしただろうか？

　まるで、蜜をふくんだ花のようで。

　清せい楚そなのに、とても甘い。




　──だから、そっちは濡れちゃうってば。




　そのうち北斗が寄ってこないのに焦じれた春のほうから、近づいてきた。

　細いおさげが揺れて、春が一歩近づくと、北斗が一歩離れて、春がまた近づくと、また北斗が離れて。




　──もぉ……っ。




　甘い香りが、いっきに鼻に押し寄せて。

　次の瞬間、さらさらのおさげが大きく揺れて、北ほく斗との胸の中に、春はるの小さな体がすっぽりおさまっていた。

　少し恥ずかしそうに頰ほおを染めて、でも、目と口もとをほころばせて、




　──ほら……このくらいくっついたら、濡ぬれない、よ。




　と、ささやいた。

　やわらかな細い髪の束が、傘の柄を握る北斗の手にかかって、春の香りだけでなくひそやかな息づかいまで近くに感じて。心臓が高鳴りすぎて、はじけそうで。

　まっすぐに落ちてくる冷たい雨の中に、二人きり閉じ込められているようで──。

　なのに春は、とても安らいだ様子で北斗の手の甲に、そっと自分の小さなやわらかな手を重ねた。

　ごつごつして硬い北斗の手。

　その手で、今日、北斗は生まれてはじめて人を殴ったのだ。

　今もまだ、少しひりひりしているそこを、春の手のひらが大切そうにおおって、幸福のにじむ声でささやいた。




　──守ってくれて……ありがとう、ほくちゃん。




　甘い、甘い、香り。

　内気な手としとやかな吐息と、薄い肩、折れてしまいそうに華きや奢しやな体──。




　まだ小学生になったばかりの北斗が、はじめて春を見つけた日も、やっぱり雨が降っていた。

　春のはじめに降る、やわらかな雨で、春は児童館の裏庭の茂みのあいだに身を隠すようにして、膝に顔をくっつけて泣いていた。




　──ぐすっ、ひっく……。




　雨の中、長靴をはいて傘をさして児童館へやってきた北斗は、まるでうさぎや子猫のような頼りなげな可か愛わいらしい泣き声を聞いて、そちらのほうへ歩いていったのだ。




　──どうしたんだ。そこ、ぬれるだろう？　なかへはいろう。




　女の子は顔を伏せたまま、ふるふると首を横に振った。細い髪が幼い首筋に濡ぬれて貼りついていて、空色のブラウスにも菜の花色のスカートにも雨の染みがぽつぽつとついている。




　──いじわるされるから……ヤ。




　──だれがいじわるするんだ？




　──みんな。




　女の子はぐすぐす泣きながら、か細い声で訴えた。

　男の子は髪を引っ張ったり、虫の死骸を見せたりすると。

　女の子たちは、仲間に入れてあげない、と言うのだと。




　──おかあさんが……おしごといってるあいだは……おうちに、かえれない……から。ここにいなきゃ……なの……。




　女の子は最近、引っ越してきたらしかった。

　細い肩を震わせて泣く様子が可哀想で、胸が痛んで、




　──おれは、いじわるしないし、もしまたいじわるされそうになったら、おれのうしろにかくれればいいから、いこう。




　北ほく斗とがそう言うと、女の子はやっと顔をあげた。

　涙でいっぱいの大きな瞳で、おずおずと見つめられたとき、胸がドキンとして。

　小さな手をにぎって立たせてあげて、そのまま手をつないで建物の中へ入って、二人でジグソーパズルをして遊んだ。

　他の子たちは帰ってしまったあとで、部屋の中には北斗とその女の子だけで。夜色のピースと、白く光る星のピースをつなげて星空が広がってゆくのを、いっしょにドキドキしながら眺めた。

　うるんだ目でピースがはまる場所をさがして、北斗がこのへんだと教えると、息をのむようにしてそこにピースを置いて、ぴたりとはまると、星のように目をきらきら輝かせて、頰ほおを赤く染めて、にっこりして。

　その顔が、心臓が飛び出そうなほど可か愛わいくて。

　女の子の小さな指先でも、星が輝いていて。




　──わたしのなまえは、きせつのはるなの。




　──おれは、ほくと。




　──ほくとしちせいの、ほくとだね。




　春はるがほっこりした顔で、大切そうに北ほく斗との名前を口にしたとき、胸がぱんぱんになって、春のことを絶対守ろうと、繰り返し思った。

　以来春は、北斗にべったりで。男の子たちが春のほうへ近づいただけで、眉まゆを八の字にきゅーっと下げて、北斗のほうへぱたぱた走ってきて、北斗の背中に隠れて、北斗の服の端をぎゅっとつかむようになった。

　北斗は男の子たちからはやし立てられたり、小突かれたりしたけれど、いつも毅然とした態度で春を守った。

　男の子たちの仲間には入れてもらえなくなったけれど、可愛い春が隣でにこにこ笑ってくれているだけで、嬉しかったし、なんの不満もなかった。

　そして春も、




　──ほくちゃんとパズルをするから……おままごとには、まぜてもらわなくて……いい。ほくちゃんといるほうが、たのしいから……。




　と、女の子の友達はいらないと、ほんわり笑うのだった。

　そうすると北斗の胸は、甘く疼うずいて。

　北斗も春と同じだった。

　友達なんて、いらない。

　春がいれば、それだけでいい。

　おれが春を守るんだ。




　体の内側から突き上げるような強い決意は、自分たちのあいだにある秘密を知ってしまったあとも、北斗の中で変わらず燃え続けていた。

　いいや、よりいっそう強くなっていったと言ってもいい。

　春はるを守る。

　春を傷つけるものは、決して許さない。

　絶対に春を泣かせない。




　だから、たとえ相手が教師でも、迷わずこぶしを振るった。

　春を汚すもの、傷つけるものを、絶対に絶対に許せなかったから。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　遥よう平へいとつきあいはじめた春は、ちょこちょこ北ほく斗とのクラスにやってきて、遥平とのデートの様子や、遥平とのやりとりを、報告するようになった。




「……あのね……昨日はね、遥平くんの部活がお休みだったから、スカッシュをしたの……。遥平くん…とても上手でね……わたしの打ちやすいようにしてくれて、わたしがラケットにあてると……すごく……褒ほめてくれて……でもね……わたしやっぱり、おうちで……ジグソーパズルをするほうが……好き……。ほくちゃんは、遥平くんに、そう言ったほうが、いいと……思う？」




「遥平くんはね……ゲームセンターのゲームも……好きみたいで、わたしでもできるよって……教えてくれようと……するの。ああいうとき、どう断ったらいいのかな……ほくちゃんなら、どうする？」




「昨日の夜はね……おうちで携帯でずっと話していたの。遥平くんは、すごく盛り上げてくれて……楽しいけど……毎日は、困る。メッセージも、どう返せばいいのか、わからない……。どういうタイミングで……やめようって言えば、いいの？　ほくちゃん、わかる？」




「遥平くんが……わたしのこと、『はるる』って呼ぶの……は、恥ずかしい……。みんなの前で、大きな声で『はるる、はるる』って……。どうすればいい？　ほくちゃん」




　春があんまり休み時間や放課後ごとにやってきては、思いつめた眼差しと小さな声で、北斗に向かって、こそこそ話しているので、北斗のクラスメイトたちは怪け訝げんそうにしている。

　景かげ山やまがつきあってるのって、三年の佐さ伯えきさんだろ？

　でもって三みツつ泉いずみさんは、相あい羽ばの最新彼女だろ？

　景山と三ツ泉さん、親密すぎねぇ？

　てか、それ前から。

　景かげ山やまが、物理の川かわ添ぞえのことタコ殴りにしたって噂うわさがあって、それが三みツつ泉いずみさん絡みだって聞いたけど。

　景山と三ツ泉さんって、確か幼なじみだよね。

　入学したばかりのころは、三ツ泉さんが告られると、景山が相手の男子に断りに行ってて。

　でも、つきあってないんだって。

　それなに？　あの二人、どうなってんの？

　そもそも、なんで相あい羽ばと三ツ泉さんがつきあってんの？

　佐さ伯えきさんの紹介らしいよ。

　えええええっ！　佐伯さん、遥よう平へいちゃんのこと、くそみそに嫌ってるじゃん。

　そんなふうにあちこちから、驚きの声や疑問の声が聞こえてくる。

　その中には、北ほく斗とに対する非難もあった。




　三ツ泉さんがあんなに頼っているのに、景山の態度冷たくね？

　前は、三ツ泉さんにぴったりくっついてたのに、鬱うつ陶とうしそうにそっぽ向いてさ。

　年上の美人の彼女ができたんで、幼なじみは用済みってわけか？　ゲスいな。




　そのとおり、北斗は春はるに対して終始不機嫌そうに接していた。

「……そういう相談は、友達にしろよ」

　と言ったときには、春は耳をぺたんと伏せた子犬みたいにしょんぼりして、

「……ごめんね。わたし……友達がいないから」

　と小声で謝っていた。

　なのに、翌日になるとまた、細いおさげを儚はかなく揺らして、北斗のもとに現れるのだった。

　この日の放課後も、おずおずしながらやってきて、

「えっとね……わたし、とても困ってて……その、廊下を歩いていると、遥平くんの元カノのひとたちが声をかけてくるの……」

　と、うつむきかげんに言った。

「……相羽の元カノに嫌がらせされているのか？」

　無視するつもりがつい、ボソリと尋ねてしまったのは、いかにもありそうなことだったからだ。

　春は北斗が反応してくれたのが嬉しかったようで、うるんだ目をちょっと上げた。

「ううん……遥平くんの元カノのライングループに入らないかって。困ったことがあったら、アドバイスしてくれるって……」

　なんだそりゃ？

　遥よう平へいの元カノたちのあいだでは、不思議なコミュニティが形成されているらしい。北ほく斗とには理解不能だ。

「それでね……そのグループで……二年生の、渋しぶ谷やないるさんと……話したの」

　渋谷ないるといったら、一年生の三学期に転校してきて、その美貌と相あい羽ば遥平が絡んだ恋愛騒動で一躍有名人になった女子だ。

　髪の色や目の色が外国人ぽく、近寄りがたいひんやりした雰囲気のある──。

　そんな孤高の美人が、遥平とつきあいはじめたのだが、実は遥平は当て馬で、本命は別にいて、その本命のごくごく平凡な眼鏡男子とくっついて、現在も熱烈交際中というので、男子はみんなうらやましがっていた。

　一体、前世でどんな徳を積んだら、そんな奇跡が起こるのかと。

　その眼鏡男子が恐竜マニアとかで、一時期図書室の恐竜本がすべて貸し出される日が続いた。

　恐竜の図鑑を読んだからといって、美人転校生がやってきて惚れられることなんて、それこそ化石を掘り当てるくらいの確率だろうに。

　その噂うわさのヒロインと、春はるがどんな話をしたのかは北斗も気になった。




「渋谷さんはね……今の彼氏の小こ暮ぐれくんのことが、ずっと好きだったんだって。だから、小暮くんの彼女になれて……毎日、とっても楽しいんだって……小暮くんと並んで歩いているだけで……ドキドキして、顔がゆるんじゃうんだって……」




　子犬のような瞳が、北斗をじっと見上げてくる。

　北斗が隠している気持ちを引き出そうとするように、じっと。

　北斗の言葉を待っている。

　細い眉まゆが、どんどん八の字になっていって。

　大きな瞳が、うるんでいって。




「やっぱり……好きな人……とつきあうのが……いいよね」




「好きな人といっしょにいるのが……幸せ、だよね」




　胸に、ズキン、ズキン、と痛みが走る。

　春がなにを望んでいるのか、北斗にはわかりすぎるほどわかっていて。それでも北斗は、それを春にはあげられなくて──。

　北斗が全身を駆け回る痛みに耐えながら、こぶしをぎゅっと握って黙っていると。

　春が哀しそうな顔で、唇を動かした。




「ほくちゃん……わたしね……」




　春はるの小さな指が、北ほく斗との制服の袖口に向かっておずおずと伸びてくる。避けなければ、振り払わなければ、突き放さなければ。




　でないと、オレは春を傷つける！




　北斗が冷たい顔で腕を振り上げかけたとき、近くで冷静な声がした。

「他人の彼氏を、そんな思わせぶりな目で見るものじゃないわ、三みツつ泉いずみさん。だから女子に嫌われるのよ」

　帰り支度をした冴さ音お子こが、スクールバッグを持って立っていた。

　春がみるみる真っ赤になる。

　冴音子は、春を睨にらんだり責めたりするわけではなく、理性的な表情でそう忠告したあと、北斗のほうへ近寄ってきて、するりと腕を組んだ。

「今日は、これから北斗くんとデートなの。三ツ泉さんの彼氏は部活に励んでいるようだから、応援に行ってあげたら？」

　春がますます哀しそうな顔になり、うつむいてもじもじすると、冴音子はさらりとした口調で語る。

「渋しぶ谷やさんの逆転ロマンスに憧れているみたいだけれど、あの二人はもともと両想いで、相あい羽ばくんは当て馬彼氏だったのよ。それにもし小こ暮ぐれくんの隣に、わたしのようなパーフェクトな彼女がいたら、渋谷さんがいくら頑張っても、ハッピーエンドはなかったでしょうね。恋は片方が想うだけではダメなの。両方が想い合うのでなければ」

　春は唇を結んで眉まゆを八の字にしたまま黙っている。なにか言おうとして、やっぱりしゅんとして唇を結び直して、目に涙をにじませる。落とした肩に、細いおさげが、しおれた葉っぱのようにたれている。

　そんな春を困ったやつだという素振りで見ている北斗も、胸の中を熱い鉄串でかきまぜられているようだったけれど、

「さぁさぁ、三ツ泉さんは当て馬の相羽くんを幸せにしてあげて。善行を積めば来世で良いことがあるかもしれないわよ」

　と言って歩き出す冴音子の腕をほどかなかった。

「春……元カノのライングループのことは、相羽に相談しろ。春の彼氏は相羽なんだから」

　面倒くさそうに、そう告げて。

　冴音子と立ち去る北斗の背中を、春が涙でいっぱいの瞳で見つめているような気がして、胸が破けそうだったけれど、振り向かなかった。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




「……ありがとう、助かった」

　校舎の外は、どんよりとした曇り空だった。

　重たい灰色の空の下を歩きながら、北ほく斗とが腕をほどいて礼を言うと、冴さ音お子こは普段と変わらない淡たん々たんとした口調で言った。

「そうね、わたしがあの場で割って入らなかったら、きみは可か愛わいい幼なじみに愛の告白をされて、困ったことになっていたでしょうね。機転のきく彼女に心の底から感謝して、このあとのデートは全部きみのおごりにしてちょうだい」

「デート……本当にするのか？」

「もちろんよ、わたしときみはつきあっているんだから」

　北斗に向けられる黒い瞳は、濡ぬれたように光っているのに、春はるが向けてくる瞳のような切実さも粘度もない。さらりとしていて、それでいて深みがあって、心の底まで見通せない。

　春の眼差しはあんなにわかりやすいのに、冴音子のそれは、なにを考えているのかさっぱりわからない。

　化学室の暗がりで、はじめて桜さくら餡あん入りのどら焼きを差し出されたときから、そうだった。




　──わたしとおつきあいしましょう、景かげ山やま北斗くん。




　黒髪が美しい上級生は、真顔で北斗を見つめ、理知的な口調でそう言った。

　あのとき北斗は、とても追いつめられていた。

　自分一人ではもう、これ以上どうしたらいいのかわからなくて、頭を抱えて化学室の椅い子すにへたりこみ、掠かすれた声で呻うめかずにいられないほどに。




　──っっ、しかたないだろう。




　ずっと一人で春を守ってきて、春さえいれば他はどうでもよくて、そんな北斗にも悩みを相談できる友達なんていなかった。

　でも、あのとき、一人で悩みを抱え続けることの限界を感じていて、誰かの助けを欲していた。

　だから冴音子が現れて、しなやかな手を差し出されたとき、考える余地もなく与えられた救いを受けとってしまった。

　冴さ音お子こには感謝しかない。

　けれどこんな面倒くさいことにつきあってくれて、冴音子にはなんの得があるのだろう？

「佐さ伯えきさんは……どうして」

「冴音子」

　しなやかな指を口の上に置かれて、ドキッとしながら、

「冴音子さんは……」

　と言い直す。

「どうして、オレを助けてくれるんだ？　オレのことも春はるのことも、冴音子さんはたいして知らないだろう」

「わたしが和菓子を配って張り巡めぐらせた情報網をなめないで。きみが思っているよりも、わたしはきみのことを知っているわ、景かげ山やま北ほく斗とくん」

　冴音子が知的な瞳で言う。

「たとえば、きみが幼なじみの女の子のために、教師を殴った熱い男だということ……。幼なじみのその子を、きみがとても大切にしていて、ずっと一人で守ってきたこと……」




　──物理の川かわ添ぞえ先生に……放課後、仕事を手伝ってほしいって呼ばれているの……。わたし……川添先生は……なんだか、苦手。どうしよう、ほくちゃん。




　おとなしくて、友達のいない春に、よからぬことを考えるやつは、昔からいた。きっとこの子なら、なにをされても抵抗できず黙っている、と思われてしまうのだろう。




　──大丈夫、オレがこっそり見張っているから。




　──……うん。




　夕方から冷たい雨が降った三月のあの日、不安そうな春を励まし、ベランダにひそんで様子をうかがっていた。

　川添が春の肩に手をかけ顔を寄せてゆき、春が、ほくちゃん……っ、と呼び、北斗は部屋に飛び込み、川添を殴った。

　春を汚そうとした川添を許せなかった。春が北斗の背中に抱きついて止めなかったら、手が壊れるまで殴っていたかもしれない。

　川添は三学期の終了を前に退職してゆき、事件が表おもて沙ざ汰たになることはなかった。

　ひとつの傘をさしての帰り道、春はもうすっかり普段通りで、北斗の手の甲に小さな手のひらを重ねて、




　──守ってくれて……ありがとう、ほくちゃん。




　と、ほんわり笑った。




　でもオレは──。

　オレは、あのとき──。

　体が引き絞られるような痛みがよみがえり、こぶしをぎゅっと握り、奥歯を嚙かみしめる北ほく斗との腕に、冴さ音お子こがまた優しく自分の腕をからめた。

「きみのその顔を……化学室でも見たわ……」

　すっと耳に入ってきて心を鎮めるような涼しい声が、言葉を続ける。

「……とても、哀しそうだった」

　静かな声で。

「まるで、はりつけにされた聖人のように見えたわ」

　そう言って、この日はもうそのことにふれなかった。





[image: ]











二章







　ここがいいわ、と冴さ音お子こが提案したのはプラネタリウムだった。

　ちょうど上映がはじまる時間で、そのまま入場して、冴音子と並んでシートに座り背中をあずけた。

　ヒーリング効果のあるという、おだやかなメロディが流れ、天井に星がまたたきはじめる。




『さぁ、春の星座巡めぐりのはじまりです。まずは北斗七星を見つけてみましょう』




　澄んだ女性の声が優しく語りかけてくる。




『北斗七星は、大熊座のしっぽの部分で、ひしゃくの形をしています。春は、一年で一番北斗七星を観測しやすい季節なんですよ』




　──おれは、ほくと。




　──ほくとしちせいの、ほくとだね。




　パズルのピースを持ったまま、くすん、くすんと洟はなをすすっていた春はるに、それは北斗七星の星だから、このへんだと教えてやって、ピースをはめた春が、春の花のように頰ほおと唇をほころばせていったことを、思い出してしまう。

　完成した夜空のパズルを二人で見おろして、これは北斗七星、これが大熊座、と床の上にきらめく星をいっしょにさがしたこと。

　児童館の本棚に『だるまさんシリーズ』が並んでいて、




　──だるまさんだぁ。あのね……わたしが、赤ちゃんのころ、いちばんさいしょにお母さんがよんでくれたのが、だるまさんの本なんだって。




　春がほんわりした顔で言ったこと。




　──おれの家にも、この本、あるよ。おれがいちばんさいしょによんだ本だって、父さんが言ってた。




　北ほく斗との言葉に、春はるが嬉しそうに、




　──わぁ、ほくちゃんとわたし、おんなじだねぇ。




　と、だるまの表紙の絵本を抱きしめて言ったこと。

　可か愛わいい声で、童謡の『はるがきた』を口ずさんでいて、




　──春がくると、うたいたくなっちゃうの。お母さんは、わたしがおなかのなかにいたときから、このおうたをうたってくれたの。春がきたよ～って。




　そう教えてくれたこと。




　──おれも、春が来ると、なんかこのうたが頭の中にながれてくるんだ。おれもお母さんのおなかの中で、このうたをきいていたのかも。




　──ほくちゃんのお母さんも、はるがきたを、うたってくれるの？




　──おれのいえは、お母さんはいないんだ。おれが小さいころに、リコンしたんだって。でも、頭のなかに、女のひとがうたっている声がのこっているから、きっとお母さんの声だと思う。




　北斗がそう言うと、春もちょっとしんみりして、




　──わたしのおうちは、お父さんがいないの。




　と打ち明けた。

　そうして、目をふわりとさせてもじもじと、




　──また、ほくちゃんといっしょだね。




　と言った。

　あのときもまた、北斗の胸はいっぱいになった。

　北斗の家には、お母さんがいない。

　春はるの家には、お父さんがいない。

　自分たちは、いろんなことが似ている。

〝同じ〟ことは、他にもあった。

　たとえば、病気のときに作ってもらう、すりおろした林りん檎ごとさつまいもを混ぜたものが好きで、それは子供のころに食べた離乳食だったり。




　──お母さんは、赤ちゃんのごはんよ、ってわらうけど、わたしは好き。




　──おれもおれも。




　昔、住んでいた場所も同じで、




　──わたしは、赤ちゃんのころ、静岡にいたんだって。それから、奈良におひっこしして、そのあとまたおひっこしして、ここにきたの。




　──え、おれも四さいまで静岡にいたんだ、すげー。




　それから生まれた日も。




　──わたしのおたんじょうびは、四月十七日なの。春の夜にうまれたから、春ってつけたんだって。




　──おれの誕生日も同じ日だ。おれが生まれたとき、空に北斗七星がのぼってたからって、父さんが言ってた。




　──ええええっ、わたし、ほくちゃんと同じ日に生まれたんだ。すごい、すごーい。




　春はとても喜んで、北ほく斗との両手をとって、にこにこしながら、すごい、すごい、と何度も言った。

　北斗もいっしょになって、ぴょんぴょん跳ねた。




　──ああ、すごい！




　仲良しの特別な女の子と誕生日がいっしょだなんて、とんでもない奇跡のようで、あのとき北ほく斗とと春はるをとりまく世界は、星空のようにきらきらと輝き渡っていた。

　そしてまたある日、北斗が児童館へ行くと、春がもじもじしながら近づいてきた。頰ほおが紅潮していて、大きな瞳に隠しきれない喜びをたたえていて、




　──あのね、あのね、ほくちゃん……わたし、すごいものを見つけちゃった。




　そんなふうに言って、子供向けの図鑑のページを開いて、北斗に見せてきた。

　星空の写真や、星座の絵が描いてあって、北斗七星の写真もあった。




　──ほら、ここ。




　春が指さした場所には北斗と春、二人の名前が書いてあった。




『季節によってのぼる位置を変える北斗七星は、春は北の空にくっきりと浮かび上がります』




　過去に見た幼い春の笑顔や、一生懸命さが伝わってくるような可か愛わいい声や、きらきら光る瞳を思い出している北斗の頭上で、人工の星が白くきらめき、澄んだ声が流れてゆく。





[image: ]






　北斗七星の別名は、ひしゃく星。また別の土地では、船の形に見えるところから、船星とも言われている……。

　そして、春の夜、北の空に上がる北斗七星は──。




『春の北斗七星は〝春北斗〟と呼ばれ、春の季語にもなっています』




　──ここ、みて、ほくちゃん。




　真っ白な指がしめす場所にあった〝春北斗〟の文字を、幼い北ほく斗とも目をまんまるに見開いて見つめた。




　──春北斗、おれと、春はるの名前だ。




　──ね、わたしとほくちゃんのなまえが、つながってるの。すごいでしょう？




　春が、それは嬉しそうに満開の笑顔になるのを、北斗もわくわくして見ていた。

　自分もまた、あふれんばかりの笑顔で。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




「北斗くん、具合が悪いの？」

　隣で理知的な声がして、北斗は自分が両手で耳をふさいでうなだれていることに気づいた。

「……なんでもない。ごめん」

　掠かすれた声で答えたけれど、頭の中に、無邪気にはしゃぐ自分と春の姿が繰り返し浮かんで、息が止まりそうだった。

　誕生日が同じことも、二人の名前を合わせると、ひとつの言葉になることも、とてつもなく素晴らしいことに感じていた、あの幼い日。

　それは全部、呪いだったのに。




「やっぱり具合が悪そうよ。とても苦しそう」

「平気だから」

　プラネタリウムの上映が終わったあとも、そんなやりとりをして、冴さ音お子こが心配だから家まで送るというのを断って、駅で別れた。

　電車の窓ガラスにぽつぽつと雨粒があたるのを、息苦しさと胸を切り裂いてゆく痛みをこらえながら見つめる。

　知らない高校生たちが、

「わー雨、降ってきちゃったね」

「夜中まで降らないって天気予報で言ってたのに」

　などと話しているのが、遠い世界のことのように感じて、声も人も、どんどん北ほく斗とから遠ざかってゆく。

　最寄りの駅に着くと、雨は本格的に降りはじめていた。

　駅前のコンビニでビニール傘を購入し、それをさして歩きはじめる。

　足が鉛のように重い。

　雨が傘にあたってはじける音が、大きく響く。

　北斗が、春はるから離れなければならないと決めた三月のあの日も、雨だった。




　──ほら……このくらいくっついたら、濡ぬれない、よ。




　北斗の腕の中にすっぽりおさまって、恥ずかしそうに幸せそうに、春が北斗を見上げていたあの日。

　教師に襲われて怖いめにあったのに、北斗とひとつの傘で並んで歩く春の声も表情も、とても安らかだった。

　まるで、そこが世界で一番安全な場所だと感じているように。




　けれどオレは……。




　春の体から甘い香りがただよってきて、胸のざわつきが止まらなかった。

　それまで、自分が春を守るのだとずっと思っていた。

　春はとても弱くて臆病で、悪いやつに目をつけられやすいから。

　春と自分のあいだにある秘密を知ってしまって、絶望の底に突き落とされたあとも、なおさら強く、春を守るのが自分の使命だと感じていた。




　なのに、あのとき……。




　冷たい雨に閉じ込められて、たまらなく甘い香りが鼻をくすぐって。

　真っ白なうなじや、そこにはりついたやわらかな細い髪や、折れそうに華きや奢しやな腕や腰も気になって。

　春は、こんなにいい匂いがしただろうか？

　こんなに女らしかっただろうか？

　いつのまに、こんなに大人っぽくなっていたのだろう？

　こんな悩ましい目つきをするようになったのだろう？

　こんな甘い吐息をもらすようになったのだろう？

　どうしようもなく、もやもやした想いにとらわれてしまって──。




　オレは、春はるにだけは、そんなことを考えたらいけないのに！




　甘い香りや、不ふ埒らちな妄想から逃れるように、春から離れていって。

　なのに春は、甘い声で、濡ぬれちゃうよ、と言って近づいてきて。

　北ほく斗との心に渦うず巻く不浄なものも知らずに、安心しきった顔で、北斗のごつごつした硬い手に、やわらかな小さな手を重ねて、




　──守ってくれて……ありがとう、ほくちゃん。




　幸せそうにささやいた。

　あのとき、春の手のひらから北斗の体に、電流が駆け抜けたようだった。それは北斗の全身を甘く貫き、北斗の理性を一瞬にして奪った。

　頭が沸騰したように熱くなり、甘い香りがはじけて、左手に傘を持ったまま、右手で春の細い体を抱き寄せていた。

　鼻の中が甘い香りでいっぱいになって、それでも、もっともっとその香りを吸い込みたくて──これくらいでは全然足りなくて、春のうなじに顔をうずめて、華きや奢しやな腰をいっそう強く自分のほうへ引き寄せて。

　甘い。

　苦しい。

　はじけそうだ。

　甘い。

　甘い。

　甘い。




　──ほくちゃん……苦しい、よ。




　北斗があんまり強く抱き寄せたせいだろう。安らかだった春が、ほんの少し泣きそうな声でそう訴えた。

　それが北ほく斗とを平静に引き戻して、慌てて顔をあげた。

　春はるは頰ほおを真っ赤に染めて、口を小さくあけ、目をうるませて北斗を見上げていて。

　その表情にまたくらりとして、春を抱きつぶしてしまいたいような衝動が込み上げてきて、そのことに自分を刺し殺したいほどの罪悪感を覚えた。

　なにをしているんだ、オレは！

　これじゃあ、春を汚そうとした川かわ添ぞえと同じじゃないか！

　自分が春を守る。

　絶対、春を傷つけたりしない。

　そう決めていたのに、このとき、自分の中にある醜い欲望に気づいてしまった！




　オレは、春とは決して結ばれないのに──。




　それでも、かまわない。

　か弱い春を、小さな春を、大事な春を、オレが守らなければいけない。

　なのに、春を傷つけようとした。

　堤防が決壊し、濁流に押し流されるように、細い体をただただ衝動のままに抱きしめた。

　春が北斗に声をかけなかったら、もっとひどいことをしていただろう。




　──ごめん……。安心して……。




　目をそらして苦しい言い訳をする北斗に、春は頰を染めたまま、おだやかな表情で、




　──ううん……今日は、本当にありがとう。




　そう言って、それから恥ずかしそうに微笑んで、




　──それにね……ほくちゃんなら、いいんだ。




　ないしょの話をするような、小さな、小さな、声で、そうささやいた。

　それで北斗はいっそう、罪悪感と絶望でいっぱいになって、自分を殺したくなった。




　それが、春から離れなければならないと決めたきっかけだった。




　冴さ音お子こは北斗が、とても哀しそうだったと言い、はりつけにされた聖人のようだったと言ったけれど、違う。

　あの日と同じ雨の中を、一人でビニール傘をさしてのろのろと歩きながら、北ほく斗とは罪を告白する罪人のようにつぶやいた。




「オレは……聖人なんかじゃない」




　北斗の心の中で荒れ狂う濁りきった感情を反映したかのように、傘にあたる雨音が強さを増してゆく。

　制服のズボンの裾すそはずぶ濡ぬれで、足にはりついて気持ちが悪い。

　春はるは、雨に遭わずに帰れたのだろうか……と思ったとき。

　通りのビルの軒先で、しょんぼりしている小さな女の子を見つけて、北斗は息を止めた。




　春……。




　向こうも、北斗に気づいた。

　薄い肩をぴくりと揺らし、一瞬動揺し、それからもじもじして、うるんだ目をして、唇を小さく動かして、つぶやいた。




「……ほくちゃん」




　雨音が、北斗の耳に突き刺さる。

　この場所と、他の場所を遮断し、遠ざけてゆく。

　春と北斗、二人以外のすべてを──。

　春が眉まゆをきゅーっと八の字にして、言い訳するようにぽそぽそと言う。




「あのね……遥よう平へいくんの部活ね……見に行ったの……。バレー部でね……遥平くん、レギュラーで……ボール、ばんばん打って……女の子の声援が、すごかった……」




「それでね……あの子が、遥平くんの今カノなんだって……わたし、注目されて……恥ずかしかった……」




「遥平くんが……練習終わるまで、あとちょっと待ってて……って言いにきてくれて……でも……わたし、やっぱり一人で……先に帰っちゃったの……」




「そしたら……雨が、降ってきて……」




　語っては黙り、また語り、また目を伏せ、口をつぐみ、うつむく。

　眉まゆをきゅーっと八の字にしたまま、大きなうるんだ瞳で北ほく斗とを見つめて、その目を哀しそうに伏せて。

　また見上げて。

　また伏せて。




「……前に、ほくちゃんと雨の日に、いっしょに帰ったときのこと……思い出してた」




　北斗の心臓が、ドキン！　と音を立てる。

　春はるが、ぽつりとつぶやく。




「……ほくちゃんが、川かわ添ぞえ先生から……わたしを、守ってくれたときの……」




　また、心臓が大きく跳ねる。

　同時に、強くしめつけられる。




「……ほくちゃん、あのとき……わたしのこと、ぎゅっとしてくれたよね」




　醜い欲望から、衝動的に春を抱き寄せてしまったあの日。

　自分は春に対して聖人ではいられないのだという絶望で、息ができなかった。




「わたし……ぜんぜん、いやじゃなかったし、嬉しかった……よ」




　うるんだ瞳が、立ちつくす北斗を一いち途ずに見上げている。

　あの日以来、北斗が自分に対してよそよそしくなったことを春も感じていて、ずっと気にしていたのだろう。

　北斗のあの行動は、春にとってまったく問題はなかったと、雨音にかき消されそうな小さな声で、儚はかない声で、一生懸命に訴える。

　そのたび北斗の口の中に、苦い唾がたまっていって、胸が捻ねじれ、抉えぐられる。

　知らないのだ、春は。

　自分たちを結びつける、呪いを。

　だから、安心しきった顔で北斗に身を寄せてくることができる。無防備に手を重ねて、ほんわり笑える。もし春はるも知ってしまったら、あんなふうに笑えなくなる。

　言ってしまおうか？　春に。

　自分たちが決して結ばれてはいけない理由を。

　何故北ほく斗とが、春から離れなければならなかったかを。

　そうすればきっと春ももう、こんなふうに北斗の機嫌をうかがって、哀しそうな顔をしたりしない。

　言ってしまえ。

　楽になってしまえ。




「春……」




　十字架を背負って丘をのぼってゆく罪人のように、春のほうへ緩慢な足運びで近づいていって、こわばる唇を動かす。

　春が息をのんで、沈黙する。




「オレは……」




　おまえの……。

　春の笑顔と泣き顔が、北斗の頭の中で交差し、泣き顔のほうがどんどん大きくなってゆく。　春の姿も高校生から、小学生の女の子に変わり、細かな雨の降る中、児童館の裏庭の茂みのあいだで、膝に顔を埋うずめて泣いている姿が浮かんで──。

　もう自分がなにをしたいのか、どうすべきなのか、春にとって最善なことはなんなのかわからず、北斗はぎゅっと口を閉じた。

　春がなにか言いたげに、瞳を揺らす。

　北斗は春のほうへ、無言でビニール傘を差し出した。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




「あれ、佐さ伯えきさん、一人？　今日は彼氏と放課後デートだったんじゃ」

「そちらこそ、彼女の姿が見えないようだけど」

　学校の近くの裏通りで、傘を差した遥よう平へいは冴さ音お子ことばったり出くわした。

　冴音子は木の下で雨宿りをしているようで、いまいましそうに雨を睨にらんでいた。それはなにかに挑んでいるような雄々しい横顔で、遠くからでもすぐに冴音子だとわかるほど、存在感を放っていた。

　なので遥よう平へいは横道にそれて、冴さ音お子こと顔を合わせないこともできたのけれど、そうせずに自分から話しかけにいった。

　冴音子の口から遥平に向かって吐き出されるのは、ひんやりした言葉や、嫌味ばかりだというのに、おかしなことに冴音子と話すのが遥平は嫌いではなく、オレってマゾっ気あんのかなぁ、などと自嘲する。

　バレー部の練習を見に来た春はるの話では、冴音子は北ほく斗とと腕を組んで下校したということだった。今日はデートなのだと言って。

　春は飼い主においてゆかれた子犬のように、わかりやすくしょんぼりしていて、




　──部活が終わったら、ドーナッツでも食いに行こうぜ。はるるの話、いっぱい聞いてやるから。




　遥平が笑顔で告げると、春はしゅんとしたまま、




　──……うん。




　と、つぶやいた。

　新学年のはじまりとともにつきあいはじめた春は、遥平といるとき、たいていそんなふうに肩を落とし、眉まゆを下げて、哀しそうな顔をしていた。

　自慢ではないが、女の子を楽しませるのは慣れている。

　それに遥平が頑張らなくても、たいがいの女の子は、遥平に気に入られたくて笑顔の大盤振る舞いで、普段より高い声でおしゃべりになった。

　なのに春ときたら、遥平がどれだけ笑わそうとしても、楽しませようとしても、眉を下げっぱなしで、視線も下へ向けて、しゅんとしている。

　その様子は、耳をぺったり落とした小動物のようで、警戒心の強さも動物並みだった。遥平がちょっと近づいただけでぴくっとして、身を引き、遥平の手がふれない範囲まで、つーっと離れてゆく。




　──えーっと、オレたち、つきあってんだよね？




　弱ってしまった遥平が、そう訊いたとたん、びくっとし、あからさまに警戒している様子でまた遠のき、そこからこわごわと、




　──そ、そういう……おつきあい、するなら、つきあうの……やめる。




　などと言ったりする。




　──それって、手をつなぐのもＮＧ？




　──ダメ。




　──並んで歩くのは？




　──……離れて歩くなら……。




　──離れてって、これくらい？




　隣に並んで、気さくに尋ねると、そこからさらに、つつつ……と離れていって、




　──こ、これくらい。




　と言ったり、




　──えええっ、ソーシャルディスタンス、広すぎ！　もうちょっと譲歩して！　お願いっ！




　と両手を合わせて頼んでも、




　──だ、ダメ。




　と、ふるふると首を横に振る。

　視線もめったに合わせてこないし。口も閉じたままだ。

　そのくせ、幼なじみの景かげ山やま北ほく斗とに対しては、距離がないに等しいほどに近い。うるんだ瞳でじっと見上げたり、北斗の服をきゅっと握ったり。息がかかりそうな距離から話しかけたり。

　そんな春はるを見て、たまんないなぁ……と、遥よう平へいは胸を震わせていた。




　この子は、幼なじみくんのことが好きでしかたないんだな。

　いいなぁ。

　たまんないなぁ……。




　けれど北ほく斗とのほうは、どういうわけだか春はると距離を置こうとしている。

　年上の彼女ができたから？

　いやいや、相手が佐さ伯えきさんだというだけで、ブラフ確定だ。

　だいたい化学室ではじめて春を紹介されたときも、北斗は〝彼女〟が隣にいるのに、春のことばかり気にしていた。冷たく振る舞っていても丸わかりで、どう見ても両想いで。

　なのに、つきあっていない。

　春も北斗もいっしょにいても楽しそうではなく、哀しそうな顔をしている。

　それは一体何故なのか？

　二人に対する遥よう平へいの興味は、高まるいっぽうで。

　だから、ここで冴さ音お子こにばったり会ったのは、遥平にとってラッキーだった。

「実はオレ、つきあいはじめた彼女がなかなか心を開いてくれなくて、弱ってるんだ。化学室の美少女さんに、相談に乗ってほしいんだけど」

　肩をすくめて盛大にため息をついてみせながら、傘を差し出すと、冴音子は柄をすっと握って、

「ありがとう。お借りするわ」

　と言って、そのまま遥平の手から傘を受けとり、雨の道をさっさと歩き出した。

　慌てて追いかける。

「ちょっと待った！　オレは一人で濡ぬれて帰れって？」

「バカは風邪をひかないそうだから、きみなら平気でしょう。それとも、この雨の中、か弱い女性を、雨にうたせながら帰すつもり？　紳士じゃないわね」

「いっしょに帰ればいいだろう。てか普通、傘を差し出すのって、そういう意味じゃね？」

　冴音子が嫌そうに顔をしかめる。

「わたしに、きみと相合い傘をしろと？　清純なわたしが、妊娠していると噂うわさが立ったらどうしてくれるの？」

「絶対、そんな噂は立たないから！　てか、前からだけど、佐伯さんのオレに対するイメージってひどすぎね？　オレは彼女がいるときは、他の女の子には手は出さないし、口説いたりもしない」

「きみは存在そのものが邪悪で女の敵なのよ」

　真顔で言い切る冴音子の手から傘を奪い返し、隣に並んで歩きはじめる。冴音子は不満そうだが、濡れて帰るのは嫌なようで、出てはいかない。

「佐伯さんさ、オレへの評価がそんなにクソミソなのに、なんで、はるるをオレに紹介したんだ？　って、これあのときも訊いたっけ。実際どうなの？　佐伯さん、変わり者だけど、女の子をいじめたりする人じゃないからさ」

　むしろ遥よう平へい以外の人たちには優しいし、特に恋に悩む少年少女に対しては、ゆきすぎなほどお節介だ。

　ただ、その優しさも世話の焼きっぷりもずいぶんと独特で、理解しがたいときがあるけれど。

「そうね……わたしは、きみに期待したのよ、相あい羽ばくん」

「期待？」

　問い返す遥平に、整った横顔を向けたまま、変わり者の上級生が告げる。

「ええ。きみごときに期待するだなんて、不本意ではあるけれど……女の子をときめかせたり、ぽーっとさせたりすることに、きみがたけているのは確かだから。それが無意識でも、意識的にでも、どちらでもね。相羽遥平は天性の女たらしよ」

「……褒ほめられてる気がしないんだけど」

　けれど冴さ音お子こは大真面目で、続けた。

「そういうきみならば、幼なじみの男の子しか見えていない女の子をときめかせて、この広い世界には、彼以外にも魅力的な男性が大勢いて、恋のチャンスは無限大にあることを気づかせることができるんじゃないかしらって」

「佐さ伯えきさんは……はるるをオレに恋させたいのか？」

　あんまり意外で、目を見張ってしまう。

「そうね。一度でも、一瞬でも、北ほく斗とくん以外の異性に心惹ひかれる経験をしたら、三みツつ泉いずみさんの世界は開けるわ……。今はまだ三ツ泉さんの世界には、幼なじみの男の子しか存在していないけれど……。彼のほうもね……閉鎖された狭い世界の中に、幼なじみの女の子しかいない」

　本当に驚いた。

　冴音子は、三ツ泉春はるが遥平に恋することを、本気で望んでいる。

　遥平が知っている冴音子は、これまでそのお節介っぷりを、悩める少年少女を結びあわせることにそそいできた。

　だから今度も冴音子は、どう見ても両想いな景かげ山やま北斗と三ツ泉春をくっつけたいのだと思っていた。

　またオレは当て馬かと。

　まぁ、オレはオレで楽しませてもらうから、それもいいかと。

　けれど今回ばかりは、遥平の予想は違っていた。




　佐伯さんは、景山とはるるを、引き離そうとしている？




　あれほど強く結ばれていて、お互いが相手のことしか見ていない二人を、くっつけるのではなく、別れさせようするのは、何故なのか？

　冴音子の表情は普段と変わらず知的で冷静だったけれど、ほんの少し翳かげりがあるようにも感じられた。

「要するに、何度フラレても、元カノを増やし続けるきみのゴキブリのような不屈のチャレンジ精神を、三みツつ泉いずみさんに見習わせたいということよ」

　とシビアに嫌味を投入してくるのは相変わらずだったけれど。

「まぁ……じゃあ、よくわかんないけど、頑張ってみるか……」

　オレ以外の相手を想っている女の子に惹ひかれてしまうのは、いつものことだし。そんな一いち途ずな子が、オレにかたむくなんて奇跡が一度くらい起きたっていい。

「けど、はるるはオレがなんとかするとして、景かげ山やまのほうは、佐さ伯えきさん、彼女力が全然足りてないから、景山をくらっとさせたいなら、相当気合い入れないとダメダメだと思うぞ」

　そう指摘すると、傘の下で冴さ音お子こは目の下を少し赤くして唇を尖とがらせるという、彼女にしては非常に珍しい表情を見せた。

「しかたないでしょう。きみと違って、はじめての彼氏なんだから」




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　雨は降り止みそうになかった。

　北ほく斗とが差し出したビニールの傘に大粒の雨があたって、はじけ散る。

　春はるが眉まゆを八の字にしたまま北斗を見上げていて、傘を受け取ろうとしないので、北斗は傘の柄を春の肩の上にそっと置いた。

「！」

　春がびっくりして肩を上げる。

　落ちてゆく傘を春が慌ててつかむあいだに、北斗は背中を向けて走り去った。
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三章







　翌日、一時間目が終わり、休み時間に北ほく斗との教室を訪れた冴さ音お子こは、北斗の顔を見るなり、ひんやりした手を、北斗の額にあてた。

「……熱があるわ。昨日はまっすぐ家に帰って休んだんじゃなかったの？」

　顔をのぞき込んでくる。

　しっとりした黒い瞳が、北斗の目とくっつきそうなほど近づいて、周りのクラスメイトたちが息をのむのがわかった。

「途中で雨に降られて……傘を持ってなかったから。でも、大したことない。さえ──冴音子さんは、雨、大丈夫だったのか」

「ええ。不愉快な言葉も聞いたけれど、許容範囲よ」

「って、意味がよく……」

「気にしないで。それより保健室に行かなくても平気？　わたしが彼女として付き添って枕もとで看病をするわ」

「いや……生徒は、授業中に付き添ったり看病したりできないから」

　冴音子の距離が近いので、さりげなく顔を引くが、冴音子がそのたび距離をつめてくる。艶つややかな黒髪が、さらり、さらりと揺れて、周りから溜息がもれたりする。




　今日の佐さ伯えきさん……ぐいぐいくるな……。




　家で体温計ではかったときは、大したことのない熱だと思っていたけれど、少しぼーっとする。

「わたしは化学室の美少女だけど、美化委員でもあるわ。保健委員も美化委員も似たようなものよ」

　冴音子が北斗の手をとって、保健室へ連れて行こうとする。

　そこへ春はるが現れた。

　ビニール傘を胸の前でぎゅっと持っていて、眉まゆを八の字にして泣きそうな顔で近づいてくると、冴音子と北斗のあいだに割り込むように、傘を突き出した。

「こ、この傘……ありがとう。わたしのせいで、ほくちゃんが熱を出しちゃって……ごめんなさい」

　声も表情も、おずおずおどおどしていたけれど、冴音子に対して、ほくちゃんはわたしのせいで熱を出したんです、と主張しているのが感じられて、北斗は驚いたし、混乱した。

　あのおとなしい春はるが！

　冴さ音お子こは北ほく斗との代わりに横から、ビニール傘を奪い、

「あらあら」

　と、わざとらしく声を上げた。

「北斗くんは優しいから、たまたま偶然、顔見知りの女の子に出くわして、傘を貸してあげたのね。でも、相合い傘でいっしょに帰ったのではなくて良かったわ。それは彼女の特権ですもの」

　春が「……っ」と息をのむ。

　眉まゆが八の字になっていって、傷ついた顔をしている。

　それでも、両手できゅっとこぶしを握って、

「ほくちゃんが熱を出したのは……わたしのせい、だから……わたしが、保健室に……付き添う……」

　などと言い出す。

　そんな春に、冴音子がまたグサリとくるような言葉をぶつける前に、北斗は春から素っ気なく顔をそむけて言った。

「……熱はもう本当に平気だから。それより冴音子さん。その包み……なに？」

　冴音子が手に持っている桜の花をあしらった風呂敷包みを見おろして、尋ねる。

　冴音子はよく和菓子を持ってきて試食をすすめてくるので、きっとそれだろう。

　予想通り、桜の花の風呂敷を冴音子が優雅な手つきでほどくと、透明なプラスチックの容器が現れた。蓋があざやかなピンクで、たとえプラスチック容器でも手を抜かない冴音子のこだわりを感じる。その蓋を開けると、桜の花びらの形をした生菓子が現れた。

　淡いピンク色で、ふっくらと厚みがあり、表面はつるっとしている。

　花びらのあいだに、白とパステルグリーンの金平糖が散っているのが、桜の葉のようだ。

　ほのぼのとした絵のような光景に、横目で見ていた春の表情までも、ふんわりほころんだ。

「すごいな……これも、和菓子なんだ」

　北斗も感心してつぶやく。

　周りからも、綺き麗れい……可か愛わいい……という声が上がる。

　冴音子が満足そうに、

「すあまで作ってみたのよ。中は桜の香りの白しろ餡あんにしようか迷ったのだけど、思いきり苦みをきかせた抹茶にしてみたわ。そうすると、齧かじったときに、桜のピンクと抹茶の緑のコントラストの爽さわやかさに溜息がこぼれるから」

　と解説する。

　小さな楊よう枝じを、北斗だけではなく周りで見ていた北斗のクラスメイトたちにも配り、

「どうぞめしあがれ。少し時季外れのお花見だけれど、今年は春が遅かったし、教室でお花を愛めでるのもいいんじゃないかしら」

　と、勧める。

　女子が嬉しそうに楊よう枝じを花びらに刺して口へ運び、

「美お味いしい」

「すごく上品な甘さ」

「桜の香りが素敵」

「この緑とピンクの組み合わせも可か愛わいい」

　と褒ほめ、男子も、

「うまー」

「うんうん、イケる」

　と言いあう。

　微妙だった教室の空気がすっかり明るくなる。けれど、そんな中でも春はるだけは、眉まゆをきゅーっと八の字にしたまま、居心地が悪そうに視線を泳がせている。




　実は、春はすあまが好きだ。




　あれは北ほく斗とと春が出会った翌年の、ひなまつりのことで、児童館の近所の和菓子屋から、ひしもちの差し入れがあった。

　すあまで作られたひしもちは、ピンクと白と緑の三段重ねで、春は北斗の背中から小さな顔をちょこんと出して、




　──ほくちゃん、おもち、かわいいね。




　と、ささやいていた。




　──わたしのおうちのひなまつりは、おさとうのおひなさまがのった、いちごのケーキだったの。でも、絵本ではおもちだったから、たべてみたかったの。




　そんなふうに北斗にだけ小声で伝えて、目をわくわくと輝かせて。




　──わたし、ピンクのおもちがいいなぁ。




　と、ほんわりした声で言った。

　児童館の先生がひしもちを配りはじめ、女の子たちはみんなピンクをほしがった。

　ピンクはどんどん減っていって、最初はほわほわと見ていた春はるの眉まゆが心配そうに下がっていって……。きっと、わたしもピンクがいいだなんて、春は自分から言い出せないから。




　──先生、おれ、ピンク！




　と北ほく斗とは声を張り上げた。

　北斗の背中越しに様子をうかがっていた春が、びっくりして目を丸くする。

　男のくせにピンクだなんて、と他の子たちに笑われて、




　──おれの勝手だろう！




　と反論して。

　先生が他の子たちをなだめて、北斗にピンクのひしもちを渡してくれた。

　そうして春には緑のひしもちを渡して、




　──仲良く食べてね。




　と、優しく目を細めた。

　北斗がなぜピンクのひしもちが欲しいと声を上げたのか、きっと先生にはわかっていたのだろう。

　北斗が、




　──やっぱりおれ、緑がいい。春、交換して。




　とピンクのひしもちを差し出すと、春は、頰ほおと唇をゆっくりとほころばせて、




　──うん、ありがとう、ほくちゃん。




　と笑った。

　そうして交換した緑のひしもちと、ピンクのひしもちを、仲良く齧かじった。




　──おいしいね、おいしいね、ほくちゃん。




　ピンクのひしもちを両手で大切そうに持って、ちょっとずつ食べながら、春はずっとにこにこしていた。

　それを見ながら緑のひしもちを食べる北ほく斗との胸も口も、やっぱり甘くて、満足感でいっぱいだった。

　それから春はるは毎年ひなまつりになると、すあまのひしもちを持ってくるようになった。北斗に緑のひしもちを渡して、自分はピンクのひしもちを美お味いしそうに食べる。

　白いひしもちは、半分こにする。

　とても美味しそうに、幸せそうに、むぐむぐと食べていて、北斗が、




　──春は本当に、すあま、好きだな。




　と言うと、




　──えへへ。そうだね、大好き。




　と笑っていた。

　『大好き』

　と口にするとき、とろけそうな目で北斗を見つめて。

　高校生になった今でも、和菓子屋の前を通ると、




　──すあま、あるかなぁ。




　と気にしていたので、冴さ音お子こが持って来た見た目も色も可か愛わいいらしいすあまに、関心がないはずがなかった。

　春の好物がピンクのすあまだと、冴音子は知っていたのだろうか？

　だとしたら少々意地が悪い。

　いや、きっとたまたまだろう。ちょうど桜のシーズンだし。

　どちらにしても、春が冴音子のすあまを気にしているのは確実で、けれど、自分も食べてみたくても言い出せないのも、わかった。

　冴音子は一度だけ、ちらっと春のほうを見たけれど、春がぱっと顔をそむけてしまったので、冴音子も別のほうを向いてしまった。

「はい、北斗くんもどうぞ」

　と冴音子が自ら楊よう枝じに刺したはなびらのすあまを、北斗にすすめてくれる。

「……ありがとう」

　と受けとったものの、春の前で口にするのははばかられて……かといって、春に代わりに食べてほしいと渡すわけにもいかない。

　春はるは眉まゆを八の字にしたまま、北ほく斗とのすあまをじっと見ている。

　春がすあまを好きなことを冴さ音お子こに伝えて、わけてもらおうか……いいや、春に対して冷たく振る舞うと決めたはずだ。それに、北斗の口からそんなことを言われたら、春はいたたまれないのではないか。

「どうしたの？　北斗くん。すあまは苦手だった？」

　北斗が楊よう枝じを持ったまま難しい顔をしているので、冴音子が声をかけてくる。

　やっぱり少し具合が悪いみたいだから、あとで食べると言いかけたとき、冴音子が春のほうを見た。

「三みツつ泉いずみさんも、よかったら試食してみて。自信作なのよ」

　春がぴくっとする。

　北斗の口からも言葉がこぼれた。

「……春はすあまが好きなんだ。冴音子さんの和菓子はうまいから、春も食べてみろよ」

　春のほうを見ないようにして、なるべく淡たん々たんと、素っ気なく。

　それでも、チラリと盗み見た春がほんわりした表情を浮かべているのを見て、優しい気持ちになりかけて、胸がズキリとした。

「あ、ありがとうござい……ます」

　春が恥ずかしそうに、おずおずと、冴音子の手から楊枝に刺したピンクの花びらを受けとる。

　小さな口で花びらの端に嚙かみついて、むぐとあごを動かしていたが、美お味いしかったようで、目がなごんでゆく。

　どうして、いつも春だけが自分をこんなに優しい気持ちにさせるのだろう。そのことに息が止まりそうな苦しさを感じて、やわらかに澄んだ気持ちが、どろどろに濁ってゆくのを感じて、ますます息苦しくなっていると──。

　春がすあまを食べる様子を知的な眼差しで見守っていた冴音子が、低い声で告げた。




「三ツ泉さんが今、飲み込んだそれはね、特別製なの」




　春が、え？　と冴音子を見上げる。

　冴音子は真顔のまま、続けた。

「その花びらには、胸に秘めたものを洗いざらい語らずにいられなくなる薬が入っているわ」

　春の顔が赤くなり、それから白くなり、みるみる青ざめてゆく。

　肩が震え出して、まさか本当にヤバイ薬が入っていたのではと、北斗も顔をこわばらせて。

「なんて……ね。噓よ」

　冴音子が大人っぽく微笑む。

　春はるの顔がくしゃっとゆがみ、目がうるんで今にも泣き出しそうになり、

「ご、ごちそうさま……でした」

　と言って、逃げるように教室から出ていってしまった。

「……」

　冴さ音お子こが目を見張る。

　北ほく斗とも、春の反応は過剰すぎるような気がして、春が去ったほうを心配して見ていると、なにか考え込むような表情を浮かべていた冴音子が、冷たい声で言った。

「……ごめんなさい、北斗くん。わたし、三みツつ泉いずみさんに意地悪をするわ」




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　微熱は帰宅してからも続いていた。

　一人でうどんをゆでて、卵や鶏肉や、白菜などを適当に入れて、静かなリビングで夕食をすませたころ、冴音子から携帯にメッセージが届いた。

『茶話会のお知らせ』

　と、あり、日曜日の午後から茶道部の部室を借りて茶話会をするので、ぜひご参加くださいと続いていた。

　参加者は、冴音子と北斗、遥よう平へいと春の四人だという。

「……日曜って、あさってじゃないか」

　しかも、参加者が相あい羽ばと春だなんて。

　佐さ伯えきさんは、なにを企んでいるんだ……。

　春に意地悪をすると予告していたのは、どういうことなのか？　北斗が訊いても教えてくれず、『準備があるから、あとで連絡するわ』と言って、自分の教室に戻ってしまった。

　花びらのすあまを口にしたとき見せた、春の不審な態度も気になる。




　春は、なにか隠していることがあるんだろうか……。




　だから『胸に秘めたものを、洗いざらい語らずにいられなくなる』という冴音子の噓に、あれほど過剰に反応したのだろうか。




　でも、オレも春に隠しごとをしている……。




　春との永遠に変わらない、呪いのような繫つながりを知ってしまったあの日からずっと、春に秘密を持ったまま、近くに居続けた。

　そんな浅はかな選択の結果、今またもうひとつ、春はるに秘密を持った。

　春を汚したくてたまらないという。

　どちらも春には絶対に言えない。

　重苦しい気持ちで食器を洗っていたら、父親が帰ってきた。

「牛丼を買ってきたんだが、夕飯はすませたのか」

「それは明日食べるよ。父さんも、病院で麻ま由ゆ子こさんと食べてきたんだろう」

「すまないな」

「かまわないよ。麻由子さん、もうじき出産なんだから、なるべく様子を見に行ってあげないと」

　麻由子さんは、父の再婚相手だ。

　父の元部下で、十歳も年下の明るく気持ちのよい女性だ。じきに北ほく斗とにとって母親違いの弟か妹が生まれてくる。

　そのことに対して、特別な感慨はない。

　麻由子さんはいい人で、父は運がよいと思うけれど、家族として仲良くしてゆこうという気負いも、拒否感もない。自分はそういう方面の感情が薄いのかもしれない。

　父にとっては妻だけど、自分にとってはあくまで『父の奥さん』で、他人なのだと思う。

「北斗は、気遣いのできるいい男に育ったなぁ」

　ネクタイをはずしながら、父がしみじみとつぶやくのに、北斗は、

「どうだろう」

　と曖昧に笑って、自分の部屋に引っ込んだ。

　幸せの最中にいる父は、数年前の出来事を、とうに忘れているのだろう……。

　同じ中学に進学した北斗と春は、同じ日に十四歳になった。

　これからもずっと同じ日に誕生日を祝うのだと、なんの不安も疑問もなく約束していたあのころ……。

　北斗に対して一度も声を荒げたことのない父親が、ある日、顔をひどくこわばらせ、険しい口調で言った。




　──今日、家にいたあの子は、おまえの彼女か？　名前はなんて言うんだ？　歳は？　いつからつきあってるんだ？　彼女の家の人は、おまえたちのことを知っているのか？




　充血した目で、まばたきもせずに北斗を睨にらみすえ、春のことを根掘り葉掘り尋ねた。




　──春の名前は三みツつ泉いずみ春で……オレと同じ二年生で……。




　北ほく斗とが春はるの名前を口にしたときの、父の愕がく然ぜんとした表情を、北斗はきっと永遠に忘れられない。

　人が、心底驚き、おののき、絶望している顔というものを、あのときはじめて現実で目の当たりにした。

　父親は目と口を大きく開いて硬直したあと、その顔をくしゃくしゃにし、そのあと思い切りゆがめて、目と眉まゆを鬼のようにつり上げ、




　──あの子とはつきあうな。おまえはまだ子供だ、女の子とつきあうなんて早すぎる。学業がおろそかになる。




　父のその理由は、いかにも噓っぽく聞こえた。

　北斗の成績を気にしたことなんて、これまで一度もなかったのに、いきなり女の子とつきあうよりも勉強をしろと言い出して、北斗の帰宅時間や、休日の外出にも、いちいちどこへ行くのか？　誰と会うのか？　何時に帰るのか？　と、うるさく尋ねるようになり、北斗が答えを濁すと、手をあげ、北斗を打ち据えた。




　──また、あの子と会ったのか！　もうあの子に近づくな！　話すな！　関わるな！




　と、わめき、そのあと苦しそうに、




　──おまえの、ためなんだ。わかってくれ。




　と、床に膝をついて哀願した。

　どんどん[image: ]せていって、目が落ちくぼみ、息づかいも荒く、異常だった。

　父が片付けをしなくなったので、部屋の中もどんどん荒れていって、夜、台所で一人で酒を飲んで、すすり泣く父を、北斗が見たのも、そのころだ。




　──……なんだってっ……こんなこと……。




　テーブルの上に写真が何枚かあり、それを見おろして、声を幾度もつまらせ涙をこぼしていた。




　──呪われてる……くそ……っ、くそっ。




　呪われている、というその言葉は北ほく斗との耳の奥で、その後も暗く、低く、とどろいた。

　あのとき、この世の終わりのように苦悩していた父は、今は若い妻の出産を控えて、幸せにあふれている。あのときのことを忘れてしまったわけではないだろうけれど、きっと思い出すこともないのだろう。

　北斗が春はると、ずっと会い続けていたことも、同じ高校に進学したことも、父は知らないのだろうから……。

　ドアをしめて一人になったとたん、疲れがどっと出て、熱が上がったような気がした。

　今日はもう、寝てしまおう。




　日曜日の茶話会……春がべそをかくようなことが起こらないといい……。




　そう思いながら、母親の胎内にいるように体を丸め、じっと目を閉じていた。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　当日、指定された時間よりも早めに校舎に辿たどり着き、茶道部の部室に向かって歩いていると、

「よっ、今日はよろしくな」

　遥よう平へいが後ろから走ってきて、明るく声をかけてきた。

　午前中は、バスケ部の練習試合に助っ人として参加していたそうで、

「このあと、顧問のセンセーのおごりで焼き肉食べ放題だったのに、佐さ伯えきさん、いきなり予定ぶっ込んでくるんだもんなー」

　と、ぼやいた。

　遥平とは、冴さ音お子こが春を紹介したときに化学室で顔を合わせたきりで、二人きりで話すのもこれがはじめてだ。なのに向こうは以前からの友人のように気さくに話している。

「てか北斗っち、カタくね？　緊張してる？」

　勝手におかしな呼びかたまでしてきて、悪びれる様子がまったくない。どこまでも晴れやかで明るい。

「……茶話会でなにをするのか、相あい羽ばは聞いてるか？」

　北斗のほうは距離を保ったまま、他人行儀に尋ねると、

「さぁ、佐伯さんは異世界人だから」

　と、あっさり答えた。

「まぁ、茶話会ってくらいだから、お茶点たてて、和菓子食べて、おしゃべりでもすんじゃね？　気楽に行こうぜ」

　冴音子が春に意地悪をすると予告していたことを、遥平に話しておくべきだろうか？

　でも、もし冴さ音お子こが本当に春はるを傷つける行為をしたとき、遥よう平へいは春を守ってくれるのだろうか？　そもそも遥平には、春を彼女として大事にする気持ちはあるのだろうか？

「……相あい羽ばは、春のことどう思ってる？」

「え、オレの彼女だと思ってるけど」

　北ほく斗とが拍子抜けするほど明快に断言したあと、

「まぁ、もうちょっと気を許してくれたらいいと思うけどさ。オレのほうは、はるるのこと好きだし、めちゃくちゃ可か愛わいいって思ってるから。はるるが幼なじみのほくちゃんを好きって気持ちの十分の一くらいでもオレのほうへ向けてくれたら、もっと可愛い顔を見られるんだろうなぁー」

　うっとりした顔で、そんなことを言った。

　冴音子のことを、遥平は異世界人だと言ったけれど、遥平も相当異世界人だと北斗は困惑した。でも、遥平なりに春のことを今カノとして尊重し、可愛いと思ってくれているようで、きっと北斗は喜ぶべきなのだろう。

　それでも胸がチクチクと痛むのは避けられなかった。

　茶道部の部室は、校舎の西棟の一階にあった。

「あれ、鍵がかかってる。佐さ伯えきさん、まだ来てねーのかな」

　遥平が引き戸を開けようとして、首をかしげる。

　そのとき、部屋の中からか細い声がした。




「やっ……っ、ダメ」




　春の声だ！




「ほら、動かないの。観念しなさい」




「いやっ」




　遥平が、おや？　という顔をする。

　北斗はもっと切実で、こぶしで引き戸を叩いて、

「佐伯さん！　なにしてるんだ！」

　と叫んだ。

「ほ、ほくちゃん……っ」

　助けを求める春の声が聞こえて、北斗がまた戸を叩いて、思わず、

「春！」

　と呼びかけたとき。

　引き戸がすっと横に開いた。

「ノックはもう少し静かにお願いできないかしら」

　冷静な声がして、冴さ音お子こが姿を見せる。

　北ほく斗とは目を丸くした。

　後ろで遥よう平へいが、

「へぇっ」

　と賞賛の声を上げる。

　中は畳を敷きつめた六畳ほどの和室で、冴音子はあでやかな振り袖姿で、さらさらした長い髪を横で結んで肩から清せい楚そに垂らしていた。

　もともと和風美人なので着物がよく似合っていて、美人度も女らしさも増し増しだ。

　それだけではなく、なんと春はるも、振り袖を着て帯を結び、恥ずかしそうに頰ほおを赤らめて、もじもじしている！
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　着物を着た春を見るのなんて小学生以来で、しとやかで初々しい雰囲気がとにかく可か愛わいくて、まるで春の野に咲く小さな花のようで、北斗はぼーっとしてしまって、それからハッとして視線をそらした。

「まったく、やっとおとなしくなったわね。三みツつ泉いずみさんが着つけの最中に、じたばたしなければ、もっとスムーズにお出迎えできたのよ」

　冴さ音お子こが愚痴り、春はるが小さな声で、

「だ……だって……いきなり脱がせるから……」

　と弁明する。

「制服を脱がなければ、着替えられないでしょう。そもそも『脱ぎなさい』と言ったのに、三みツつ泉いずみさんが脱がないから」

「だって……人前で……」

「女同士なのだから、かまわないでしょう。それともわたしが、三ツ泉さんのストリップ動画を撮って拡散するとでも？」

「うぅぅ」

　春が唸うなる。

　きっと春の目から見た冴音子は、そういう怪しい雰囲気だったのだろう。

　遥よう平へいが「まぁまぁ」と、二人のあいだに明るく割って入る。

「佐さ伯えきさん美人だし、はるるは可か愛わいいし、すっげーいい。やっぱ女の子の着物って、ぐっとくるよな。北ほく斗とっちもだろ？」

　遥平が同意を求めるように、北斗のほうを見て笑う。

　春がぴくりとしたのは、遥平が北斗っちなどと呼んだからだろう。

　北斗は春から視線をそらしたまま、

「冴音子さん、着付けもできたんだな。春も……着物着せてもらえて良かったな」

　と、具体的な感想を避けた。

　冴音子が得意気に、

「そうでしょう、素敵な着物美少女になったでしょう？　わたしばかり目立ってしまうのは、公正ではないから」

　と、うなずく。

　春に意地悪をすると予告していた冴音子が、春の分まで着物を用意してくれて可愛くしてくれたことに、北斗はホッとしていた。

　もじもじしている春の頰ほおも、嬉しそうにぽーっとしている。

　北斗たちも靴を脱ぎ、畳にあがる。

「で？　その格好で、佐伯さんがお茶でも点たててくれるの？　オレ、作法とかよく知らねーんだけど」

「お茶もいいけれど、せっかく着物美少女が二人そろったのだから、他にもっと楽しい遊びがあるでしょう？」

　冴音子が黒い瞳を意味ありげにつやめかせる。

　遥平が、おっ、と身を乗り出すと、冴音子は着物の柄のような意匠をこらした小箱を出してきて蓋を開けた。

「そう、着物といったら百人一首よ」




　百人一首？




　冴さ音お子こ以外の三人が、ぽかんとする。

　小箱の中身は、流麗な文字で和歌が印字された札だった。それを冴音子が品のある手つきで、畳に並べてゆく。

「休日に、わざわざ百人一首するために、オレたちを集めたわけ？」

「百人一首は、日本古来の優美で知的な伝統ある遊びよ。日本人なら月に一度は百人一首をすべきよ」

「それ、特殊だと思う」

「いいえ、純然たる真理よ」

　冴音子がきっぱり言い切る。

「ほら、きみたちも手伝ってちょうだい」

　冴音子が札を寄こし、みんななんともいえない表情で一枚一枚並べてゆく。

　途中で春はるがためらいがちに、

「……百人一首じゃない句が……混じってる……みたい」

　と、つぶやいた。

「あら、よく気づいたわね。さては三みツつ泉いずみさんは上級者ね。これは一般的な百人一首ではなく、『万葉集』から歌を集めたものなの。小倉百人一首とかぶる歌もあるけれど、〝ますらおぶり〟と評される『万葉集』の歌は、どれも生命の息吹にあふれていて、熱と光があるわ。特に恋をよんだものは素晴らしくて、直球で投げ込まれる愛の言葉に、くらくらしてしまうこと請け合いよ」

　そう語る冴音子の声も熱っぽい。『万葉集』が好きなのかもしれない。

　北ほく斗とには授業で得た知識くらいしかない。確か日本で一番古い和歌集だ。




『春過ぎて夏来にけらし白たへの衣ほすてふ天の香久山』




　百人一首にもある持統天皇の歌、あれが『万葉集』にも収録されていて、『来にけらし』と『衣ほすてふ』の部分が、万葉集だと『来たるらし』と『衣干したり』になっていると、教師が説明していた。何故、そんな豆知識が浮かんだのかというと、その歌が、北斗が百人一首の中で一番最初に覚えた歌だったからだ。

　ちなみに春のお気に入りは、

『君がため春の野に出て若菜つむ我が衣手に雪はふりつつ』

　だ。

「上の句をよんで、下の句をとってもらうのは、百人一首と同じよ。優勝者には、わたしから特別なご褒ほう美びがあるから、楽しみにしていて」

「佐さ伯えきさんのご褒美って怖いよな」

　遥よう平へいがつぶやく。

「それじゃあ札はわたしがよむわね」

　札を挟んで、冴さ音お子この正面に北ほく斗とが、右サイドに遥平が、左サイドに春はるが、それぞれ正座し、冴音子が上の句をよみあげる。




『三輪山の山やま辺へ麻ま蘇そ木ゆ綿ふ短か木綿』




「うわぁっ、全然わかんねー！　多分オレの人生で一度も聞いたことのない歌！」

　遥平がさっそく弱音を吐く。

　北斗もまったく聞き覚えのない歌で、春も眉まゆ根ねを寄せている。

「これは天武天皇の息子である高市皇子たけちのみこが、異母姉の十市皇女とおちのひめみこの死を悼んでよんだ歌と伝わっているわ。三輪山の麓で祭る真っ白な木綿は、こんなにも短いものであったのに、私は長いとばかり思っていた……という、若くして亡くなった十市皇女に、木綿の短さを重ねて、切なくよみあげたものよ」

　冴音子が聞きとりやすい知的な声で、説明してくれる。

　とはいえ、天武天皇は壬申の乱で即位した天皇で、高市皇子はその息子と知ってはいても、どんな歌をよんだのかなんてことは教科書にはのっていなかったし、十市皇女も北斗は知らない。

　冴音子が下の句をよむ。




『かくのみ故に長くと思ひき』




　それでようやく遥平が、

「あ、めっけ」

　と、体をぐいっと伸ばして、北斗の手もとにあった札を払った。

「てかこれ、マニアックすぎだよ、佐伯さん」

「あら、高市皇子と十市皇女のロマンスは、古典愛好家のあいだでは有名よ。十市皇女は天武天皇と額田王のあいだに生まれた娘で、高市皇子とは母親違いの姉と弟だったけれど、相思相愛だったと言われているわ。それが天智天皇の息子である大友皇子に十市皇女が嫁いで、のちに壬申の乱が起こるだなんて、切なさ炸さく裂れつでしょう？」

「待って、知らない人名多すぎ。人間関係ごちゃごちゃしすぎ」

「きみの頭がお粗末なだけよ、相あい羽ばくん」

　遥よう平へいと冴さ音お子こが言い合っているあいだ、春はるは静かに耳をかたむけていた。

　高市皇子たけちのみこと十市皇女とおちのひめみこがきょうだいだと聞いて、北ほく斗とはドキリとしたけれど、この時代は普通のことだったのだ。

　冴音子が次の歌をよむ。




『あかねさす紫むらさき野の行き標しめ野の行き』




　これは授業で習った。

「どう、超メジャー級よ」

　と冴音子が微笑む。

「十市皇女の母親で、当代随一の歌姫、いいえ、歌の巫女、歌の女王と呼ぶべきかしら？　天智と天武、二人の兄弟、二人の天皇に愛され、誇らかに歌をよみ続けた額田王ぬかたのおおきみが宴の席で、大海人おおあまと呼ばれていたころの天武に向けて、よんだ歌よ」

　冴音子が下の句をよむ前に、春が近くにあった札を、ちょこんと押さえる。

　冴音子の声が続く。




『野守は見ずや君が袖振る』




「そんなに私に袖を振って合図を送ってきたら、みんなに私たちの関係がバレてしまうわよ、という、額田王からかつての恋人へのリップサービスね。それに対する大海人皇子おおあまのおうじの歌がこれ」

　と、冴音子が次の札をよむ。




『紫草むらさきのにほへる妹いもを憎くあらば』




　春がまた、下の句を押さえる。二枚連続で札をとって、ちょっと嬉しそうだ。

　冴音子が下の句を続ける。




『人妻ゆゑに我恋こひめやも』




「人妻でも好きだよ！　というストレートな意思表示ね。今は兄の妃きさきである、かつての恋人への許されない恋に苦悩しているように見せて、実は宴の席を盛り上げるために、からっとよんだ歌ではないかとも解釈できるわ。相あい羽ばくんが、元カノネタで笑いをとるのといっしょね」

「笑いとってねーし、『元カノ』はオレの持ちネタじゃねーし」

「あら、相羽遥よう平へいといえば元カノメイカーだと、みんな知ってるわ。きっと大海人皇子おおあまのおうじも、額ぬか田たと別れたあとも、けろ～っと、色めいた冗談を飛ばしたりしていたのでしょうね。額田のほうも冗談で返して。相羽くんと元カノたちみたいに、それはもう、さばさばしてたんじゃないかしら」

「軽いって言われてる気がする……」

「ええ、きみはかぎりなく軽いし、チャラいわ。でも、そんなひとは、『万葉集』の時代から存在していたということよ」

　さらりと言い切り、冴さ音お子こが歌をよんでゆく。

　まったく聞いたことのない歌もあれば、これは授業でやったという歌もあった。

　三人とも知らない歌は、冴音子が続けてよみあげる下の句を頼りに札をさがすことになるわけだが、そうなると遥平が断然強かった。

　視野が広く瞬発力があるのだろう。

「めっけ！」

　と、札に飛びつき払う。

　おそらく記憶力もよく、どこにどの札があるのかざっくり頭に入っているようで、下の句の冒頭を聞くなり、そちらに視線と体を向ける。

　遥平はよく運動部の助っ人として試合に出て活躍しているようだが、それが納得できる反射神経と器用さだ。

　一方で、春はるも善戦していた。

　春はもともと古典が好きで、『万葉集』も読んでいるようで、冴音子が上の句をよみはじめた時点で下の句をさがし、小さな指で、ちょこんと押さえる。

　札をとるたび、ほんの少し唇をほころばせるのを、こっそり見て、北ほく斗ともおだやかな気持ちになった。

　春が楽しめているみたいでよかった。

　そういう北斗はビリを独走中だが、冴音子がひとつよみあげるごとに、意味や背景を説明してくれるので、それを聞いているのが、だんだんおもしろくなってきた。

　ただ……昔の歌集だからしかたないのだろうけれど、母親違いの兄妹、姉弟、叔父と姪めい、叔母と甥おいなどの恋人たちが繰り返し登場するのは、胸がひやっとした。




　……佐さ伯えきさんは、『万葉集』の話をしているだけだ。




　気にすることじゃない。

　気にするほうがおかしい。

　そう自分に言い聞かせていた。

　冴さ音お子この手もとにあるよみ札は、残り四分の一ほどで。

　知的な声が、涼しげに流れてゆく。




『秋の田の穂向きのよれる片寄りに』




　知っている歌だったのだろう。春はるが、ぴくりとする。

　けれど、小さな顔にほんの少し陰が落ちて……。




「これは、腹違いの兄弟への禁断の恋に身を焦がした、はた迷惑で考えなしの但馬皇女たじまのひめみこがよんだ、挑戦状よ」




　冴音子の言葉に、札のほうへ手を伸ばしかけていた春の動きが止まった。

　冴音子が下の句をよむ。




『君によりなな言痛こちたかりとも』




「但馬皇女は天武天皇の娘で、高市皇子たけちのみこの妃きさきだったのだけれど、同じく天武の皇子である穂積皇子ほづみのみこに許されない恋をしたの。そして周囲の人たちの評判になっても、その恋をやめなかった。それどころか、風にたなびく秋の田の稲の穂がひとつの方向を向くように、私はひたすらあなたに寄り添う、世間評判がどれだけ煩わしくても、とよみあげたのよ。もちろん、とんでもないスキャンダルになったわ。本当に迷惑な皇女様よ」




　春は顔をこわばらせたまま、動かない。

　遥よう平へいが札を押さえる。




「但馬のお相手の穂積皇子は、このスキャンダルが原因で滋賀の山寺に派遣されたわ。要は左遷ね。それでも但馬皇女は、腹違いの兄弟への想いをよみ続けたわ。あら、次も但馬皇女の歌ね」

　冴音子が衝動や熱情とは対極にある、冷静な口調でよみあげる。




『おくれゐて恋こひつつあらずは追ひしかむ』




　春はるの視線が札の上をさまよう。

　眉まゆをきゅーっと八の字にし、唇を引き結び、辛そうな顔をしている。

　冴さ音お子こが冷静な目をして言う。




「あとに残って恋しがっているよりは、あなたを追いかけ、追いつきたい。道の曲がり角ごとに目印を結びつけておいて、だなんて、たいした所信表明ね。火に油を注ぐようなものなのに。自分さえよければ、相手がどういう立場になってもかまわないということなのかしらね」




『道の隅廻くまみに標結しめへ我が背』




　よみあげられた下の句は冷静な分、ひんやりして聞こえた。

　春は手を宙に浮かしたまま、肩を小さく震わせている。眉がどんどん下がってゆく。




　どうしたんだ、春？

　なんで、そんなに苦しそうなんだ？

　手もとにあった下の句の札を、北ほく斗とがつかむ。

　冴音子が、次の札をよむ。

　それも但馬皇女たじまのひめみこの歌だった。




『人ひと言ごとをしげみ言痛こちたみおのが世に』




　春はもう泣きそうだ。




『いまだ渡らぬ朝川渡る』




　いっきに下の句までよみあげた冴音子が、冷たく語る。

「人の噂うわさがうるさいので、生まれてはじめて朝の冷たい川を渡って、あなたに会いに行きます、という意味よ。当時は、男性のほうから女性のもとへ通うのが常識だったのに、それを平然とくつがえして、但馬皇女は愛する異母兄弟との関係を続けたの……」

　ぴくり、ぴくり、と春が身を震わす。

　眉を八の字に下げ、大きな瞳をますますうるませる。

　まるで自分が責められているみたいに。




「でもね、それほどまでに誰にも祝福されない自分勝手な恋に突き進んだのに、二人の恋は成就しなかったのよ」




　春はるの手が、札を押さえる。

　そのまま動かない。

　札に書かれた文字を、罪に苦しむ人のような目で見おろしている。




「但馬皇女たじまのひめみこが亡くなったあと、異母兄弟の穂積皇子ほづみのみこは、感傷的な歌をいくつかよむけれど、そのあと自分の娘くらいに年齢の離れた才気あふれる大伴坂上郎女おおとものさかのうえのいらつめを妻に迎えて寵ちよう愛あいするのよ。あら、次は穂積皇子が宴席でよんだ歌ね」




『家にありし櫃ひつに鍵さし蔵おさめてし』




『恋の奴のつかみかかりて』




「鍵をさして閉じ込めておいたはずの恋が、また私の胸につかみかかってきただなんて、たいしたのろけだと思わない？　腹違いの姉妹との重く苦しい禁断の恋なんて、穂積皇子にとってはもう、遠い過去のことで、今は無邪気で可か愛わいい年下の妻にめろめろだと解釈すると、但馬皇女がいなくなったことで、穂積皇子はようやく解放されて、おだやかで幸せな日常を得られたのかもしれないわね」




「そもそも穂積皇子のほうは、そこまで但馬皇女のことが好きではなかったのかも。ただ、但馬皇女の想い込みが強くて、ぐいぐいくるから、拒否しきれなかっただけで。だとしたら穂積皇子は本当にお気の毒ね」




「但馬皇女も、穂積皇子のことが好きなら、彼の立場も考えてあげればよかったのに。それができないのが恋というものだなんて言い訳して自己陶酔しているおバカさんのイメージが、たやすく浮かんでしまうわ」




　春は完全に青ざめ、打ちのめされている。

　春がどうしてそこまで冴さ音お子この言葉にショックを受けているのか、北ほく斗とにはわからない。

　けれど、春が目の前で苦しんでいるのを見るのはたまらない。

　春が震える声で言った。

「それは……佐さ伯えきさんの解釈……でしょう。実際はどうだったかなんて……本人たち以外には絶対わからない……」

　切なくて、苦しそうで、北ほく斗とは胸がぎゅっとした。

「オレも、はるる寄りだなー。世間の評判なんて全然違ってることも多いしさー。オレなんかその典型じゃん」

　遥よう平へいが大おお袈げ裟さに嘆いてみせる。

「きみの噂うわさは、九割がた合っているでしょう」

　と冴さ音お子こに突っ込まれて、

「その残り一割が重要なんだよ、まぁ、噂がぼろくそだと本当は心のまっすぐな誠実な人だったのねーってことになって、オレの評価がぐぐっと上がるんだけど」

「ほら、そういうところが信用ならないのよ」

　と冴音子がまた突っ込み、遥平がおどけて肩をすくめて、場の空気がようやくなごんだ。

　それでも春はるは、苦しそうに顔をこわばらせていたのだけれど……。

　冴音子が最後の一枚をよみあげ、それを遥平が抜群の反射神経で払い、畳の上に並ぶ札はなくなった。

　一番多く枚数を獲得したのは遥平で、僅差で春が続いた。

　北斗はダントツでビリだった。

「ご褒ほう美びってなに？　佐さ伯えきさん？」

　遥平がアイドル顔でにこにこと尋ねると、冴音子はしれっとした顔で、

「わたしのキスよ」

　と答えた。

「え！」

　遥平が本気で、のけぞる。

　春も目を丸くしているし、北斗も驚いた。

　けれど冴音子は冷静で、

「優勝者へのご褒美はわたしのキスで、優勝は北斗くんよ」

「はぁ？」

「え」

「！」

　三人の驚きの声が重なる。

　春が真っ先に、

「な、なんで……ほくちゃんが……？　一番札をとったのは、遥平くんでしょう？　だったら優勝は遥平くんでしょう？」

　と、うろたえて言う。

「いや、オレとならキスしてもいいってわけじゃないんだぜ、けど、優勝が北斗っちってのは、おかしいだろ」

　と遥よう平へいが言い、

「……オレ、全然札とれてないし」

　と北ほく斗とも困惑したままつぶやく。

「札を一番多くとった人が優勝だなんて、誰が言ったのかしら？　もしそうだとしても、貞操堅固なわたしが彼氏の前で、相あい羽ばくんなんかとキスするわけないでしょう？　よって優勝は北斗くんで、ご褒ほう美びを受けとるもの北斗くんです」

　おわかり？　というように遥平たちを見渡し、冴さ音お子こが北斗のほうへずいっと顔を寄せてくる。あでやかな着物の袖がはらりと揺れ、長いまつげをそっと伏せて、

「さぁ、受けとって」

　と、ささやき、そのまま桜色の唇が近づいてくる。

　北斗の頰ほおではなく、唇に向かって！

「佐さ伯えきさんっ」

　焦って押し戻そうとする北斗の両手を、ひんやりした手がぎゅっとつかんで、閉じていた目を半分ほど開けて、目の下をほんの少しそめて、

「冴音子でしょう」

　とスネているようにささやき、また目を閉じた。

「さ──」

　佐伯さん、という声が北斗の喉のどでからまる。

　まさか、本当にこの場でキスする気か？

　相羽も春はるも見ているのに。

　目を閉じた冴音子が北斗の両手をつかんだまま顔を近づけてくる。

　春よりも長くてしっとりした黒髪が、北斗の胸に降りかかる。

　春は──。

　春は──眉まゆを八の字にして、震えていて──。

　北斗が冴音子の肩をつかんで、本気の力で押し戻すのと、春が着物の袖を揺らして立ち上がるのは同時だった。




「ほくちゃんはダメっっっっ！」




　半泣きで叫び、細い肩をハァハァと上下させ、北斗たちのほうへ歩み寄り、北斗の腕から冴音子の手を引きはがそうとする。

　冴音子がその手を、片手でぴしゃりとはねのける。

「三みツつ泉いずみさんに、止める権利はないわ。北斗くんはわたしの彼氏なのだから」

　春を見据える冴音子の眼差しは、北斗だけでなく遥平まで息をのむほど強く鋭かった。

　春はるが、こくりと喉のどを上下させてかたまる。

　けれどまたすぐに、顔をくしゃりとさせて叫んだ。

「ほくちゃんが好きなのは、佐さ伯えきさんじゃなくて、わたしだものっ！　ほくちゃんは、ずっとわたしのことが好きなんだものっ！」

　赤ん坊のようにすべすべした頰ほおに、涙の粒がぽろぽろこぼれ落ちる。

　春はひどく取り乱していて、暴走する感情を止められない様子だった。

「それは三みツつ泉いずみさんの一方的な思い込みじゃないの？　もし北ほく斗とくんが三ツ泉さんのことを好きなら、とっくに幼なじみから恋人になっていたはずでしょう？」

　冴さ音お子こが厳しい口調で言うと、首を激しく横に振り、冴音子の手から引きはがした北斗の腕にしがみつき、声をほとばしらせた。




「それは、わたしがほくちゃんの妹だからっっっ！」




　頭の中が真っ白になり、北斗の中からすべての感情と感覚が消失した。

　そうして一瞬後、あらゆるものが真っ黒に濁った奔流になって、北斗の胸に、脳内に、轟ごう音おんとともに押し寄せてきた。




　妹だから！




　春は確かにそう言った。

　中学二年生の春のあの日から、北斗が隠し続けてきた秘密を、はっきりと口にした。

　はじめて読んだ絵本、はじめて聞いた歌、病気のときに作ってもらう林りん檎ごとさつまいものすりおろし、昔住んでいた場所、同じ誕生日、二つでひとつの名前──。




　──ここ、みて、ほくちゃん。




　白い指が示した、三つの文字。

　広がる春の星空。

　輝く七つの星。




　──春北斗、おれと、春の名前だ。




　──ね、わたしとほくちゃんのなまえが、つながってるの。すごいでしょう？




　バラバラのパズルのピースは、どれも美しくきらめいていて、それがごちゃごちゃにかきまぜられたあと、あるべき場所に、ぱちり、ぱちり、とはまってゆく。




　──おれのいえは、お母さんはいないんだ。おれが小さいころに、リコンしたんだって。




　──わたしのおうちは、お父さんがいないの。




　しゅんとしたあと、嬉しそうに笑った小さな春はる。




　──また、ほくちゃんといっしょだね。




　北ほく斗とと〝いっしょ〟なのを、いつも心から喜んでいた春。

　春の言葉が、春の笑顔が──嵐の中の花びらのように舞い踊り、渦うず巻き、落ちてゆく。

　ぱちり、ぱちり、と音を立てて、一枚の絵を作り上げてゆく。




　──わたしのおたんじょうびは、四月十七日なの。春の夜にうまれたから、春ってつけたんだって。




　──おれの誕生日も同じ日だ。おれが生まれたとき、空に北斗七星がのぼってたからって、父さんが言ってた。




　──ええええっ、わたし、ほくちゃんと同じ日に生まれたんだ。すごい、すごーい。




　病院のベッドでおだやかな表情で、生まれたばかりの赤ん坊を抱きしめている若い女性。

　その隣に寄り添う青年は、北斗の父親で──父の腕にも、おそろいの産着にくるまれた赤ん坊がいる。

　写真の日付は、四月の半ば。

　そこにサインペンで、

『春（妹）と北斗（兄）、４／17　夜、誕生』

　と記してある。

　あたたかでぬくもりに満ちた家族の図が完成する──。




　春と北斗。




　四月十七日、夜、誕生。




〝いっしょ〟をたくさん集めてできあがったその絵は、北ほく斗とにとって呪いで絶望だった。




　春は──北斗の妹なのだ！




　北斗が一生隠し抜くと決めていた秘密をぶちまけた春はるは、畳につっぷし、わぁぁぁぁぁっっと泣き出した。

　世界を切り裂く豪雨のように激しい泣きかただった。

　遥よう平へいと冴さ音お子こが痛ましそうに、春を見つめている。

　そして北斗は──。

　大切な妹が泣いているというのに、かける言葉も見つからないまま畳にぺたりと座り込み、愕がく然ぜんとしていた。




　春が、知っていただなんて。
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四章







　翌日月曜日、北ほく斗とは四十度近い熱を出して学校を休んだ。

　父親が病院へ連れて行こうとしたが、寝ていれば大丈夫だと言って断った。

　病院へ行っても、全身を駆け巡めぐるこの痛みと息苦しさは、どうにもしようのないことはわかっていたから。

　昨日、冴さ音お子こ主催の茶話会で、春はるが北斗の妹であることを吐き出し、畳につっぷして号泣した。

　声が嗄かれるまで泣きつくした春は、遥よう平へいに付き添われて茶道部の部室から出て行った。

　せっかく可か愛わいく着せてもらった着物は、襟も裾すそもぐちゃぐちゃで、腕に制服と手提げバッグを抱えて、涙でびっしょりの顔を伏せ、背中を小さくまるめて、北斗の前を通り過ぎていった。

　北斗がどんな表情を浮かべているのかを確認することを恐れるように、決して目を合わせようとせずに。

　北斗もまた、春が遠ざかってゆく気配を全身で感じながら、顔をあげられなかったし、声をかけることもできなかった。

　あのあと、どうやって自宅に辿たどり着いたのかも朧おぼろげだ。

　冴音子がタクシーで送ってくれたような気がするけれど、料金はどうしたのだっけ？　冴音子が払ったのなら、あとで返さなければ。

　そんな現実的なことを考えて、無意識に春のことに思考が及ばないようにしていた。

　けれど、ベッドの中で高熱にうなされながら繰り返し頭に浮かぶのは春の泣き顔で、耳に聞こえてくるのも春の叫び声だった。




　──それは、わたしがほくちゃんの妹だからっっっ！




　いつから知っていたんだ？

　北斗が、春と自分のあいだにある血の繫つながりに気づいたのは、中学二年に進級したばかりの春だった。

　あの日は休日で、春と宿題をする約束をしていた。それが図書館へ行ってみたら臨時で休館していて、




　──わたしのおうちは、小さい弟と妹がいるから……。




　と、母親が再婚して新しい家族ができた春はるが、うーんと考え込み、




　──ほくちゃんちは……ダメかな？




　と子犬のような目で見上げてきたのだった。




　──今日は、父さんは仕事で出かけてていないけど……それでよければ……。




　わざわざそう告げたのは、幼なじみの春のことを異性として意識しはじめていたからで、春にうるんだ目で見つめられるとドキッとしたし、袖をつかまれたり、背中にもたれかかったりされると、それだけでもう鼓動が高まり、顔が熱くなった。

　お互いの気持ちを告白しあうことはなく、そんなことはしなくても、ごく自然に春と一生いっしょにいるのだと思っていた。

　春は北ほく斗との、たった一人の大事な女の子で、オレが一生春を守るのだと。

　きっと春も同じ気持ちだ。

　彼氏彼女という関係なんてすでに越えて、北斗と春はいっしょにいるのが当たり前で、自然だったのだ。




　──そっかぁ、ほくちゃんのお父さん、いないんだぁ……。




　ほんわりつぶやいたあと、春はなんの警戒心もない表情で笑った。




　──うん、ほくちゃんのお部屋へ行こう。




　胸がまたドキン！　と高鳴って。




　──お、おう。




　少し緊張して答えた。

　コンビニでお菓子を買って、父親と二人暮らしのマンションへ春を通した。春が北斗の部屋を訪れるのははじめてではなかったけれど、今日はなにか特別な気がして、ずっとドキドキしっぱなしだった。

　宿題をしていても、春の小さな手や細くてさらさらした前髪の下の白い額や、細いおさげ、伏せたまぶたや、とりわけピンクの唇が気になってしかたがない。

　春はるも北ほく斗とも先日誕生日を迎え、十四歳になっていた。




　十四歳でキスって……普通、だよな……。




　けど、どういうタイミングでキスすればいいんだろう？

　春を驚かせたくない。

　そんなことを考えて悶もん々もんとしていたら、春の小さな頭が、すっと近づいてきた。




　──ほくちゃん、ここの公式、教えて。




　シャンプーの爽さわやかな香りにドギマギしながら、




　──ああ、これは……。




　と、ノートに書いて説明をして、それを春はうつむいたまま熱心に聞いていて、




　──そっかぁ。そうすればいいんだぁ。




　目を輝かせて、北斗を見上げた。

　春のピンクの唇と、北斗の乾いた唇が接近して、お互いの顔の近さに驚いて、どちらも真っ赤になってしまった。

　それから春が目を閉じて……。

　北斗も同じように目を閉じ、春の香りと気配だけを感じながら、唇を近づけていったとき。




　──北斗、誰か来ているのか？




　ドアをノックする音がして、父親の声がした。

　夕方まで帰らないはずだったのに、予定が変わったらしい。

　玄関に女の子の靴があったので、気になったのだろう。北斗の返事を待たずに、ドアが開いた。

　いきなりだったので、北斗も春も不自然に寄り添ったままかたまってしまった。

　父親が目を見張る。

　そこでようやく春と北斗は、いそいそと離れ、普通に宿題をしていたというふうに見せようとした。

　けれど父にはきっとバレバレで、決まり悪そうな顔をされてしまい、




　──ああ……その、いらっしゃい。




　と間の抜けた挨あい拶さつをはじめた父が、急にハッ！　とした表情を浮かべた。

　父の視線の先には、頰ほおを染めてうつむく春はるがいて、なぜ父がそんなにも衝撃を受けているのか、このとき北ほく斗とにはわからなかった。

　春が帰ったあと、険しい顔をした父に春のことを執しつ拗ように問われて、春の名前や年齢を口にしたときの、父のゆがんだ表情と異常な反応に、いっそう不安が高まって。

　その夜、父がリビングでお酒を飲みながら、写真を見てすすり泣いている姿を目撃してしまい、暗い影が家の中に満ちてゆくような気がした。

　平穏だった日常が、形を変えようとしている。

　そんな予感に押し潰されそうになりながら、翌朝、一度通学時間に家を出た北斗は、自宅に引き返し、父が出勤して不在なことを確かめてから、父の部屋のタンスを開け、下のほうに隠してあった写真を、引っ張り出した。

　父がその場所に写真を戻すのを、こっそり見ていたのだ。

　数枚の写真に写っていたのは、若いころの父と、同じくらいの年齢の可か愛わいらしい女性、それに、おそろいの産着にくるまれた二人の赤ん坊だった。

　病院のベッドで赤ん坊を抱いて微笑む女性は、春によく似ていて、それだけでじゅうぶん察するものがあった。




　この女性は、春の母親だと。




　なら、彼女が抱いている赤ん坊は、春？




　では、もう一人の赤ん坊は？




　なぜ、父さんが、春の母さんと一緒に写っているんだ？




　その答えは、写真の隅にサインペンではっきりと書かれていた。




『春（妹）と北斗（兄）　４／17　夜　誕生』




　春と北斗の幼少時代の記憶が、ところどころかぶるのは当然だった。

　二人の名前が、合わせてひとつの言葉になるのも。

　自分たちはもともと同じ胎内にいて、同じ日に生まれてきた、双子の兄と妹だったのだから！




　──噓だろう……。




　頼む、誰か噓だといってくれ！

　春はるが妹だなんて！

　それじゃあ、オレは一生春とキスはできないんだ！

　春と恋人になれないし、結婚だってもちろんできない！

　父がなぜ、あれほど絶望しきった様子で涙を流していたのか。

　それと同じ絶望が──いや、それ以上の絶望が十四歳のあの日、あの部屋で北ほく斗とに襲いかかり、北斗はその場に崩れ落ち、床をかきむしり、こぶしで打ち鳴らしながら繰り返し叫んだ。




　──噓だろうっ、噓だろうっ！




　──嫌だ、春が妹だなんてっ！　嫌だ、嫌だっ！




　どれだけ叫んでも、願っても、春が妹だという世界は変わらなかった。

　三日間学校を休んだ北斗は、いっそ春がいない遠い場所へ逃げ出したかった。ベッドの中で、何度も家出することを考えた。けれど四日目に登校したとき、春が眉まゆをきゅーっと八の字にして目をうるませて、北斗の教室にやってきて、




　──ほくちゃん、風邪、治ったんだね。よかった……ほくちゃんが、来てくれて、よかった……。




　北斗の制服の上着の裾すそをいつもよりも強い力でつかんで、半べそで繰り返すのを見て、どうしようもなく気づかされた。

　春を置いて、遠くへ行くなんて無理だ。

　だって春は、こんなにもか弱い。

　友達もいない。

　悪いやつらにすぐ目をつけられる。

　北斗がそばについていてやらなければ、ひどい目にあうかもしれない。




　春は妹だから、恋人にはなれない。

　キスもできない。




　でも、オレはこれからも春はるを守ろう。

　春の兄として、いつでも春を助けられるように、春の一番近くにいよう。




「……っ、そう決めていたのに」

　シーツを握りしめ、北ほく斗とは唸うなった。

　春には決して兄とは名乗らない。

　春はなにも知らなくていい。

　春に対するあらゆる望みは捨てる。

　指一本ふれたりしない。

　ただ春が安らかで幸せであればいい。そのためだけに全力を尽くす。




　父には春とはもう会っていないと言ったけれど、それは噓で、北斗の隣に春がいることは変わらなかった。

　春には、北斗が必要なのだから。

　ずっとオレが守るんだ。

　ずっと。




　ただ、北斗の中で、二人の関係は確実に変わった。

　春が手をつなごうとすると、その指をそっとほどき、春が無邪気に距離をつめようとするのもさりげなく抑止した。

　春からは、北斗が急によそよそしくなったように見えただろう。

　哀しそうに眉まゆを八の字にする春を見ることが、以前よりも多くなった。

　それでも同じ高校に進学して、内気な春を守り続けた。

　春はどんどん可か愛わいく綺き麗れいになり、告白されることも増えたし、川かわ添ぞえのような下げ衆すな男も近づいてきた。

　春はいつも必ず、




　──ほくちゃん、どうすればいいかな……。




　と北斗に相談し、




　──オレが、春の代わりに断ってやるよ。




　と言うと、嬉しそうに、




　──うんっ。




　と、うなずき、微笑んだ。




　──ほくちゃんは、いつもわたしを守ってくれるねぇ……。




　絶対的な信頼のこもる眼差しで見上げて。

　けれど、目をほんの少しうるませて、どこか哀しそうに。

　春はるは、北ほく斗とに恋人として扱われたいと望んでいる。

　しかたがない、春には北斗しかいないし、北斗が血の繫つながった実の兄であることを知らないのだから。

　そう、春は知らない。

　そう思っていた。




　なのに違った。




　北斗が兄だと、春は知っていた。




「っく……これから、どうすればいいんだ」

　頭がズキズキして割れそうだ。息が苦しい。いっそこのまま呼吸が止まってしまえばいい。深い眠りに落ちて、目覚めなければいい。

　なのに全身が刺されているように痛くて、熱くて、苦しくて、眠ることさえできない。

　畳に突っ伏し号泣する春の姿が、頭から離れない。

　歯を食いしばって唸うなっていると、客の来訪を知らせるチャイムが聞こえた。

　無視をしても、何度も何度も鳴り続ける。

　ふらつく足でベッドから降りてリビングへ行き、インターホンのモニターで確認すると、制服を着た小さな女の子が、肩をすぼめて、泣きそうな顔で立っていた。

　春！

　息を飲む音が聞こえたのだろうか。

「ほくちゃん……？」

　か細い声を聞いた瞬間、どうしようもなく胸がいっぱいになった。

　答えてはいけない。

　このままインターホンを切るんだ。

「……ほくちゃん、あいたい……」

　喉のどが、ぎゅっとしめつけられて──儚はかなげで必死なその声を無視することなんて、北ほく斗とにはできなかった。

　解錠ボタンを押すと、春はるの目の前のガラスドアが左右に開き、数分後には玄関のチャイムが鳴った。

　ドアを開けると、眉まゆを八の字にして、口もへの字に曲げた春が、ひっそりと立っていた。

　春が妹であることを知り、家出を考えた中学二年生のあの日、北斗の教室に訪ねてきた春の泣きそうな顔を見た瞬間、一人で消えることなど到底不可能だと悟ったときと同じように、春を見捨てることは絶対に無理なのだと思った。

　春は北斗にしがみつきたそうに見えたが、そうしなかった。

　様々なことに健気に耐えている様子で、

「ほくちゃん……具合が悪いのに、来ちゃってごめんね。無理しないで横になってて……」

　と言って、北斗にベッドに戻るよう勧めた。

「ほくちゃん、ごはんは食べた？　わたし、材料を買ってきたから……なにか作ってもいい？」

　昨日は畳につっぷして、子供のように大泣きしていたのに、たった一日で、春はとても大人になったように感じられた。

　言われたとおり自分の部屋に戻り、ベッドで横になって目を閉じると、キッチンのほうから包丁のとんとん……という優しい音や、換気扇を回す音、レンジがチン、と鳴る音などが聞こえてきて……それが不思議に心地よくて、少しだけうとうとしてしまう。

「ほくちゃん……？」

　そっと呼びかけられて、目を開ける。

　春がベッドの横に膝をついて、遠慮がちに北斗を見つめていた。

「ごはん、食べられそう？　ほくちゃん」

「……ああ」

　春が持って来たトレイには、カップに入ったあたたかなコーンスープと、フルーツの器に盛られたペースト状のものが盛られていた。

　それがなんなのか、北斗はすぐにわかった。

　春がスプーンですくって、口へ運んでくれる。

　北斗も自然と受け入れていた。

　口の中に、優しい甘さが広がる。

　やわらかく茹でてすりつぶしたさつまいもに、林りん檎ごのすりおろしを加えた離乳食……。春が病気のとき、お母さんに作ってもらうのだと言っていた。

　それは北ほく斗との家でも同じで、北斗が小学生のうちは父親が、おそらく母が残したレシピを真似て、北斗にさつまいもと林りん檎ごのペーストを作ってくれた。

「……同じ味だ」

　それは、昔、父が作ってくれたものとか？　それとも記憶にすらない母が、北斗と春はるに食べさせてくれたものと？

　北斗の頰ほおを、生ぬるい水が一筋、つーっと伝い落ちる。

　そして春の頰にも、涙が一粒だけ、ぽろりとこぼれていった。

　北斗が黙って食事を続けるあいだ、春も口をつぐんでいた。

　スプーンが食器にあたって、カチャリ、カチャリ、と鳴る音と、二人の息づかいだけが聞こえている。

　息苦しさはなく、おだやかで。

　でも胸に穴が開いているように哀しい。




「……ほくちゃん、ごめんね」




　食事を終え、また北斗が横になると、春が大人びた顔とうるんだ目で、つぶやいた。

　なにに対しての『ごめんね』なのかわからないけれど、春の眉まゆは八の字になっていて、とても哀しそうだった。

「……兄妹だってこと……いつから知ってたんだ」

　北斗が枕に頭をつけたまま尋ねると、春はぽつぽつと話しはじめた。

「……中二のとき……この部屋で、ほくちゃんのお父さんに会ったでしょう。あのあと、ほくちゃん三日も学校を休んだよね……わたし、お見舞いにいったんだ……」

「見舞い……」

　北斗はそのとき春に会っていない。

「……マンションの前で、ほくちゃんのお父さんに声をかけられて……近くのお店で、話をしたの」

　父さんと？

「ほくちゃんのお父さん、すごく苦しそうに……わたしとほくちゃんは双子の兄妹だって言ってた……わたしの顔は、お母さんの若いころにそっくりなんだって……。写真も見せてもらった……ほくちゃんのお父さんと、わたしのお母さんが写っていて……赤ちゃんのわたしとほくちゃんもいて……わたしとほくちゃんが生まれた日の夜、春の北斗七星が北の空にとても綺き麗れいに見えていて……それで、春と北斗って……つけたんだって。双子だから、ふたつでひとつの名前にしようって……」

　そんなに前から……春は、オレの妹だと知っていたのだと、また愕がく然ぜんとする。

「……わたし、ほくちゃんがもう学校へ来ないんじゃないかと思って……すごく怖かった。一人でどこか遠くへ行っちゃうんじゃないかって……。だから、ほくちゃんが学校に来てくれたときはホッとして……ほくちゃんがわたしのお兄ちゃんだってことは、ずっと知らないふりをしようと思ったの……。そうしたらほくちゃんは、今までどおりわたしといっしょにいてくれるって……」

　北ほく斗とが苦しんでいたように、春はるも誰にも打ち明けられない秘密を抱えて、ずっと苦しんでいたのだ。

　春の声は儚はかなげでか細かったが、静かだった。

　その分、春が積み重ねてきた哀しみを感じさせて、北斗もどんどん切なく淋さみしくなっていった。

　オレも春も、お互いに結ばれないことを知っていて、いっしょにいたんだ……。

「ほくちゃんが、わたしの隣にいてくれるだけでいいって……思ってた。それだけで、どんなことでも耐えられるって……でも、ほくちゃんは……わたしから離れようとしたでしょう？　わたしが、今年の誕生日はどこでお祝いする？　って訊いたら、ほくちゃん言ったよね……もうやめにしようって」

　春の言葉が、北斗の胸に突き刺さる。

　川かわ添ぞえの事件のあと春への欲望を自覚して、春を遠ざけようとした。

　放課後、春が化学室に忘れ物をとりにいって、北斗もそれにつきあった。窓を暗幕でおおった部屋は電気を消すと真っ暗で、春の香りや吐息をいっそう感じてしまうので、北斗は早くそこから立ち去りたかった。

　けれど春は北斗の袖をつかんで言ったのだ。




　──ねぇ、ほくちゃん？　わたしたちの今年のお誕生日は、どこでお祝いする？




　春の声は安らかで、北斗への警戒心は欠片かけらもない。

　毎年、誕生日は二人でいっしょに祝うのが恒例になっていた。けれどもう無理だ。このまま春といたら、きっとオレは春を汚してしまう。春は血の繫つながった妹なのに──。




　──もうやめにしよう。




　──え……。




　──これからは、いっしょに帰るのも、昼休みに待ち合わせて弁当を食べるのも、誕生日を祝うのも、ナシだ。




　──どうして……。




　──いつまでも、幼なじみとべったりしてるなんて、不毛だろう。




　きっと春はるを傷つけない上手い言いかたが、あったはずなのだ。

　それを思いつけないほど、あのとき北ほく斗とはギリギリだった。

　最低の男になってやろう、自分勝手なゲス野郎になってやろう、それで春をこんな醜いオレから遠ざけることができるなら。

　そう思って、必死だった。

　春がべそをかいて化学室から出て行き、北斗はそのまま化学室の椅い子すにどさりと腰を落とし、頭を抱えて呻うめいたのだ。




　──しかたないじゃないか……春は……妹なんだから。




「……わたしは、ほくちゃんがわたしのお兄ちゃんでも、いっしょにいたかった。わたしが血の繫つながった妹で、ほくちゃんの恋人にはなれないからいっしょにいられないとほくちゃんが思ったのなら……わたしは、ほくちゃんになら、なにもかも全部あげてもよかったのに」

　春の声にこもる激しさに、北斗はぎょっとして身を起こしかけた。

「春、なにをバカなことを言ってるんだ」

　春が、その身を投げ出すように北斗にしがみついてくる。

　細くて軽い春を、体力の落ちている北斗は受け止めきれず、ベッドに仰向けに沈み込んでしまう。

　春のやわらかな体が北斗に重なり、北斗の頰ほおに、春の頰のあたたかさと、やわやわしたおさげを感じ、危険な甘い香りが鼻孔一杯に広がる。

「ほくちゃんが好き……っ！　兄妹でもいいっ。児童館の庭で、わたしが泣いていたとき、ほくちゃんが手をとって、中に連れて行ってくれたときから、わたしにはほくちゃんしかいなかった。好き、ほくちゃん、好きっ、好き──好きなのっ。ほくちゃんが好きなのっ、どうしようもないの……っ」

　おとなしい春が声を張り上げて、ありったけの感情をぶつけてくる。

　あの雨の日に、二人でひとつの傘をさして帰った日にかいだ甘い香りが、北斗の理性の堤防を決壊させる。

　春を抱きしめたい！

　キスしたい！

　春はるをめちゃめちゃにして、春のすべてを自分のものにしたい！

　春だって、それを望んでいるのだから。

「ほくちゃんになら、なにをされてもいい！　わたしはお母さんのおなかにいたときから、ほくちゃんのものだった！　わたしもずっと──ほくちゃんに、さわってほしかった！　キスしてほしかった！　ひとつに──なりたかったっっっ！」

　感情の奔流が止まらないっ。

　堤防を突き破り、真っ黒な濁流になって突進してゆく。

　春を抱き寄せ、そのまま強く抱きしめる。

　やわやわとした髪を片手でかきまぜるようにして撫なでて、小さな耳たぶに鼻をすりつけて、甘い香りをかいで。

　体を横向きにし、また胸に深く抱え込むように抱きしめて。

　細くて小さな春の体は、北ほく斗との腕の中にすっぽりとおさまり、まるで北斗の体の一部のようにぴったりと寄り添っている。

　ずっと欠けていたパズルのピース──きらきらとやわらかな光を放つ、一番大切なそれがようやくぴたりとはまったような喜びが、体のすみずみにまで広がってゆく。

　ああ、ずっとこれが欲しかった！

　頭が痺しびれるように熱くて、荒い息を吐きながら、小さな耳に、やわらかな頰ほおに、細いうなじに唇を落としてゆく。
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　もう兄でも妹でもいいっ。

　春はるが好きだ。

　濁流にのまれる。

　春を守りたいという清らかな感情が、真っ黒に濁ってゆく。

　オレは聖人じゃない。

　春がか細い両腕を、北ほく斗との頭にまわす。

　それはとても健気な仕草で──……。

　春のうなじをさまよっていた唇をはなして、春の顔を見ると、眉まゆをきゅーっと八の字にして目を閉じていた。

　赤ん坊のようになめらかで真っ白な肌が、怖そうに震えてる。

　まつげに涙の粒がついていて、それを目にした瞬間、北斗を突き動かしていた凶暴な気持ちが引いた。

　春は今でもこんなに華きや奢しやで、か弱げで、怖がりなのに。

　震えながら北斗の頭を抱きしめていて、眉を下げた春の顔は、とても哀しそうで。

　どうして、逃げたり嫌がったりしてくれないんだ。

　どうして、そんなふうにひたむきに、受け入れようとするんだ。




　オレは春を幸せにしたいのに──。




　一生守ると誓っていた。

　なのに春を傷つけ、汚そうとしている。

　春が消え入りそうに小さな声で、




「……ほくちゃん、いいんだよ」




　と、つぶやいた。

　その声も、とても健気で、でも眉は八の字のままで、閉じたまぶたのまつげがずっと震えていて涙がにじんできて……。




「わたしは……ほくちゃんとなら、どうなってもいいんだよ」




　祈るようなその言葉に、胸がねじ切れそうになる。

　真夜中に一人、写真を見おろしてすすり泣いていた父の声が、耳の奥によみがえる。




　──呪われてる……くそ……っ、くそっ。




　そうだ、この気持ちは呪いだ。

　誰にも祝福されないっ。

　春はるを押しやり、北ほく斗とは背中を向けて叫んだ。




「帰れっ！　オレは、こんなこと望んでない！」




　春が小さく息をのむ。

　身を起こす気配がして、

「ほくちゃん……」

　と哀しそうに呼びかける声がした。

「……わたしが妹だから？　やっぱり妹とは……無理……なの？」

　語尾がうるんで、掠かすれてゆく。

　きっと春は今、泣きそうな顔をしている。

「ああ、そうだ、妹となんて異常だ。気持ちが悪い」

　胸が引き裂かれる。

　喉のども焼け落ちそうだ。

　けど、言わなければ。

　春を傷つける者は許さない。たとえ、それが自分自身でも。だから──春のためなら、この世で一番最低のゲス野郎にでもなると決めたのだから。

「そ、それなら……なにもしなくて……いい。ほくちゃんの恋人になれなくても……一生妹でも……いい。だから……ほくちゃんといさせて……」

　春の言葉も、声も、どこまでも一いち途ずで……オレだって好きだ、いっしょにいたい、離れたくないと、叫びたくなる。

　でも、オレはもう、春を傷つけずに守り続けるなんてできないから。

「ほくちゃん……お願い。せめて……お誕生日だけでも、ずっとほくちゃんと、お祝いさせて……」

　それ以上は望まないからと言う春に、北斗は自分でもゾッとするような冷酷な声で言った。

「冗談じゃない、もし兄妹だって周りにバレたら、どうなるか考えろ！　興味本位な白い目で見られて、おもしろおかしく噂うわさされて、そんなの──ゴメンだ！　オレを巻き込むな！　オレたちはこれからは別々に生きていくんだ」

　兄と妹である自分たちに未来はない。

　もし周囲に知られたら、春はるの人生はめちゃくちゃだ。

　これが、春にとっての最善なのだ。

「……帰れ、二度とオレに話しかけるな」

　春が涙声で、

「ほくちゃん……」

　とつぶやいたが、北ほく斗とはもう返事をしなかったし、振り向きもしなかった。

　春がベッドから降り、ひっそりと部屋から出てゆく。

　これでいいんだ、これしかなかったんだ。

　必死にこぶしを握りしめ、春を追いかけて抱きしめたい衝動をこらえた。

　妹でもいい、春が好きだ！

　そう告げたくて、たまらない。

　世界中で一番春が好きだ。

　好きで好きでしかたがない。

　だから、どうしても幸せになってほしかった。

　春の足音が遠ざかってゆく。

　それがすっかり消えたあとも、絶対に春に聞かれたりしないように、布団を嚙かみ声を殺して、体に弾丸を撃ち込まれた瀕死のケダモノのように、唸うなり、悶もだえていた。

　すると、ひっそりとした足音が近づいてきて、ベッドのスプリングがきしんだ。

　春が戻って来たのか！

　背中にさわられ、とっさに振り向き顔をあげる。

　ベッドに腰かけ北斗の背中に手のひらでふれていたのは、春ではなく、聡明な黒い瞳をした上級生だった。

　佐さ伯えきさん……。

「……どうして」

　チャイムは鳴らなかったし、マンションの入り口はオートロックだ。なのにどうして冴さ音お子こが部屋にいて、そんなに切なそうに北斗を見おろしているのだろう。

「エントランスで……三みツつ泉いずみさんに会ったわ……。入れ違いで、わたしがきみのところへ来たの……」

　ああ……そうだったのか……。

　佐伯さんは、春となにか話したのだろうか……。

　春はどんなふうだったのだろう。

「……三ツ泉さん、とても哀しそうな顔で、もうほくちゃんは、わたしといっしょにいてくれないと言っていたわ……」

　胸がズキリとした。

「……でも、きみもとても哀しそうだわ。北ほく斗とくん」

「……春はるは……オレが春の兄でも……かまわないって、言ったんだ……。オレも、同じことを思った。あの日、うちで父さんに会わなければ、オレは春が妹だなんて知らなかったし、とっくに恋人同士になってた……兄妹だって知らなければ……なんの問題もなかったんだ……」

　頰ほおを、涙が伝い落ちてゆく。

　冴さ音お子こが北斗の背中を撫なでてくれる。

　化学室で、春に決別を告げたときも、頭を抱えて苦悩する北斗に声をかけてくれたのは冴音子だった。

　甘塩っぱい桜さくら餡あんのどら焼きを差し出し、わたしとおつきあいをしましょう、と北斗が啞あ然ぜんとするような提案をしてきた。

　春は妹なんだから、という北斗のつぶやきを聞いた冴音子は、様々なことを察し、自分のようなパーフェクトな彼女ができたら、彼女もあきらめて北斗から離れてゆくしかないだろうと言った。そうして、相当不自然ではあったが、それまで縁もゆかりもなかった北斗の彼女の役をこなしてくれた。

「……茶話会で三みツつ泉いずみさんに、異母兄弟と禁断の恋をして結ばれなかった但馬皇女たじまのひめみこの話をして意地悪をしたのは、三ツ泉さんが、北斗くんの妹だと知っているのではないかしらと思ったからよ……。わたしが桜のすあまに、心に秘めたものを吐き出す薬を入れたと言ったら、とても動揺していたから……」




　──その花びらには、胸に秘めたものを洗いざらい語らずにいられなくなる薬が入っているわ。




　──ご、ごちそうさま……でした。




　赤くなり、白くなり、青くなり、顔をくしゃりとゆがめ、目をうるませて、逃げるように北斗の教室から出て行った春。

「北斗くんしか知らない秘密を、三ツ泉さんも知っていて、あえて黙っているなら、それを思い切って引きずり出してしまおうと考えたのよ……。その上で、あなたは北斗くんの妹だから恋人にはなれないと突きつければ、あきらめざるを得ないと思って……」

　冴音子の瞳が曇る。

「三ツ泉さんが……あんなに激しい気持ちを、北斗くんに抱いているだなんて……わたしの想定外だったし……完全にミスだったわ……。北斗くんと三ツ泉さんのことを、わたしはなにひとつわかってはいなかったのに……わかったつもりでいたの。そのせいで、三ツ泉さんも、北斗くんも、余計に傷つけてしまったわね……」




　──それは、わたしがほくちゃんの妹だからっっっ！




　喉のどが裂けそうな声で叫び、畳に突っ伏し号泣していた春はる。

　あのとき冴さ音お子こは、痛ましそうに眉まゆ根ねを寄せていた。

「……本当にごめんなさい」

　出会ったときからずっとマイペースに振る舞っていた変わり者の上級生が、後悔と申し訳なさでいっぱいの声で謝罪する。

「……佐さ伯えきさんのせいじゃない……オレが、春が血の繫つながった妹だって知ったあとも、兄としてなら今までどおりいっしょにいてもいいんじゃないか……なんてことを考える、大バカのあまちゃんだったから……」

　こんなに好きなのに、兄として見守るなんてできるはずがなかったのに。

　清らかだったはずの気持ちがどんどん濁っていって、自分の中の欲望がふくらんでゆくのを制御できなくなって、今度は春を突き放した。

　それでも春は哀しそうな目で北ほく斗とに近づいてきて──そんな春に対しても、曖昧な態度をとり続けた。

「佐伯さんが彼女の役を引き受けてくれて、あんなに頑張って春をあきらめさせようとしてくれたのに、オレはずっと春を拒否しきれなくて……佐伯さんを悪役にして……」

「それは気にしないで。わたしは悪役向きだから」

　そんなことはない。佐伯さんはいつもとても親身で、オレたちのためにいろんなことをしてくれた。ぐずぐずと煮え切らず、情けなかったのはオレのほうだ。

「……春に友達がいないのも、本当はオレのせいなんだ。春は小さいころ、よく男子にいじめられて……女子からも仲間はずれにされていて……でもそれは、春が可か愛わいかったから、男子は春にかまいたかっただけで、女子も春にやきもちをやいていたんだ……」




　──みんな、わたしのことがきらいなの……。




　──おれが春のそばにいる。いつも春を守ってやる。




　──うん。ほくちゃんがいれば、ほかにおともだちはいらない。




　涙に濡ぬれた頰ほおをほころばせて笑う、小さな春。

　自分だけに向けられる春の信頼も好意も、北斗にはとても誇らしく、甘いもので。

「オレは……春に頼られるのが嬉しかったし、春がオレにしか懐かないのも、きっと自慢だったんだ。オレが春はるを庇かばうから、春はどんどん仲間はずれになっていったし、春の世界からオレ以外のやつは、どんどんいなくなっていった。そのことを、心のどこかで喜んでいたんだ。そうすれば春はオレだけの春で、春をひとりじめできるから」




　──ほくちゃんがいれば、いいんだぁ。




　可か愛わいい春。

　か弱い春。

　臆病な春。

　泣き虫の春。




　いつも北ほく斗との背中に隠れて、北斗の服の裾すそを握って、北斗に頼りきって、北斗にだけ無邪気な笑顔を向けてくる春が愛しくて、ずっと弱くて泣き虫な春でいてほしかった。

「オレが──春をオレに依存させて、春を独りにしたんだ……オレのせいで、春はオレしか好きになれなくなった……全部、オレが……」

　春が友達を作れるように考えてやればよかった。

　女の子たちと遊べるようにしてやればよかった。

　オレがいなくても楽しく過ごせるように。

　オレにすがる必要なんてまったくない──他に助けてくれる人たちがたくさんいる、そんな幸せな女の子にしてあげられたら──オレがゆがめなければ、春はそんな明るく可愛い人気者になっていたかもしれないのに。

　ベッドに横になったまま両手を顔でおおってしまった北斗のほうへ、冴さ音お子こが身をかがめる。震える北斗の背中を優しい手つきで撫なでながら、切なそうに言う。

「きみはまだたったの十六歳よ……すべてが完璧というわけにはいかないわ……。そのことを悔やしがってもいいけれど……そんなふうに自分をいたぶるみたいに、責め続けるのはやめて……」

　上から聞こえくるしっとりとした声には、切実な気持ちがこもっていた。

　まるで以前にも、自分に絶望した相手と、その末路を見て来たように……。

「北斗くんはじゅうぶん勇敢だったわ……。三みツつ泉いずみさんに、妹とはもういっしょにいられないと、はっきり伝えたのでしょう……？　三ツ泉さんも今は辛いだろうけれど、北斗くんがはっきり拒否してくれたから、これで前に進めるわ……。大丈夫……きみの妹は、きみが考えているほど弱くない……。このわたしを相手に引かなかったくらいだから、とても強いし、強くなれるわ……幸せになれるわ……」

　指の隙間から、なまぬるくて塩辛い水がにじみ出て、手のひらを流れてゆく。




　春はるが世界で一番幸せになればいい。




「きみもよ、北ほく斗とくん。もうすぐ誕生日でしょう？　その日は、わたしと楽しく過ごしましょう。もう、きみの彼女でいる必要はなくなったけれど、わたしは情が深い女だし、北斗くんのことも気に入っているから、誕生日が終わるまでは、北斗くんの美人で聡明でパーフェクトな彼女でいるわ……」

　窓の外から、雨音が聞こえてくる。

　変わり者で優しい上級生の声は、どこまでも優しかった。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　雨の中を、春は制服で走っていた。

　髪はぐっしょり濡ぬれて額や首にはりつき、シャツの襟元から冷たい雨が伝い落ちてきて、下着もしめっぽい。

　目は赤く、うるんでいて、そこからも、塩辛い水がぽたぽた落ちてくる。

　苦しくて、ハァハァ浅い呼吸を繰り返して住宅街の道を走る春の目に、青い傘をさした男子生徒が映った。

　春と同じ学校の制服を着た、足がすらりと長く、爽さわやかな甘い顔立ちをした彼は、相あい羽ば遥よう平へいだった。

　上から下までびしょ濡れで泣いている春のほうへ、おだやかな表情で歩み寄ってきた遥平は、春の上に傘をかかげて言った。

「彼氏の出番かな、と思って」










五章







　月曜と火曜を、自宅のベッドでおとなしく過ごした北ほく斗とが登校したのは、水曜日だった。

　朝から天気がよく、リビングでトーストとハムエッグとコーヒーで朝食をとる北斗に向かって、窓から澄んだ透明な光が降り注いだ。

　今日は一日中、天気が良さそうだ。

　携帯を見ると、父親からメッセージが届いていた。

　今朝がた、北斗の弟が生まれたらしい。麻ま由ゆ子こさんと生まれたばかりの息子の三人で撮った写真が添付されている。赤ん坊はすやすやと眠っていて、父も麻由子さんも笑っている。




　麻由子さん……元気そうだ。良かったな……。




　離婚した妻が育てている娘が、実の兄である息子とキスしようとしているところを見てしまい、激しく絶望し、自分たちは呪われていると、すすり泣いていた父は、今はこんなに安らかな表情を浮かべている。

　春はるの母で、北斗にとっても母にあたる人も、だいぶ前に再婚し、父親違いの弟と妹は元気に小学校に通っているという。家族仲はとても良いと……。

　別れたあと一切の交流を絶つなんて、きっと自分たちの父と母はひどい別れかたをしたのだろう。

　それでも、みんな過去を忘れて、前へ進んでいる。




　父に『おめでとう、麻由子さんもお大事に』と返信して、家を出る。

　外もまぶしいほどの陽射しだ。

「おはよう、北斗くん」

　駅の改札を出たところで、冴さ音お子こが待っていた。

　長い黒髪をさらりと流し、しとやかな風情で立っていて、北斗に向かってふわりと微笑んで、近づいてきた。

「佐さ伯えきさ──」

　冴音子がいたずらっぽく、咎とがめる。

「さ、お、こ──。お誕生日が終わるまでは、まだ恋人同士よ。わたしにも彼女気分を堪能させて」

「冴音子……さん」

「ここはもう一歩進んで、『冴さ音お子こ』と呼び捨てにしてみたら、あらたな関係がスタートするかも」

「それは……勘弁してくれ」

　冴音子が北ほく斗とのほっぺを、きゅっとつねる。

「北斗くんは、多少リップサービスを覚えたほうがモテるわよ。相あい羽ばくんのようになられても困るけれど」

　ちょっとすねてみせ、

「でもそうね、それがきみの魅力でもあるわね」

　と微笑んで、隣を歩いてゆく。

　校門を通りすぎ昇降口へ進むと、靴箱の横で一組のカップルが言葉を交わしていた。

　小さな彼女のほうへ彼氏が少し身をかがめて、明るい優しい目をして、あれこれ話しかけていて、彼女が真面目な顔でつぶやく声が、北斗の耳をかすった。




「……わたし、遥よう平へいくんのこと、好きになれるかな」

「オレはとっくに、はるるのこと好きだけど」




　彼氏のほうが晴れやかに断言して、彼女が恥ずかしそうに頰ほおを染めて……でも、困っている様子ではなく、

「ありがとう」

　と答える声に、ほのかな希望がこもっていて。

　一瞬足を止めかけた北斗は、顔や態度に気持ちが表れないように気をつけて、そのまま歩いていった。

　遥平たちが、北斗と冴音子に気づく。

　どちらも、誰も、なにも言わない。

　遥平が北斗を見て、任せとけ、というように目と口もとだけで笑った。

　その隣で春はるは、眉まゆをきゅっと八の字にして目を伏せて──細い指で遥平の袖を、ちょっとだけ、つまんだ。

　それは子供のころから、春が北斗に対して繰り返ししてきた仕草で──。




　ああ、春は相羽に、心を開いたんだな……




　淋さみしさと安あん堵どが入り交じった気持ちで、北斗は思った。

　今はまだひりひりとした哀しみのほうが強いけれど、きっとこれで良いのだと思う。

　自分たちの呪われた関係とは違う。あの二人は祝福され、幸福になることを許されている。

　冴さ音お子こがそっと手を握ってくる。

　北ほく斗とを気づかってくれているのだろう。

　優しい〝彼女〟に対して感謝しかない。

　そのまま春はると遥よう平へい、北斗と冴音子の位置は離れていった。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　北斗の十七歳の誕生日は休日で、朝から灰色の雲が広がっていた。

　雨が降りそうなのを、ぎりぎりでこらえているような不安な空模様で、

「逆に、涼しく過ごせていいわ。雨が降ったら、それもまたイベントのひとつよ」

　駅で待ち合わせた冴音子は、そう言って笑った。

　今日の冴音子は清せい楚そなワンピースを着ている。体の線に沿うすっきりしたデザインで、おしとやかなお嬢様に見えた。実際、老舗しにせの和菓子屋のお嬢様なのだが、普段は変人っぷりのほうが際立つ冴音子が、今日は、

「お待たせしました、北斗くん」

　と、しとやかに挨あい拶さつをし、

「今日は、北斗くんのお誕生日で特別な日だから、わたしも最大限に彼女力を発揮するわ」

　と、言っている内容はともかく、口調は優しく、ほんのり頰ほおを染めて微笑む様子も魅力的だった。

「ワンピース……似合ってる」

　北斗が感想を述べると、嬉しそうに、

「そう、わたしはやればデキる女よ。なにしろもとがスーパー美少女だから」

　と言った。

　今日のデートは動物園からはじめるという。

「わたし、こちらの手が空いているのだけれど」

　と冴音子が左手を、しとやかにひらひらさせて、北斗が、

「……えーとじゃあ」

　と言って、その手をつなぐと、にっこりした。

　そうして二人で、動物園への道を歩き出す。

　途中の桜並木は、ピンクの桜の花の代わりに、若々しい緑の芽や小さな葉っぱがつきはじめている。

　冴音子と、なにから見ましょう？　人気は赤ちゃん虎と、ペンギンショーらしい、でも、わたしはコアラが気になるわ、などと話しながら、軽い足どりで進んでゆく。

　まるで本当に彼女とデートしているみたいだ。

　きっと周りからも、そう見えているだろう。あんな綺き麗れいでしとやかな子が彼女で、うらやましいと思われているかもしれない。

　いや、誕生日が終わるまでは、冴さ音お子こは北ほく斗との彼女だ。せっかく冴音子が張りきって計画を立ててくれたのだから、今日は十七歳の誕生日を楽しもう。




　……春はるの誕生日は、相あい羽ばが祝ってくれているのかな……。




　遥よう平へいの袖をつまんでうつむいていた春を思い出して、胸がまたチクリとしたけれど、すぐにその顔を頭から振り払った。

　もうこの先、春と二人で誕生日を祝うことはないのだから。

　北斗の父と春の母が、今は新しいパートナーと幸せな家庭を築いているように、自分たちもこの痛みや激情を忘れる日が来る。

　そして思うはずだ。

　あのとき一時の感情に流されて、バカなことをしなくてよかったと。

　きっと、春も……。

　空は雨が降りそうで、降らない。冴音子が言うように空気が涼しくて、休日で混んでいる園内を歩くにはちょうどいい。

「カバのあくびには哲学を感じるわね……。あんなふうにどっしりゆったり、生きたいものだわ」

「そういうところ、冴音子さんはじゅうぶんカバに似ている。周囲を気にせず大きな口であくびをして、なのに威厳があるところとか……」

「カバは好きだし、リスペクトしているけれど、彼氏に面と向かってカバに似ていると言われるのは、複雑だわ」

「キリンにも似ているよ。高いところから悠然と見おろしているところが」

「それはまさしくそのとおりね、と胸を張りたいところだけれど、どうしてかしら？　やっぱり複雑ね」

「なら、パンダ……とか？　どれだけ注目されても、マイペースなところが……」

「パンダは確かに一番人気だけれど……わたしは、あんなに毎日ごろごろ寝転んでいるような怠け者ではないわ」

「じゃあ、チーター。スマートなところが」

　冴音子が気に入りそうな動物を、次々あげてゆく。

　ようやく、ミーアキャットで、

「それは〝彼女〟をたとえるのにふさわしい、愛くるしい動物ね」

　と満足そうにうなずいたが、冴音子のどのへんがミーアキャットなのかは〝彼氏〟の北斗にも謎なぞだった。

　小さくて、ちょこまかしたミーアキャットは、むしろ春はるのイメージで……。




　──ほくちゃん、あの子たち、ちょこちょこしてて可か愛わいいね！　えーと、ミーアキャットだって。




　春と二人で動物園に来たときのやりとりが、不意打ちで浮かんだ。

　そうだ、ミーアキャットを最初に見たのは春とだった。

　あれは中学二年の夏休みで、自分たちが血の繫つながった兄妹であることを、北ほく斗とも春もすでに知っていた。

　北斗は兄として春を見守る決意をし、春は北斗の妹であることを知らないふりをして、幼なじみとしての関係を続けてゆくことを望んでいた。お互いに秘密を抱いていて、許されたつもりになっていた。




　──あ！　今、あの子、こっちむいた。きょとんとしてる。可愛いねぇ、ほくちゃん。可愛いねぇ。




　──なんか春に似てるな。




　──え、それ、わたしが小さいから？　もぉ、ほくちゃんが一人で大きくなりすぎなんだよっ。同じ日に生まれたのに、ほくちゃんだけどんどん背が伸びちゃって、ずるい。




　──そう言われてもなー、やっぱり男と女じゃ成長速度とか違うんじゃないか。




　──じゃあ、わたしも、五年くらいしたら、ミーアキャットからカンガルーくらいになるかな。




　──あー……どうだろう。




　──うぅ、そこは希望を持たせてよぉ。




　眉まゆをきゅーっと八の字にする春に、ボソリと、




　──春は……小さいほうが、可愛くていいんじゃないか。




　と、つぶやいたら、一瞬淋さみしそうな顔をして、




　──えへ……へ、そうかな？　可か愛わいいかな。




　と、照れ笑いした。




　──じゃあね、今度はほくちゃんに似ている動物を、わたしが見つけてあげる。




　そう言って園内マップを広げて、それをじーっと見つめて、




　──あ、ここ！　ここに、ほくちゃんがいるよ！




　春はるが北ほく斗とを引っ張っていったのは、ハイイロオオカミの檻おりの前だった。

　透きとおった目をした灰色のオオカミが、かったるそうに見返してくる。




　──え？　オレ、こんな感じ？




　──うん、ほくちゃんは教室に一人でいるとき、こんなにふうに、やる気なさそうにぼーっとしてる。




　それは、ぼっちの陰キャラということかと、顔をしかめると、




　──それにほくちゃんも、オオカミみたいでカッコいいよ。




　と目をふわっと細めて言った。




　──それとね……オオカミは一夫一婦制なんだって……。一生、たったひとりきりの相手と添い遂げるんだよ……。




　素敵だよね……と、春は夢見るような瞳をしていた。

　それから眉まゆをきゅっと下げて、つぶやいた。




　──でも……そのひとりきりの相手がいなくなったら、残されたオオカミは、どうなっちゃうんだろうね……。




　──きっと……とても淋さみしいよね……。




　──だから、わたしがオオカミだったら、相手のオオカミが死ぬとき、いっしょに死にたいな……。




　あのとき春はるの表情が急にひんやりして、北ほく斗との胸はざわめいた。

　けれどすぐに春は、にこにこして、




　──このオオカミさんもひとりで淋しそうだから、お嫁さんが来てくれるといいね。動物園のアンケートに、いっしょにそう書こう。




　などと言い出して、




　──……このオオカミ、メスみたいだぞ。




　と指摘してやると、




　──えええええっ、じゃあ、お婿さんを連れてこなきゃだ！




　と、のけぞったまま、両手をぱたぱたさせていた。




「北斗くん？」

「え、あっ」

　冴さ音お子こに声をかけられて、北斗は我に返った。

「ごめん、なんだっけ？」

「ペンギンのショーがはじまるから行きましょう」

「あ、うん」

「今、三みツつ泉いずみさんのことを考えていたでしょう？」

　ドキリとし、ごめん……と謝ると、冴音子は優しい顔になった。

「そんなにすぐに忘れられるわけがないわ。特に北斗くんたちのように、積み重ねてきたものが多すぎる場合は……。わたしはデキた彼女だから、彼氏が幼なじみの女の子との思い出にひたっていても、文句を言ったりしないわ」

「……冴さ音お子こさんは、オレにはもったいない彼女だ」

「そう、それが、こんなにもパーフェクトな美少女であるわたしが、モテない原因なの。わたしがデキすぎていて、男の子は引け目を感じてしまうのね。ここはやっぱり、『デート中に、わたし以外の女のことなんて考えないで！』と騒いでみせるべきかしら？　今からそうする？　北ほく斗とくん？」

「い、いや……それは……」

「遠慮しないで。北斗くんの好みに合わせるわ。なんならこれから髪をカットして、ショートにしてみましょうか？」

　冴音子の場合、本当に理容店に駆け込みそうで困る。

「しなくていい。オレがショートの女子がタイプっていうのは、噓だから」

　恥ずかしさをこらえて、そう告白したら、

「ええ、知ってたわ」

　と、また優しい顔と理知的な声で言われた。

「ショートカットでスポーツが得意で、活発な女の子がタイプだと言ったのは、三みツつ泉いずみさんと正反対だからよね。三ツ泉さんの顔しか思い浮かばなかったから、三ツ泉さんと逆の女の子の特徴を並べた……。そうでしょう？」

　北斗もひっそりと認める。

「……正解だ」

「きっと三ツ泉さんも、気づいていたわ」




　──え？　なんで？　なんで？　ほくちゃん。




　北斗が好みのタイプを口にするあいだ、目を丸くして、なんで？　と言い続けていた春はる。

　タイプがどうとか考えたこともなかった……雨の日に児童館の庭で膝に顔を埋うずめて泣いている女の子に出会ったときから、その子が北斗のすべてになっていたから……。

　春は、なんで？　を繰り返したあと、




　──いいもん、いいんだもん……。




　眉まゆをきゅーっと八の字にして、いじけたようにそうつぶやいて、それから唇をゆっくりとほころばせて、はにかむような眼差しを北斗に向けて、言った。




　──わたしのタイプは、〝ほくちゃん〟だよ。




　そうして赤くなった頰ほおを両手でおさえて、えへへと、照れ笑いした。




　わたしは〝妹〟じゃなくて〝幼なじみ〟だから……ほくちゃんに一生片想いをしていてもいいんだよ～。ほくちゃんのことを大好きな〝幼なじみ〟でいていいんだよ～。




　そんなふうに、春はるは思っていたのかもしれない。

　北ほく斗とが〝兄〟であることを、春のそばにいる免罪符にしたように、春は〝妹だと気づいていない幼なじみ〟でいることで、北斗といっしょにいようとしたのだ。

　冴さ音お子この表情に影が落ち、切なそうな眼差しになった。

「ごめんなさい……そんな顔をさせるつもりではなかったのよ」

　北斗のほうこそ冴音子に申し訳なくて、胸がひりひりした。よほどオレは情けない顔をしているのだろう。

　鼻にぽつりと冷たいものが落ちてくる。

　頰にも、腕にも。

「いやだわ。空まで泣きはじめて」

　冴音子が顔をしかめ、

「中に入りましょう」

　と北斗をうながし、屋根のあるほうへ走り出す。

　動物園で休日を楽しんでいた他の人たちも、ばたばたと移動をはじめた。

　雨がいきなり激しさを増し、空も暗くなった。地面に勢いよくあたった雨粒が、ライトの光りの中ではじけ、踊る。

「これだと外をまわるのは厳しいわね。屋内スペースへ行ってみましょう」

　冴音子が動物園のアプリで園内マップを確認していると、

「え、あら？」

　口がへの字に曲がり、目も険しくなった。

　好ましくない相手から電話が入ったようだ。

　着信表示をいまいましげに睨にらんだあと、通話に切り替え、

「なぁに？　わたしはデート中よ」

　と冷たく言う。

　すると、遥よう平へいの声が聞こえた。ひどく焦っていて、

『緊急事態だ！　はるるが、いなくなった！』

　と叫ぶ声が、北斗の耳を貫いた。

「どういうことなの？　相あい羽ばくん。今日は、きみと三みツつ泉いずみさんもデートだったのでしょう？」

『そのデートの真っ最中に、消えちゃったんだよ』

「相あい羽ばくんがヘマをして、三みツつ泉いずみさんが気分を損ねて一人で先に帰ったということ？」

『ああそうさ、オレとしたことが、完全に選択をミスった。やっぱりアクションじゃなくて、ラブストーリーかアニメにしとけばよかった。でも、笑えるアクションってふれこみだったから、今のはるるにはちょうどいいかなって──』

「要点を話しなさい、要点を」

『笑えるアクションコメディのはずが、実はラスボスの女科学者が、昔亡くなった恋人を救うために、ループを繰り返すってオチだった！　で、結局女科学者も死んで、迎えにきた恋人と手をつないで、あの世に旅立つ、みたいなエンディングで、号泣必至ってやつだ。あちこちからすすり泣きが聞こえて、はるるも泣いてた。映画を見終わったあと、カフェで昼メシしながら映画の話とかしてたんだけど、はるるは、ずっと暗くて……」




　──死んで生まれ変わったら、ほくちゃんときょうだいじゃなくなるのかな……。




　そんなふうにつぶやいたという。

　遥よう平へいがドキッとしながら、




　──映画の場合はループだから、赤ん坊のころに戻っても、はるるが北ほく斗とっちの妹なのは、変わらないぞ。




　と普通に映画の感想を語り合っている口調で言うと、春はるも笑って、




　──そうだよねぇ。転生ものじゃないしねぇ。でも最後に恋人さんが迎えに来たシーンで、ああ、やっと二人は結ばれたんだなぁって思ったんだよ。




　そう言ったのだと。




　──生まれ変わって、今度は幸せな恋人同士になれるといいねって。




　春の声も表情も、おだやかに見えたけれど、無理をしている感じもしたという。

　北斗に秘密をぶちまけて、別れが決定的になってからまだ数日しかたっていなくて、気持ちが不安定なのはしかたがないだろうと。

　食事を終えて、そのままカフェで話していると、春がトイレに行くと言って席を立った。

『ビルの中のカフェだから、トイレは店の外にあって、行き帰りに時間がかかるんだけど、三十分たっても戻ってこなくて、店員のお姉さんに様子を見に行ってもらったら、誰もいなかったって』

　春はるは携帯もバッグも、置いていったという。

『オレとデートするのがいやで帰っただけなら、全然いいんだ。けど、携帯も持たずにいなくなるって、おかしいだろう？』

　その前に春が、生まれ変わったら、などと不穏な発言をしていたこともあり、遥よう平へいはこれは緊急事態だと、冴さ音お子こに連絡をしたのだと。

『北ほく斗とっちなら、はるるの行きそうな場所に心当たりがあるんじゃないか？』

　冴音子の携帯から聞こえてくる遥平の声は、切せつ羽ぱ詰まっており、冴音子の表情も厳しくなる。

「手分けをしてさがしましょう。わたしは三みツつ泉いずみさんの自宅へ行ってみるから、相あい羽ばくんは学校へ向かって。北斗くんは、それ以外で三ツ泉さんが行きそうな場所をお願い」

　冴音子がてきぱきと指示し、北斗も胸に込み上げる不安を感じながら、「わかった」と答えた。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　春は定期券をポケットに入れていたので、電車に乗れるはずだと遥平が言い、北斗と冴音子も動物園を出たあと駅へ戻り、そのまま春の自宅の最寄り駅まで移動し、改札の外で別れた。

「三十分ごとに連絡をしあいましょう」

「ああ」

　雨は降り続け、折りたたみの傘では防げず、北斗の肩もズボンの裾すそも、ぐっしょり濡ぬれていた。道路にできた水たまりをスニーカーでバシャバシャと踏みつけ、北斗は走った。

　頭の中に、春の顔ばかりが浮かぶ。

　小学生の春。

　中学生の春。

　高校生になった春。




　──ほら、ほくちゃん。春北斗だよ。




　中学一年生のとき、学校の用事で帰宅が遅くなった春を送り、並んで通学路を歩いていた帰り道。川沿いの桜がピンクの花びらを、ひらひらと散らすのを、綺き麗れいだねぇ、とはしゃいで見ていた春が、北の空を指さし、嬉しそうに言った。

　そこには三つの明るい星が輝いていて、それは、ひしゃくの柄の部分で、他の四つの星をつなげると、ひしゃくが完成する。




　──わたしとほくちゃんの星だよ。




　二人でひとつの名前。

　それがあのころは、運命のように感じられて、春はるとこの先何度もこの空を見上げて、春北斗をさがして笑いあうのだと、あたりまえのように思って、胸をとどろかせた。




　オレはずっと春といっしょにいるんだ。

　中学生になってからも変わらない。

　春を守るんだ。




　中学校の制服を着た春は小学生のときよりも、少しだけ大人っぽく見えて、そんな春に少しドキドキしながら。

　ごく自然に手をつないで、ひらひらゆらゆら舞い踊る桜の花びらの中、大好きな幼なじみの女の子と、春北斗を見上げていた。

　春が小さな声で『はるがきた』を口ずさんで、それがたまらなく可か愛わいくて、あたたかな懐かしさが、北ほく斗との体いっぱいに広がっていったのは、きっと何度も体験したことだったからだと、今になって苦しいほどに思う。

　まだ言葉も話せない赤ん坊のころから、きっと小さな手と手をくっつけて、この歌を口ずさんでいた。北斗の母親だった人が、優しい声で歌うそれを、赤ちゃんの春が、あぶあぶと歌って、北斗もいっしょに口ずさむと、可愛くにっこりして。




　はるがきたよ～。

　やまにはるがきたんだよ～。

　たににも、のはらにも、おはながいっぱいで、とりがないているよ～。




　ねぇ、たのしいね、ほくちゃん。

　うれしいね、ほくちゃん。




　わたしとほくちゃんがうまれた、はるがきたんだよ～。




　もしかしたら生まれる前から、母親の胎内でオレたちは抱きあい、ひとつの歌をうたっていたのかもしれない。

　両親が離婚して、自分に双子の妹がいることさえ知らなかったけれど、春と児童館の庭で会ったとき、あんなにも懐かしくて、愛おしいと感じたのは、魂が春を覚えていたから。




　──おれが守ってやるから。




　──うんっ、ほくちゃん。




　──わたしのなまえは、きせつのはるなの。




　──おれの北ほく斗とは、北斗七星の北斗なんだって。




　──そのピースは北斗七星だから、このへんだと思うぞ。




　床に広がる藍色の星空。

　埋め込まれてゆく、白く輝く星のピース。




　可か愛わいい春はる。

　大事な春。




　──オオカミは一夫一婦制なんだって……。一生、たったひとりきりの相手と添い遂げるんだよ……。




　──そのひとりきりの相手がいなくなったら、残されたオオカミは、どうなっちゃうんだろうね……。




　あのとき春はどんな気持ちで、その言葉を口にしたのだろう。

　兄である北斗が、いつか自分の前からいなくなる未来を想像して、恐れていたのだろうか？




　──わたしがオオカミだったら、相手のオオカミが死ぬとき、いっしょに死にたいな……。




　北斗のいない世界になんて生きていたくないと、思ったのだろうか。




　──ほくちゃんが好き……っ！　兄妹でもいいっ。




　──わたしはお母さんのおなかにいたときから、ほくちゃんのものだった！　わたしもずっと──ほくちゃんに、さわってほしかった！　キスしてほしかった！　ひとつに──なりたかったっっっ！




　春はるがぶつけてきた激情を、北ほく斗とは受け止めることができなかった。

　妹でもいいから、ほくちゃんといっしょにいさせてという健気な願いさえ、無理だと拒絶した。

　だって、兄貴のオレといっしょにいても、春は幸せになれないっ。

　結婚もできないし、子供も生めない。

　誰からも祝福されない。

　一生人目をはばかってビクビクしながら生き続ける──そんな地獄に、春を落としたくない！




　春が妹だとわかったときに、春から離れるべきだったんだ。

　オレたちはいっしょにいちゃいけなかったんだ。




　雨に濡ぬれた服が体にはりついて、動きにくい。雨音が、ずっと耳の中で響き続けている。

　頭の中に、春の笑顔、春のすねた顔、春の驚いた顔、春の安らいだ顔が、どんどん、どんどん、浮かんできて。

　北斗のすべてが春でいっぱいになる。

　春のことしか考えられなくなる。

　春の行き先なんて、ひとつしかなかった。

　二人が出会った児童館は、駅から歩いて三十分近く離れた場所にあって、当時から古くて小さかったけれど、雨に濡れてたたずむ様子は、いっそう古びて見えた。

　休日は閉館していて、それでも昔から北斗が児童館へ行ってみると、春は庭で北斗を待っていて、




　──春。




　と声をかけると、来るのがわかっていたというように、にっこりした。




　──ほくちゃん。




　そうして茂みのあいだに並んで座り、うたったり、おしゃべりしたり、庭に咲く花をぼーっと眺めたりするのだ。

　入り口の門は施錠されているけれど、小さな施設なので、あのころと同じように、門を乗り越えることも、裏から入ることも容易だった。

　厚く黒い雲が空をおおい、まだ夕方なのに夜のようだ。濡ぬれてすべりやすくなっている柵に両手をかけ、足をのせ、向こうがわへ飛びおりる。

　ぬかるむ土を踏んで、建物の裏にまわると、白い花をつけた茂みの横で、春はるが小さく体を丸めてしゃがみ込んでいた。

「……春」

　幼い春と、今、北ほく斗との目に映る春がだぶって、どちらも愛しくて、胸をいっぱいにして呼びかける。

　春が顔を跳ねあげ、北斗を見る。

　眉まゆをきゅーっと八の字に下げて、目をうるませて。唇を、ぎこちなく動かす。




「ほくちゃ……」




　春が北斗の名前を言い終える前に、北斗は濡れた草に膝をつき、春の細い体を夢中で抱きしめていた。

　ひとつの傘を差して二人で帰ったあの日、春を抱きしめ自分の中に荒れ狂う濁流に気づいてしまった日のように。

　あのときの百倍絶望して、それでも愛しさを止められなくて。

　ああ、もうダメだ。




「春……ごめん……オレ、無理だ……」




　小さな頭を自分の胸に押しつけ、あらんかぎりの力で抱き寄せる北斗の口から、懺ざん悔げの言葉が切れ切れにこぼれる。




「春を、はなしてやれない……」




「いっしょにいちゃいけないって、わかってるのに」




「兄貴でなんかいられないのに……全部、オレが悪いんだ。ごめん、ダメだ……ごめん……春、無理だ。ごめん……ごめん……」




　濁流にのまれる！

　流されてゆく！

　心も頭もぐらぐらに揺れ、絶望で引き裂かれそうで、なのにこの瞬間でさえ、春はるが愛しくてたまらない。

　たぎるような欲望を消せない。

　こんなに苦しくて、こんなに間違いだと感じているのに、止められない。




「どうしたらいいんだろう。オレは春の兄貴なのに……オレたちは、兄妹なのに……」




　春を抱きしめる腕も手も、力の加減ができない。春は痛いんじゃないか、苦しいんじゃないか、折れてしまうんじゃないか、そんふうに考えて胸がしめつけられて、なのに手をほどけない。春も同じくらいの強さで北ほく斗とに抱きついている。




「……わたしも、妹なのに……ほくちゃんが好き。ほくちゃん以外、好きになれない……どうしようもないの」




　もう離れられない。




　バラバラになっていた二つのピースがぴったり合わさるように、お互いの気持ちをあきらかにしてしまった。

　もう、隠し通せない。

　離れられない。

　いっしょにいたい。

　どうしようもない。

　わからない。




　春が震える声で、北斗の耳にささやいた。

「ほくちゃん……わたしと、死んで」




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




　それ以外方法はないのだと、北斗も絶望でいっぱいの頭で思った。

　春と離れて生きるなんてできない。春を忘れることも、妹として見守り続けることも、無理だ。幼なじみでも、兄でもいられない。

　春をもっと強く抱きしめ返して、掠かすれた声で答えていた。

「ああ……行こう」




　傘はとっくに児童館の庭に放り出していて、二人で雨に濡ぬれたまま、線路にかかる陸橋の上まで歩いた。そこは夜は人通りが少なく、柵を乗り越えて飛びおりるのを咎とがめられることもないだろうと思ったのだ。

　春はるの小さな手を包むように握って、雨を吸ってぐちゅぐちゅと鳴る靴で進んでゆく。

「……ほくちゃん、好き」

「うん……」

「大好き……」

「うん……」

「ほくちゃんも、言って」

「春が好きだ……」

「わたしが妹でも……？」

「妹でも、好きだ……」

「わたしも、ほくちゃんがお兄ちゃんでも……ほくちゃんが好き」

「好きだ……春」

「好き……ほくちゃん」

　ずっと、言いたくて言えなかった言葉を、沈黙のあいまに、何度も何度も、お互いに言いあう。

　そのたび、胸が甘く痛くなって。

　それが嬉しいからなのか、哀しいからなのかも、わからない。

　それでも、もう今しかないから。

　今、口にしなければ、もう言えなくなってしまうから。

「春が好きだ……」

「好き……ほくちゃん」

　一生分の、好きを、何度も何度も──。

　雨に濡れた体がどんどん冷えてゆく。つないだ指先だけが、ほんのりとあたたかく、苦しいほどに甘い。

　薄暗い街灯に照らされて、陸橋の上に辿たどり着く。

　電車が唸うなりを上げて、すれ違った。

　それを見送ると、また次の電車がやってくる。

　そうやって、何本か電車が過ぎるのを見おろして。そのあいだは、北ほく斗とも春も、どちらも口をつぐんだままだった。

　心が麻ま痺ひしてしまっているように恐怖はなく、ただ春がたった十七歳で命を終わらせてしまうのは不ふ憫びんに感じていた。




　かわいそうな春はる。




　オレもいっしょに逝ゆくから……。




「ほくちゃん……手伝って」

　春は力が弱く橋の欄干にうまく上がれないようで、北ほく斗とが春を両手で抱き上げてやると、そこから北斗を見おろして、眉まゆをきゅーっと八の字にして泣き笑いした。

「ほくちゃんに、ダッコされちゃった……嬉しいな」

　そうして、欄干に腰かけた。

　今、春を押しやれば、春の細い体は、線路に向かってあっけなく落ちてゆくだろう。

　北斗も欄干に手をかけ、その手にぐっと力を入れ、自分の体を持ち上げる。足を欄干にのせて、ぶらりと向こうがわにおろして、春と並んで──。

　そのあいだ春は眉を下げたまま北斗を見つめていて。

　小さな手が、すぐ隣にある北斗の服を、きゅっとつかむ。

　電車が前後から走ってくる。

　ごめん、春。




　そのとき、叫び声が聞こえた。




「やめなさいっっっ！」




　冴さ音お子こだった。

　傘を差した冴音子が、陸橋の階段を駆け上がってくる。

　遥よう平へいもいっしょだ。

「はるる！　北斗っち！」

　遥平は、北斗たちの姿を確認するなり、風のように冴音子を抜き去り、階段をいっきに登り切ると、傘を放り出し両手で春をつかんだ。

「！」

　欄干から身を躍らせようとする春を、遥平が抱えるようにして引っ張り、欄干からおろす。春に服をつかまれていた北斗も、バランスを崩して仰向けになる。

　視界に真っ暗な闇が広がり、そのまま落下してゆきそうな北斗を、ぎりぎりで冴音子が支えた。冴音子が尻餅をつき、北斗が冴音子の上に倒れ込む。

　冴音子は北斗を強い力で突き転がすと、北斗の襟もとをつかみ上げ、上半身を引き起こした。

　そうして、北ほく斗との頰ほおを思い切り叩いた。

　一度では足りないようで、二度、三度と叩き、遥よう平へいにはがいじめにされた春はるが、

「やめて！」

　と訴えると、今度は春のほうを向いて、春の頰も叩く。

「おい、佐さ伯えきさん」

　遥平が声をかけるが、また春を叩き、目をつり上げて叫んだ。




「今っ、なにをしようとしていたのっっっ！」




　その声は、手で打たれたよりも強く鋭く、北斗と春の胸を打ち、響き渡った。

　雨にぐっしょり濡ぬれた冴さ音お子こが、歯を食いしばり、頰を引きつらせ、声を上げ続ける。




「わたしは──人は、どんなことがあっても生きなきゃならないなんて一般論を口にするつもりはないわっ！　生きているほうが辛くて、死ぬことでしか救われない人に『生きろ』なんて傲慢で残酷なことは言えないっ！」




「だからといって、死んでもいいのよ、なんて、絶対っ！　なにがあってもっ！　たとえわたし自身が殺されたって言ったりしないし、きみたちは今、死を選ぶべきじゃないと、断言するわっっっ！」




　冴音子の言葉が、北斗を、春を、打ち据える。

　濡れた髪を振り乱して叫ぶ冴音子も、苦しそうで、哀しそうで、心の底から怒っていて。




「きみたちが死ぬのは、ただのあまえだわ！　逃げだわっ！　勝手に死のうとしたきみたちに、わたしも勝手に言わせてもらうわっ！　きみたちの絶望なんて思いやっていられないほど腹が立っているのよっっっ！」




「自殺というのは、本人だけが死んだら、それで終わりじゃないのよっ！　そもそも電車に飛び込んだら、運転手も乗客も死体を片づける人たちも、賠償金を背負わされる家族も、大っっっっっ迷惑でしょう！」




「だからといって、迷惑かからない自殺方法を選べとすすめているわけではないのっっ！」




「きみたちが自ら死ぬことで、きみたちの身近な人間も、心の一部が死ぬのよっ！　きみたちといっしょに死を体験するのっ！　それまであたりまえにあったものが、いきなり奪われるのっっっ！　死んだほうはそれでおしまいでも、残されたほうはそのあとも空白を抱えて生きなきゃいけないのよっっっ！」




　雨が冴さ音お子この肩に髪にあたって、はじける。

　冴音子の怒りは止まらない。北ほく斗とも春はるも、その怒りにのみこまれ、茫ぼう然ぜんとしている。




「わたしは、死による解決が、この世で一番嫌い！

　死んで終わり、という浅はかな物語が一番許せない！」




「人はわざわざ自分で死ぬために生まれてくるんじゃない！

　生きるために生まれてくるのよ！

　生まれてしまったら、生きなきゃならないのよ！

　しんどくたって、大事なものをなくしてしまったって、欲しいものが手に入らなくたって、なんとか折りあいをつけて、生きていかなきゃならないのよっ！」




　なぜ、他人の北斗たちのために、これほど冴音子が怒り、苦しんでいるのか、北斗も春もよくわからない。

　それでも冴音子の声は、胸を打ち、貫き、震わせた。

　春がぽろぽろ泣き出す。

　それを見て、北斗は自分たちは、なんてバカなことをしようとしていたのだと思った。

　冴音子と遥よう平へいが止めてくれなかったら、春を死なせているところだった。




「生きかたがわからないのなら、わたしに相談しなさい！！！　わたしを頼りなさい！

　すぐに百通りくらい提案してあげるわ！　それでもダメなら千通りでも、万通りでも提案してあげる！　勝手に死なないでっっっっっ！　勝手に全部捨てないでっっ！」




　誰かが通報したのか、パトカーと救急車のサイレンが聞こえた。

　人が集まってきて、それをまるでドラマの中の出来事のように感じながら、北斗は冴音子の言葉を嚙かみしめていた。










六章







　きみたちは、千も万もある選択肢の中で、一番卑怯で怠惰でくだらない道を選んだと、最後まで厳しい口調で、冴さ音お子こは言った。

　北ほく斗とはずっと学校を休んでいた。

　警察からそれぞれの家に連絡がゆき、北斗と春はるの生みの親たちは、おそらく十数年ぶりに顔を合わせた。

　二人とも青ざめきっていて、春によく似た小柄な女性は泣いていたし、新しい家族を迎えて幸せいっぱいだった父も不幸のどん底の顔をしていた。




　──おまえたちは、もう会っていないと思っていたのに。




　父は苦痛に満ちた声で言った。

　それから、すまなかった、と謝った。

　春の母親も、




　──ごめんなさい、春、ごめんなさい、北斗。




　と泣きながら頭を下げ続けて。

　二人が離婚したのは、母が双子の赤ん坊を抱えきれず、深刻な育児ノイローゼに陥ったためであることを、はじめて聞かされた。

　春は未熟児で体が弱く、春の看病をしている最中に北斗がぐずると、叩いてしまったり。父は転勤したばかりで仕事が忙しく、そんな母を気遣えず、母の精神状態はますます危うくなっていった。

　ついに、春を生かすためには、北斗を殺さなければいけないとまで思いつめ、赤ん坊の北斗を湯船に沈めようとしていたところを父に止められ、離婚に至ったという。

　北斗は母の顔も覚えていなかったけれど、あたたかな印象を抱いていたのでショックだった。オレの存在は昔から母にとって呪いだったのだなと、体が冷たくなったけれど、傷ついてはいなかった。

　父も母もごく普通の善良な人たちで、不運な事情や失敗はあったにしても、親としての愛情を持って北斗と春を育ててくれたことは、よくわかっていて。自分たちを責め続ける二人の姿に、罪悪感でいっぱいになった。

　もし北ほく斗とたちが、あのまま電車に向かって飛び下りていたら、二人はもっと苦しみ、生き地獄を味わうことになっただろう。

　冴さ音お子こが、自殺するのは自分だけではなく、周りの人たちの心も殺すことだと言っていた意味を、あらためて理解した。

　本当に自分たちは浅はかで、身勝手な子供すぎた。

　父は転職を決め、麻ま由ゆ子こさんの実家のある九州へ全員で引っ越すことになった。

　それも全部北斗たちのせいだ。

　携帯を取り上げられ、春はるのアドレスも連絡先も含めて、すべてのデータを消去された。

　多分春の家でも、同じことが行われているだろう。

　そのことにも北斗はなんの異議も唱えず、受け入れた。

　北斗たちを飲み込んだ濁流は、洗いざらいを押し流し、あとには静かな廃墟だけが存在していた。

　人は生まれてきたからには、生き続けなければならないと冴音子が言っていた。

　だから、いつまでも空っぽのままではいられず、北斗もここからまた、新しく作り上げていかなければならない。

　春のことを思い出そうとすると、眉まゆをきゅーっと八の字にして目をうるませた、哀しそうな顔ばかりが浮かんだ。

　もう会えないのなら、笑った顔を覚えていたかった。

　きっとこれは、春と死のうとした罰なのだ。




　オレはこの先も、春の哀しそうな顔を胸に抱いて、どうにか生きていくんだろう……。




　新しい家に出発する日は、雨だった。

　麻由子さんと腹違いの弟は、すでに九州の実家で過ごしている。父は仕事の引き継ぎが残っていて、北斗は一人で先に向かうことになった。

「大丈夫、ちゃんと飛行機に乗るし、着いたら連絡するから」

　父はまだ心配そうだったけれど、会社に出勤した。

　家具がまったくない部屋の床に座って、コンビニで買ったパンと牛乳で食事をとり、スポーツバッグをひとつだけ持って、部屋を出る。

　マンションのエントランスを抜けると、外は雨で、あざやかな青い傘をさした遥よう平へいが、

「よっ、久しぶり」

　と笑って言った。

　もしかしたら冴音子が来るかもしれないと思っていたが、代わりに遥平が現れたことは意外だった。

「今日出発だって聞いたから」

「え……父さんに？」

　父は、春はるを含めて、誰にも北ほく斗とと接触してほしくなさそうだったから驚いた。

　遥よう平へいは曖昧な表情を浮かべ、

「んーまぁ、そのへんは、いろいろ。……佐さ伯えきさんの情報網もすごいけど、オレもまぁ、そこそこってことで」

　と曖昧に答えた。

　もしかしたら、あちこちで聞いてまわってくれたのかもしれない。

　父には後ろめたいけれど、春の状況を聞けるのは、ありがたかった。

「はるるもずっと学校を休んでて、ゴールデンウィーク明けに転校するって。今度は女子校だってさ。そりゃあ元気満々ってわけにはいかないけど、落ち着いてたよ。北斗っちに『いっしょに死んでほしい』って頼んだことを後悔してた」

　北斗の脳裏に、また眉まゆをきゅーっと八の字にした春が浮かんだ。

　やっぱり哀しそうな顔をしているけれど、また死を考えているのではなくてよかった。

　新しい学校では友達ができればいい……。

「オレの知り合いが、はるるの転校先にいるから、その子たちに、はるるのこと頼んでおくよ」

　遥平がそんなふうに言ってくれたのも、安心した。

　飛行機の時間に間に合うように空港に行かなければならず、北斗も傘をさし、遥平と並んで雨の道を歩き出す。

「北斗っちもさ……なんか、大丈夫そうだな」

「佐伯さんにビンタされて、説教されたおかげかな……。いろいろすっきりした。佐伯さんは……どうしてる？」

　春のことはもちろん気になっていたけれど、冴さ音お子このことも心配していた。

　あのときの冴音子は、本当に辛そうだったから。北斗たちを叩いた冴音子のほうが、手も胸も痛かったのではないか。

　遥平も真面目な顔になり、

「元気だよ。あの人は鋼鉄の女だから。でも……北斗っちとはるるが自殺未遂やらかして、警察に保護されたときは、めちゃくちゃ責任感じて、落ち込んでた。わたしが余計なことをしたからって……」




　──人が理性だけで行動するものではないことを、わたしは知っていたのに、三みツつ泉いずみさんに気持ちを全部吐き出させて、あとは時間がいい方向に持っていってくれるだなんて楽観視して……。三ツ泉さんの気持ちも、北斗くんの気持ちも、わたしが考えるより、ずっと強くて激しいものだったのに。




　そう言って、北ほく斗とたちを叩いた手を、ずっと震わせていたという。




　──二人が死んでいたら、わたしのせいだわ。わたしも浅はかだった。




「……あんなよわよわの佐さ伯えきさん、はじめて見た。北斗っちたちは死ななくて本当に良かったよ。もし北斗っちたちが、あそこで飛びおりていたら、佐伯さんも、ぶっ壊れていたかも」

　遥よう平へいがしんみりと言う。傘をさした横顔も、普段の陽気な遥平と違って、少し儚はかなく大人びて見える。

　北斗の胸もしめつけられて、また後悔でいっぱいになった。

「佐伯さんのせいじゃないのに」

　遥平がちょっと笑う。

「うん、オレもそう言った。でもあの人なにか使命感抱いているから。自分の視界に入った相手を、幸せにしたい──っていうさ」

　そう言って、傘をちょっとあげて、北斗のほうへ顔を向けて、目をきらめかせた。

「佐伯さんは、北斗っちのことも、幸せにしたかったんだ」




　──わたしとおつきあいしましょう。




　桜さくら餡あん入りのどら焼きを差し出し、真顔で信じられない提案をしてきた、綺き麗れいで変わり者の上級生。

　出会ったばかりなのに、北斗のために真剣に行動して、真剣に怒ってくれた。

　遥平が、いつか冴さ音お子こが北斗に向けたのとを同じ、優しい目をする。

「オレもさ、はるるを幸せにしたい。きっかけは佐伯さんの紹介だけど、つきあってみたら、めちゃめちゃ健気で一いち途ずで、いい子だったから」

　冴音子は遥平のことを、チャラいだの女の敵だのと、ぼろくそに言っていた。

　けどきっと、遥平はそんなに悪いやつではなくて、春はるのこともちゃんと気にかけてくれて、力になろうとしてくれていて、そんな遥平だから、冴音子は春を任せたのだろう。

「……春を、頼む」

　傘の下で、遥平に向かって深々と頭を下げる。

　すると遥平は明るい声で、

「あ、無理」

　と答えた。

　驚いて顔をあげる北斗に、アイドル系と称される、いたずらっぽく魅力的な笑顔で、

「オレ、もう失恋してるから」

　と言った。

「オレね、茶話会ではるるが北ほく斗とっちの妹だってカミングアウトしたあと、はるると賭けをしたんだ」

「賭け……？」

「オレはこの先、全力ではるるを口説くから、それでもはるるが北斗っちへの気持ちを変えなかったら、オレがはるるの魔法使いになって、はるるの恋を叶えるって」

　遥よう平へいの口調は、ひどくさばさばしていて、どこまでも明るかった。

「はるるを口説くのは、めっちゃ燃えたし、すげー楽しかった！　だって、はるるは全然オレになびかないんだぜ！」

　嬉しくてしかたがないという顔と声で語るのに、北斗は混乱している。

　まるで春はるが、北斗のことしか好きになれないことを喜んでいるみたいで。

　そんな女の子に出会えたことに、感動しているみたいに。

「〝ほくちゃん〟は、はるるが子供のころからずっとそばにいて守ってくれた、ナイトなんだってさ。でも、はるるは自分も北斗っちを守れるようになりたいって言ってた」




　──そしたらほくちゃんばかり、苦しまずにすむでしょう。ほくちゃんが苦しいことや、辛いことは、わたしに半分わけてほしいの。




「アプリの恋愛ゲームってさ、いろんな攻略相手がいるだろ？　ルートもいっぱいあって、選択肢によって、展開も結末も全然違ってさ。オレの恋愛って、全速力で総当たり戦をしてる感じなんだよね。とりあえず片っ端から突っ込んで、出会ってフラれてを、大忙しで繰り返してさ……楽しい思い出だったり、苦い経験だったりも残ったりするけど、それはもう終わったことで、『さぁ、次へ行こう』ってさ」

　遥平が笑顔で語る。ほんの少し自嘲混じりに感じられるけれど……。

「それはそれで悪くないし、これから経験するルートで、すっげーイイコトが待ってるかもしれないって希望もある」

　遥平のようにアイドル顔のイケメンでスポーツ万能で人気者だったら、人生はいいことだらけだろうに、未来への希望を語る瞳は、やはりどこか自嘲的で切なげだった。

　その瞳が甘くやわらいで、

「でも、はるるは、どのルートを通って、どの選択肢を選んでも、北斗っちしか好きになれないんだってさ！」

　また晴れ晴れとした声で言った。

「頭の中で、どれだけシミュレーションしても、結果は同じで、もうスタートの時点で、全部のルートが〝ほくちゃん〟なんだって。それって最高のバグゲーじゃねぇ？　人生で、たった一人きりなんてさ！」

　バグとはプログラムの欠陥のことで、バグゲーとは正しく動作しないゲームのことで、兄と妹でありながら、幼なじみとして出会って、互いを好きになってしまった自分たちにぴったりの表現で──でも、それを最高だと、真昼の太陽のような笑顔で断言する。

　たった一人きりの相手は、血の繫つながった兄妹なのに。

　それが呪いではなく、祝福であるというように。

「でも……春はるはずっと哀しそうだった。オレといっしょにいても、幸せそうじゃなかった」

　頭に浮かぶのは、眉まゆを八の字に下げて目をうるませた春ばかりで、あげくに春に死の選択までさせてしまった。

　遥よう平へいが即座に言う。

「それは、〝ほくちゃん〟が、はるるから離れようとしたからじゃん！　はるるが哀しそうだったのは、〝ほくちゃん〟がはるるのオンリーワンで、〝ほくちゃん〟を愛しているからだろう！」

　なんとも思っていない相手のことで、あんなに哀しそうな顔はしないと、遥平は言った。

　雨が降っていて、空は曇っているのに、遥平の周りの空気も、声も、言葉も、明るく澄んでいて。

「〝ほくちゃん〟だけが、はるるに哀しい顔をさせられる！　なら、笑わせられるのも〝ほくちゃん〟だけだ！」

　春は妹なのに。

　北ほく斗とは、春の兄なのに。

　血が繫がっているのに。

　遥平の言葉に、北斗を戒めていたすべてが根底からくつがえされ、砕け散る。

　遥平がなにか良い知らせを聞いたように、視線を後ろにそらし、光をいっぱい浴びたような生き生きとした笑顔になる。




「そら！　お姫様の到着だ！」




　なんてことだ。

　菜の花色のスカートをはいた春が、ライラックブルーの傘を片手に駆けてくる。

　目に涙をいっぱい浮かべて眉を下げて、息を切らして、まっすっぐに、北斗のほうへ。

　春が──。

　春が、来た。




「賭けは、はるるの勝ちだから、北ほく斗とっちが今日出発することを知らせたんだ。それと佐さ伯えきさんからも伝言だ」

　とんでもないことをしてくれた魔法使いが、冴さ音お子この言葉を北斗に告げる。




「他人が決めた倫理と道徳に縛られて、哀しみを背負って生きるよりも、二人が手をつないで笑っていられたら、それが正義だって──」




　春はるの姿が、どんどん大きくなり、近づいてくる。

　遥よう平へいが北斗の肩を、ぽん、と叩いて、春と逆方向に歩き出す。

　それもまた魔法のようで、遥平の手がふれた瞬間こわばっていた体が軽くなり、動かなかった足が春のほうへ向かう。

　手が届きそうな距離まで近づいて、北斗と春は同時に足を止めて、見つめあった。

　春は眉まゆをきゅーっと八の字にし、目をうるませている。

　哀しそうなその顔が、すっと息をのんだあと、ふわりとほころんだ。

　花が開くように、健気に、やわらかに。




「ほくちゃん、わたし、転校するの。女子校で、制服がすごく可か愛わいいの。それでね、わたし、新しい学校で友達を作る」




「クラスの子たちに、ちゃんと自分から話しかけて、部活も入る。そこでも、みんなと仲良くなれるように、頑張る」




「部活は、ハンドボール部かバレー部にするんだ。わたし、運動は苦手で体力もないから、ついていくのが大変かもしれないけど、やってみる」




「勉強も、文系科目だけじゃなくて、理系科目もちゃんとノートをとって、予習と復習をするね」




「弟と妹の面倒を見て、お母さんのお手伝いもして、一人で考えて行動できる、自立した人間になる」




「それでね、それでね──わたし、一人でも絶対、幸せになるっ！」




　両手で傘の柄を握りしめて、目をうるませて、でも笑って──健気に笑って──まっすぐな明るい声で──春はるが言う。

　小さな春。

　泣き虫の春。

　臆病な春。

　北ほく斗とがついていなければ、折れてしまいそうだった春が、自分の足でしっかりと立って、幸せになると宣言している。

　北斗の頭に、ずっとこびりついていた春の哀しそうな顔が、きらきらした笑顔に描き変えられてゆく。




「幸せになるからっ！　だからほくちゃんも、幸せになって！」




「ほくちゃんが楽しいと、わたしも楽しい！　ほくちゃんが嬉しいと、わたしも嬉しい！　ほくちゃんが幸せなら、わたしもうんと幸せだから！」
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　二人の上に雨が降る。

　冷たく刺すような雨ではなく、あたたかく包むような雨が。




「わたしたち、離れていても、別々の場所で、それぞれちゃんと幸せになろう！」




　万葉集の昔から、許されない恋も、禁断の恋もあって、穂積皇子ほづみのみこを愛した但馬皇女たじまのひめみこは、稲穂の先が一方向になびくように、あなたに心を寄せ続けると歌によみ、女性の身で朝の川を渡り、愛する人に会いにいった。

　北ほく斗とが弱いと思っていた春はるも、但馬皇女に負けない強さを持っていて、わたしたちは一人でも幸せになろう、と懸命な笑顔で叫んでいる。

　北斗の願いが春の幸福であるように、春の望みも、北斗が笑っていて、幸せでいることだから。

　春の魔法使いも、輝きに満ちた晴れやかな言葉で、オレは春を不幸にしかできないという呪いから、北斗を解き放ったではないか。




　──はるるが哀しそうだったのは、〝ほくちゃん〟がはるるのオンリーワンで、〝ほくちゃん〟を愛しているからだろう！




　──〝ほくちゃん〟だけが、はるるに哀しい顔をさせられる！　なら、笑わせられるのも〝ほくちゃん〟だけだ！




　春も北斗も、ずっと哀しかった。

　愛していた。

　哀しかった。

　愛していた。

　哀しくて、哀しくて。

　それでも愛していた。




　それはもう絶対に変えられない確かなことで、春に笑ってほしいのなら、北斗自身が心の底から笑わなければならなかったし、春の幸せを願うなら、北斗も気合いを入れて幸せにならなければならなかったのだ。

　そのことを、春の笑顔が教えてくれた。

　強く健やかに笑う春を見ているだけで、北斗の顔も自然にほころび、心が明るく澄んでゆく。

　ああ、そうだ。

　強くなろう。

　友達を作ろう。

　人と繫つながろう。

　目指すものを見つけ、すべきことをし、進んでいこう。

　幸せになろう。




　オレたちは、別々の場所で、それぞれに幸せになって、日々を誠実に生きていこう。




「オレも、一人で幸せになるよ、春はる」




　笑顔の北ほく斗とを見て、春は一瞬だけ眉まゆを下げかけて、けれど哀しい顔なんてせずに、心の底から嬉しそうに笑った。




「えへへ、そしたら、わたしはずぅっと幸せでいられるね」




　北斗が傘をかたむける。

　春と北斗、二人の姿を傘が隠す。

　唇がふれあう。




　さよならは、言わなかった。




　一人でひとつの傘をさして、北斗と春は別々の方向に歩き出した。

　胸の中に、それぞれの笑顔を抱いて。

　淋さみしく透きとおる幸せに包まれて。




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




「佐さ伯えきさんさ、そんなに気になるなら、自分で北斗っちに言えばよかったのに」

　春の訪れを確認したあと、童謡の『はるがきた』を口ずさみながら、爽さわやかな気持ちで雨の中を歩いていた遥よう平へいは、曲がり角にひそんでいた冴さ音お子こを見つけて、声をかけた。

　路地にはみ出た傘を、ぴくりと揺らし、唇をむっとさせて怒っているような恥ずかしがっているような顔で現れた冴音子に、目をなごませてそう言ったら、ますます不機嫌そうな顔をされた。

「わたしの役目は終わっているし、元カノがいつまでもでしゃばるものではないでしょう。イイ女は引き際を心得ているのよ」

「でも、学校サボったんだ」

「それはきみもでしょ。それに、わたしはサボりではなく、気分がすぐれなくて、少し休んでいただけで、これからちゃんと授業に出席するわ」

「なら、いっしょに登校しよう」

「よしてちょうだい。きみと同伴登校したりしたら、おかしな噂うわさが立って、わたしの清純なイメージが崩れるわ」

　落ち着いた知的な口調で言いたい放題の冴さ音お子こは、すっかり普段通りで、

「ああ、よかった。佐さ伯えきさんが元気になって」

　そんな言葉が笑みとともにこぼれてしまう。

　なにしろ北ほく斗とと春はるが自殺未遂をやらかしたのときの冴音子は、二人に何度もビンタをかましたあと、すっかり意気消沈して、見ていられなかったから。

　まるで冴音子が冴音子ではないようで、あんまり弱々しく肩を落として、手の震えを止められずにいるから、遥よう平へいは隣を歩く冴音子の手を握ってしまったくらいだ。

　普段の冴音子ならば、ぴしゃりと振り払っているだろうが、あの日はおとなしく握られていた。

　北斗たちを打ち据えた冴音子の手は腫はれていて、それでもほっそりとして、やわらかく冷たかった。




　──わたしは、どうすればいいのかしら。




　目を伏せたまま、そんな弱音まで吐いて。




　──そうだなぁ……佐伯さんは、北斗っちに、どうなってほしい？　オレは、はるるに笑っていてほしいな




　──……わたしも、北斗くんが、はりつけにされた聖人みたいに哀しい顔をせずにいられるといいと思うわ……。




　──なら簡単じゃん。




　──え……。




　──二人が、いっしょに幸せになればいいんだ。




　遥平の言葉に、冴音子はぐっと喉のどを鳴らして、泣きそうな顔をしたあと、つぶやいた。




　──いやね……。きみが言うと、本当に簡単そうに聞こえるわ……。




　遥よう平へいも、わかっている。現実はそんなにたやすくない。実の兄妹である二人がいっしょにいるのは、とてつもなく大変なことで、厳しいことだ。禁じられていることで、間違っていることだと、世間は言うだろう。




　それでも、オレと佐さ伯えきさんは味方だからさ。




　決して離れられない絆で繫つながった相手と永遠に相思相愛だなんて、最高のバグゲーだって、何度でも言ってやる。




「佐伯さんの伝言、北ほく斗とっちには心強かったと思うよ。はるるも前向きだったし、きっとあの二人は大丈夫だよ」

「……そうね」

　ささやく冴さ音お子この瞳に、切なさと祈りのようなものが浮かぶのを見て、遥平は尋ねた。

「佐伯さんは、どうして北斗っちに、あそこまでしたんだ？　佐伯さん、もともとお節介だけど、自分が北斗っちの彼女にまでなっちゃってさ。北斗っちは佐伯さんのタイプだった？」

「そうじゃないわ。ただ……実の姉に不毛な恋をして勝手に死んだ大バカ者を知っているだけよ……」

　冴音子の言葉に、ドキッとする。

「姉って、まさか」

「違うわ。わたしは当事者ではなく、なんて愚かなんだろうと思いながら見ていただけの傍観者よ」

　遥平の驚きをきっぱり否定して、また切ない目をした。

「……でも、そのとき、きみがいうようなお節介をやいていたら、なにか変わっていたかもしれないって……後悔したの。それだけよ」

　冴音子がひっそりと口をつぐむ。

　端整な横顔が傘に隠れる。あの夜、消え入りそうに儚はかなげだった横顔が、細くてひんやりした手の感触とともによみがえって、遥平もしんみりした。

　マイペースに生きているように見えて、冴音子も内に秘めたものがあるのだろう……。それは自分たちだけではなく、みんな多かれ少なかれそうなのかもしれないけれど。

　水たまりを軽やかによけて歩きながら、明るい声で、

「あ～ぁ、はるるにフラれて、またフリーになっちゃったな。フラれすぎじゃね？　オレ？」

　と、ぼやいてみせると、

「どうせ三日以内に告白されて、軽いノリでつきあうのでしょう。そうやって元カノ会のラインのメンバーが増殖してゆくというわけね。きみは懲りないから、毎回同じことを繰り返すのよ」

「うーん、なら趣向を変えて、オレと佐さ伯えきさんで、つきあってみるとか？　ちょうど二人ともフリーになったわけだし」

　冴さ音お子こは絶対に、辛しん辣らつな言葉で断るだろう。

　遥よう平へいだって本気なわけではない。

　ただちょっと、それもいいかな、なんやかやで楽しそうだ、なんて思ったら、冴音子が傘をくるりと回した。

　遥平の顔に水滴をひっかけて、

「冷たっ……！」

　遥平が目を閉じ、目を開けると、傘に隠れた冴音子の、すらりとした後ろ姿があった。

　そうして、




「いいわよ」




　と素っ気ない声が聞こえた。

　それで遥平は、口をぽかんと開けたのだった。

「ちょっとねぇ、佐伯さん、マジ？　本気で言ってんの？　オレとつきあうの？　あっ、ねぇ、待って、佐伯さん、佐伯さん！」

　水たまりを、ぱしゃぱしゃ踏んで、赤い傘を追いかけていった。










エピローグ







「春はる先輩、手伝ってくれてありがとうございます」

「春先輩のおかげで、全部終わりました」

　配属されたばかりの新卒社員の女の子たちが、達成感に頰ほおを染めながら、春にお礼を言う。

「春先輩、このあとみんなでごはんをたべに行きませんか？」

「あーそれいいです。春先輩に、いろいろ教えてほしいです」

　女の子たちがきゃいきゃい言い合っていると、男子の新入社員たちも、

「えっ、春先輩とメシ食いに行くの？　オレもまざる」

「ぼ、ぼくもぜひ」

　と寄ってくる。

　入社三年目の春は、綺き麗れいで仕事もできて、優しく話しやすいというので、後輩たちから慕われ、同期や先輩や上司からも頼りにされている。

　三みツつ泉いずみさんは、我が部の良心でマドンナだから、などと言う人もいる。

「ごめんなさい。今日は大切な約束があるの。また今度誘ってくれたら嬉しい」

　相手をなごませる、ほのぼのした笑顔を浮かべて、春が断ると、新卒社員たちはがっかりした顔になり、

「次はぜひ」

　と念を押した。

　春が部屋から出てゆくと、春と仲良しの同期の女性が、

「春は今日は誕生日だから、しかたないね」

　と、にやにやしながら教えてくれた。

「ええっ、春先輩、今日、誕生日だったんですか？」

「知ってたら、プレゼントを用意したのに」

　男子もうろたえて、

「じゃ、じゃあ春先輩の大切な約束って、彼氏っすか？　春先輩、彼氏いないって聞いたんすけど」

　と訊いてくる。

「うーん、そのへんは謎なぞなんだよねー。入社したときから春はモテモテだったけど、全部あたりさわりなくかわしてて、でも、彼氏がいる感じでもないし」

　他の同期の女子も会話に入ってくる。

「春が一人暮らししてる部屋も、全然男っ気ないんだよね。てゆーより、家具も荷物も少なすぎて、引っ越すの？　って訊いたら、いつでもどこへでも行けるように、荷物は最低限にしておきたいの、って笑っててさ」

「謎なぞが多いよね、春はるは。まぁ、いい子なのは確かだし、あたしのカンだと、きっと〝忘れられない相手〟がいて、その人のことを、今でも待ってるんじゃないかなぁ」




　　　　　　◇　　　　　　　　◇　　　　　　　　◇




「……一人でここに来るの、もう何回目かな」

　細かな雨が降ったり止んだりを繰り返して、空気はしっとりとしている。街灯のほのかな明かりの中に浮かぶ児童館は、この時間はひっそりと静まり返っている。

　誕生日は毎年、裏からこっそり入って、花壇のふちや、置き石に腰かけて、桜色のすあまを食べたり、北の空を見上げて、春の北斗七星を探したりした。

　だいぶ古くなり建て替えが決まっているそうだから、もう時間外にこんなふうに入れなくなるだろう。

「そうなったら、ちょっと……淋さみしいな……」

　また、ぽつりと雨が落ちてきて、春は傘をさした。

　今年は見えないかもしれない……。

　北の空に目をこらすと、三つの星が光っていて──。

　あ……あった、ひしゃくの柄だ。

　胸がいっぱいになって、頰ほおと唇をほころばせた。




「ほくちゃん、わたし、幸せだよ」




　一人でも、幸せになれた。

　友達もできたし、伴侶を失ったオオカミが哀しみで死んだりせず、別の伴侶を迎えることも、今は知っている。仕事も大変なときがあるけれど、頑張っている。

　過ぎてゆく毎日が、愛おしい。

　ただ、心の中に欠けているピースがひとつだけあって……。

　ぽつり、と傘に雨があたる音が、春の傘からではなく、すぐ後ろで聞こえた。

　春は、振り向かなかった。

　懐かしい香りのするその人が、誰なのかわかっていたから。

　春の隣に並んだ彼は、肩の位置が以前よりも高く、首筋も大人の男性になっていた。彼がその首をかがめる。

　春の黄色の傘と、彼の紺色の傘が重なって──。

　別れた日、傘に隠れて二人で交わした約束が、春はるの脳裏によみがえる。




　──一人でも幸せになって、どこででも立派にやっていける、強くてちゃんとした大人になったら、春を迎えに行く。




　──そうしたら、そのあとはずっといっしょにいよう。




　──うん、ほくちゃん。




　あのときみたいに、ふたつの傘が重なり、春の手からぱさりと傘が落ちて──藍色の空には春北斗が輝いていて──。
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　妹でも、兄でも、もう関係なくて。

　ただ、愛だけがあった。
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野村美月

Mizuki Nomura




私は幼なじみ萌えです。そんな可愛い幼なじみが実は妹だったらどうなってしまうんだろうと、北斗たちと一緒に逡巡しながら執筆しました。着地点は個人的には、この素材で書くならこれしかないと思っています。
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